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「まったく、何だってこんな夜中にトラックを走らせなきゃならないんだ」

　中型トラックの運転席に座った小お川がわさんは、小さく口の中で毒づいた。

「客なんて一日くらい待たせたっていいだろうによ」

「まあまあ、小川さん。そんなこと言ったってしょうがないっすよ」

　助手席に腰を落ち着けた作業服姿すがたの若者がなだめるように言う。

「それが、オレらの仕事なんすから」

　二人は、『ベター電気』の社員だ。ベター電気というのは、なかなか有名な大型家電量りよう販はん店てんだ。

　自社工場で、自社ブランドの家電製品を作っているのがベター電気の強みだ。流通までも自社で行うことで余よ計けいなコストを抑え割安で販売することが出来る。

　この夜も、急な発注を受けてベター電気大おお江え戸ど市し店てんへと家電製品を運ぶ途中だったのだ。

「それにしても小川さん。何か寂しい道っすね」

　細い峠とうげ道みちだ。外がい灯とうもまばらにしかついていない。もちろん他に走る車もない。

「どうしてこんな田舎いなか臭くさい道通るんすか？」

「大江戸市に行くにはこの道が近道なんだよ」

　タバコの煙と一緒に、小川さんが吐き出す。

「それに、パトカーも来ないから多少スピード出しても大丈夫だしな」

　小川さんが首をコキコキと鳴らす。

「さ、少し急ぐとするか。早く家に帰って寝たいからな」

　次の瞬しゆん間かんだった。外灯もまばらな暗い峠道で、何かが強烈な光を発した。目もくらむようなまばゆい光に、小川さんは思わず急ブレーキをかける。

　軽トラックが音を立てて止まる。

「お、小川さん。何だったんすかね？」

　上ずった声で若者が尋たずねる。

「何だか分からんが、どっかのバカが道の脇でライトでもつけやがったんだろ？　ったく、もう少しで事じ故こるところだったじゃないか」

　怒り心しん頭とうに、小川さんが車を降りる。

「一言文もん句く言ってやんなきゃ気がすまねえぜ！！！」

「オレも行くっす！」

　若者も慌あわてて車を降りて小お川がわさんを追いかけた。

「一いつ体たい何だってんだ」

　ぶつくさと呟つぶやきながら、小川さんは光が発せられた方向へと足を進める。もう先さき程ほどのような強烈な光は見えないけれど、遠くの外がい灯とうの光に照らされて、うっすらと浮かび上がる何かのシルエットのような物は見えた。

　ちょっとした大きさのあるものだ。

（工事用の重じゆう機きか何かだろう）

　そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら、小川さんは声を張り上げた。

「おい、危ないじゃないか！！！」

　若者も小川さんに倣ならった。

「そうだそうだ！　大だい事故になったらどうしてくれるんだい！」

　その何かが、ゆっくりと持ち上がった。再び強い光が発せられる。

　一いつ瞬しゆん、まぶしさで目をそむけてから、小川さんと若者は手で影を作りながらその光を放つ物体へと目を向けた。

　そして、思わず全身を硬こう直ちよくさせた。

　そこにいたのは、両目を輝かせる、一匹の巨大な怪かい獣じゆうだったからだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　小川さんがパワフルな悲鳴を上げ、逃げ出す。

「うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！」

　負けず劣らないパワフル悲鳴を上げて、若者も逃げ出した。

　止めたトラックのことも忘れて、二人は力の続く限り走り続けた。
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　大おお江え戸ど市に朝が来た。

　大江戸市は、東京の外れにちょこんと位置する街だ。名前からして東京のど真ん中にあっても不ふ思し議ぎじゃないけれどそうじゃない。そして、誰もそんなことは気にしてない。そんなお気楽な人々が暮らす街だ。

　そんな街の、住宅がびっちりと並んでる昔ながらの住宅街、そこにある小さな電気店にて、その声は響ひびいた。

「あ──────、遅刻遅刻遅刻遅刻遅刻!!」

　勢いよくだだだだと音をたてて階段を下りて来るのは、この日に本ほん橋ばし電気店の一人娘、日本橋えるなだ。

　歳としは14歳さい。大おお江え戸ど中学の２年生だ。

　とてつもなく気の強そうなその目つきさえ気にしなければ、なかなか整った顔立ちだ。美人って言ってもいいだろう。

　洒落しやれっ気があまり感じられない三つ編みを振り回しながら居間のちゃぶ台へとついたえるなは、勢いよく声を張り上げた。

「ちょっとワルオ！　朝ご飯は！　早くしないさよ！」

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ってるよ！」

　台所の方からそんな声が聞こえる。しばらくすると、お盆ぼんが運ばれて来る。

　お盆の上には、ほかほかと湯ゆ気げをたてる白いご飯と、同じく湯気をたてるみそ汁しるが載っかってた。

　だけど、注目すべき点はそこじゃあない。お盆を運んで来た少年の格かつ好こうだ。

　全身を覆おおうのは黒をベースにしたプレートだ。頭にもしっかりと悪あく趣味なヘルメットが装着されている。唯ゆい一いつ肌はだが露ろ出しゆつしているのは、顔の部分のみだ。しかし、厳げん密みつに言えばそれすらも生なま身みではない。特殊樹じゆ脂しで作られた人工の皮ひ膚ふだ。

　この少年は人間ではないのだ。24世紀からタイムスリップして来た超ちよう高性能の犯罪ロボット、ワルガキッドなのだ。

　その体は、超ちよう合ごう金きんで作られ、体内には危険なテクノロジーが山ほど詰まっている。

　24世紀で、未来のハイテク警察を手て玉だまに取って大暴れしていた彼がどうしてこの時代のこの電気屋でこき使われているかと言うと、そこには大いなる理由があるのだけれども、説明するとえらく長くなるので省く。

　ただ一ひと言こと説明するとしたら…………。

　運がなかった。

　それだけだろう。

「ほらよ」

　ぶっきらぼうに、ワルガキッドはみそ汁とご飯をえるなの前に置いた。

「まったく、アタシが座るときにはちゃんとご飯とみそ汁が出てるようにっていつも言ってるでしょ。しょうがないわね」

　ぶつぶつと文句を言いながらえるなはみそ汁を持ち上げる。

「いただきます」

　そう呟つぶやいてからみそ汁をずずっとすするえるなだったけど………。

　ブッ！

　えるながみそ汁を噴ふん出しゆつした。毒どく霧ぎり攻撃だ。

「ちょっとワルオ！　あんたみそ汁に何入れたのよ！」

「何だよ。そんな変なもん入れてないぜ」

　ワルガキッドが口を尖とがらした。

「昨日、ばあさんとこで料理の基本は『さしすせそ』とか言われたからよ。だから全部入れてみただけだよ」

　ワルガキッドは指折り数えた。

「砂糖に塩に酢すにみそだ。せが何だか分からなかったからとりあえずセロリを入れといたんだが」

「あんたってのは本当にどうしようもないバカロボットね。呆あきれて言葉もないわよ」

「何だと。だったら自分で作ればいいじゃねーか！」

　ワルガキッドがお盆ぼんを畳たたみに叩たたきつけた。

「こんなことやってられっかよ！」

「何よ。口ごたえする気ね」

　えるなが左手を持ち上げた。手首には、奇き妙みようなデザインの腕時計がはめられている。

「え、えるな！」

　ワルガキッドの顔が青ざめた。

「わ、わるかった。な、謝るよ」

　この腕時計はワルガキッドの制せい御ぎよ装置なのだ。ワルガキッドのパワーレベルを操作する他に、電子頭ず脳のうにジャミング音波を流すことも出来る。

　それはワルガキッドにとってはひどく苦痛なことなのだ。

　えるなはぴしゃりと言い放った。

「台所の引き出しに即そく席せきパックのみそ汁しるがあるから、それを作って持って来なさい！　もたもたすんじゃないわよ」

　すっといんでいくワルガキッドを見送ってから、えるなはやれやれと息を吐き出した。

「本当、困ったもんなんだから」

　さっさとご飯を食べ始める。

　そんなえるなに、向かい側に座ってた作さく造ぞう父とうさんが声をかける。

「おい、えるな。少しワルオ君に厳きびしすぎるんじゃないのか？」

「いいのよ。うちに置いてもらいたけりゃ家事手伝いするのが当然なんだからね」

「しかしな？」

「何？　何か文句あるの？」

　えるなに睨にらみつけられて、作造父さんは慌あわてて首をすくめた。気の強い一人娘にはめっきり頭の上がらないお父さんなのだ。

「さ、テレビ、テレビ、天気予報を見なくちゃな」

　テレビのニュース番組を見始めた作造父さんの表情が強こわ張ばっていく。

「ん？　はんかはっはほ？」

　口くち一いつ杯ぱいにご飯をほおばってお行ぎよう儀ぎ悪く言うえるなに、作さく造ぞう父とうさんがちょっと顔をしかめる。

「えるなや。女の子なんだからもう少しおしとやかに………」

　睨にらみつけられたもんだから、作造父さんは首をすくめた。

「いやな、昨日の夜に事故が起こったらしいんだ」

「どこで？」

「小お野の山やまの峠とうげ道みちらしいんだが」

「ああ、あの何か寂しいとこね」

「怪け我が人にんはいないようだが、トラックはメチャクチャらしい」

　もごもごと口を動かしながら、えるなはテレビに目を向けた。

　後ろのコンテナ部分の屋根が、無む残ざんにもはがされている。だけど、見たところその他の部分は無傷だ。

（一体どうすれば、あんな風になるのかしらね？　トンネルの上にでも擦こすりつけたのかしら？）

　だけど、えるなの記き憶おくが確かならば小野山峠にトンネルなんてなかったはずだ。

　ちょっとした疑問を覚えたえるなの耳に、作造父さんの声が届く。

「荷台の家電製品が根こそぎなくなってたそうなんだ。一体どういうことなんだろうなあ？」

「？？？」

　根こん性じようでご飯を飲み下すと、えるなは尋たずねた。

「家電製品なんか運んでたの？」

「そうさ。何ってったってベター電気の搬はん送そうトラックだからな」

「ベター電気………」

　えるなの眉まゆがピクリと動いた。

「ベター電気って言ったら、駅前のベター電気でしょ？」

　箸はしを握り締め、えるなは力強く言った。

「うちの客の３分の１をかっさらっていったあのベター電気よね」

「そう大きな声で言うな。何だか悲しくなるじゃないか」

「だって本当のことでしょ。あの電気屋が出来なければうちだってもう少し余よ裕ゆうがあって、朝ご飯のおかずだってもう一品くらい………」

　えるなはちゃぶ台のメザシを見つめため息一つ吐き出した。

　それから、考え込む。

「ベター電気のトラックが原因不明の事故ね。それで配はい送そう途中の家電製品が根こそぎなくなっちゃってるのか………」

　じろって感じで、えるなは作造父さんに目を向けた。

「まさかとは思うけど、お父とうさんの仕し業わざじゃないでしょうね。お客さんを取られちゃった腹いせに」

「バカを言うな！」

　顔を真っ赤にして作さく造ぞう父さんが怒った。

「私はそんな卑ひ屈くつなことはしないぞ！！！」

　堂々と胸を張って、作造父さんはおっしゃった。

「私がやるのは、せいぜい新商品のパンフレットを全部持ってくることぐらいだ」

「そっちの方も十分卑屈だとは思うけどね」

　やれやれって顔をしてから、また考える。

（それじゃ、一体何なのかしらね）

　だけど、さっさと考えるのは止めた。

　えるなだってヒマじゃないのだ。急いで出発しなければ学校に遅刻してしまう。

　それに、被害にあったのは商売敵がたきのベター電気だ。

　親しん身みになって心配するほど、えるなはお人よしじゃない。

　メザシをおかずに大急ぎでご飯をかき込むと、作造父さんの飲みかけのお茶で一気に流し込む。

「それじゃ、学校行ってくるわ。店、ちゃんとやってよね」

　カバン片手に立ち上がる。

　そのまま部屋を飛び出そうとするけど………。

「おい、えるな。みそ汁しる作って来たぞ」

　またお盆ぼんを持って来るワルガキッドとぶつかった。みそ汁が宙を舞った。舞ったみそ汁はえるなの頭に降ってきた。

「あちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃ」

　目を吊つり上げて、えるなはワルガキッドを睨にらみつけた。

「ワルオ！」

　腕の制せい御ぎよ装置にえるなの手が伸ばされる。そしてジャミング音波発生ボタンが容よう赦しやなく押された。しかも連れん打だでだ。

「うぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ワルガキッドの悲鳴が、日に本ほん橋ばし電気店に響ひびき渡った。
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　大おお江え戸ど中学は、えるなの家から歩いて40分ほどの距離にあるごく普通の中学だ。校舎が少し古いことさえ気にしなければ、周りに緑のあるなかなか恵まれた環境だろう。

　時は２時間目の休み時間。２年３組の教室にて、えるなは机に向かってた。

　机に開かれたノートには、細かな数字がびっしりと書かれている。

　一見すると数学の予習か復習をしているようにも見える。「お、休み時間に勉強するなんて、日に本ほん橋ばしはなかなか感心じゃないか」なんて思う教師もいるかもしんないけど、実際は違ってた。

「えっと、水道代にガス代に新聞代に食費に電気代、あと家のローンがあってと。困ったわね。今月も赤字じゃない」

　そう、えるなは家計簿ぼをつけてたのだ。

　父一人子一人の父ふ子し家庭だ。しかも、父親の作さく造ぞうさんはとてつもない能のう天てん気きなお人だ。いつか発明で一発当ててやるぞなんて言って、店をほっぽりだして趣味の発明クラブへ通っちゃうような人だ。発明の材料だと言って、しょーもないガラクタをぽんぽん買ってきてしまうお人だ。

　えるながしっかりしてなかったら、今ごろ親子で路ろ頭とうに迷ってたことは間違いない。

「いつものこととはいえ、もうちょっと何とかならないかしらね」

　シャーペンのお尻でおでこをつんつんとつっつきながら、えるなは難しい顔で考え込んだ。

「食費を切り詰めて、それからお父さんの晩ばん酌しやくを減らしてもらってと。ああ、それでもちょっと今月はきついかも」

　となると、残された手段は一つしかなかった。

「とうとう、あれに手をつけるしかないってことね。お母さんが残してくれた、アタシの花はな嫁よめ貯金」

　暗あん澹たんたる気持ちで、がっくりと肩を落とした。

「あれだけには手をつけまいとこれまでがんばって来たのに、とうとうこのときが来ちゃったのね」

　えるなは窓から多た分ぶん天国がありそうな空の方向に目を向けると、小さく心の中で呟つぶやいた。

『ごめんね。お母さん。花嫁貯金はコロッケ代に使わせてもらいます。恨うらむんならふがいないお父とうさんと、あとロボットのくせに大おお飯めし食らいで役立たずのワルオを恨んでください』

　えるながおごそかに祈りをささげた直後だった。

「えーるな」

　そんな声をかけられ、えるなは首を動かした。

　えるなの隣となりにやって来た女の子がいた。ボーイッシュで活発な印いん象しようの女の子。えるなの友達の木き本もと茜あかねだ。

　事実活発で、陸上部に所属してたりする。えるなとは小学校からの付き合いだ。

「何よ。ぼ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っとしちゃって」

「ちょっとね。天国にごめんなさいしてたとこよ」

「え？」

　分かったような分からないような顔で茜が首を傾かしげる。一から説明するのも面めん倒どう臭くさかったから、えるなは家計簿をちょいと持ち上げて見せた。

「これで悩んでたのよ」

「あ、なるほどね。いつものね」

　茜あかねが苦にが笑わらいした。

　もう古い付き合いだから、えるなの家庭事情くらい分かり切ってるのだ。

「まあ、元気出しなって。大丈夫よ。これまでだって何とかなって来たじゃない。それに、もし電気屋が潰つぶれたって心配いらないって。えるな、ちゃんとお洒落しやれすればかわいいんだから。高校になればバイトでたくさん稼げるわよ」

　一体どんなバイトなのか疑問に思うとこだけど、突っ込みは入れないでおいた。

「ありがとね。何となく気が楽になったわ」

　げっそりとした表情でそう告げてから、えるなは尋たずねた。

「それで、何かアタシに用？」

「そうそう、えるなに聞きたいことがあったのよ」

　茜はえるなの前の席の椅い子すに腰を下ろした。

「ねえ、電気怪かい獣じゆうって聞いてる？」

「電気怪獣？　何それ？」

「え、電気屋さんなら聞いてるんじゃないの？」

　そんなこと言われても知らないもんは知らないのだ。店主が作さく造ぞう父とうさんということで、妙みような商品もわりと仕入れちゃったりしてるけど、そんな電気怪獣なんてもんが商品棚だなに並んでた記き憶おくはない。

「しょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]がないわね[image: ～][image: ～][image: ～]。なら、教えてあげるわ」

　茜が目を細めた。

　もともとしょうもないニュースを拾って来ることでは有名な娘だ。大おお方かた、何か面白い話を仕入れてそれを誰かに話したくて仕方なかったのだろう。

「ほら、ニュースでやってたでしょ。ベター電気のトラックが………」

　茜に言われて、えるなは頷うなずいた。

「ああ、あれね。だけどあれと電気怪獣ってのとどんな関係があるのよ」

「これは秘ひ密みつ情報なんだけどね………」

　お決まりのフレーズを前置きにして、茜は続けた。

「あのトラックを襲おそったのが、電気怪獣なんだって」

「は？」

「運転手がトラックを走らせてたら、道みち脇わきで何かが光ったそうよ。危ないじゃないかって文句言いにトラックを出ていったら、そこには何がいたと思う？」

　期待するような目つきだ。

　半なかばうんざりしながらも、えるなは言った。

「電気怪かい獣じゆう？」

「そ、その通りよ。巨大な怪獣がいたのよ。運転手は慌あわてて逃げ出したらしいわ」

　ずずっと顔を近づけて、さらなる迫力で茜あかねは続けた。

「さらに！　それだけじゃないわ！　運転手達をおっぱらった後で、トラックの荷物を全部食べちゃったんだって！」

「え？」

　疑わしそうな目でえるなは茜を見た。

「食べちゃったってね。荷物って家電製品なのよ」

「だから何なの。たで食う虫も好き好きって言うでしょ。家電製品が好きな怪獣がいたって不ふ思し議ぎじゃないわ」

　怪獣研究家にでもなったような口く調ちようで、茜は頷うなずいた。

「まあ、運転手は逃げ出しちゃってて、ちゃんとした目もく撃げき証言はないんだけど。だけど、えるなも知ってるでしょ？　荷台の家電製品がなくなっちゃったって」

「そう言えば、お父とうさんがそんなこと言ってたけど………」

「だから、電気怪獣によって食べられたと考えてもおかしくないってことよ」

　熱っぽく語る茜に、えるなは頭痛ってのを覚えた。

「もともと、そんな噂うわさは流れてたのよ。あの峠とうげ道みちの真夜中に怪獣が出るって噂が。目撃者だって何人もいたのよ。ただ、家電製品って被害が出たのは今回が初めてだけどね」

　茜がえるなの瞳ひとみをしっかりと見つめて言う。

「そういう訳だから、えるなんとこも配達とか頼まれてもあの峠は通っちゃダメだからね。ベター電気ならまだしも、えるなんとこが商品食べられちゃったら大変でしょ」

　日に本ほん橋ばし電気店の厳きびしい状況をズバリ突っつかれて、悔くやしさがこみ上げるけど事実だから反論しようがない。

「大丈夫よ。あんな峠通るはずないわ。隣となり町へ配達するほど、うちってグローバルな店じゃあないから。メインの客層は近所のお年寄りっていうものすごく地域密みつ着ちやく型がたの商売なのよ。これでもかってくらい」

　言ってて何だか落ち込んでくる。

「そういうことだから、ご心配なく」

　そう言い切って、えるなは話を終わりにした。

「それじゃね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　そんなえるなの気持ちを知ってか知らずか、ぴらぴらって手を振って、茜がえるなに背中を向ける。どうせまた別の人間を見つけてこの話をするつもりなのだろう。

　とそのとき、ちょっとした疑問を覚えて、えるなは茜を呼び止めた。

「ちょっと茜。一つ聞きたいんだけど？」

「何？」

「どうして電気怪かい獣じゆうなんて名前なの？　電気で動いてるからとか？」

「何言ってんの。電気で動く怪獣なんているはずないでしょ」

　ケラケラと茜あかねが笑う。

　電気で動く動かない以前に怪獣なんていないだろ！　って突っ込みを入れたくなるけど、えるなは飲み込んだ。話を長くしたくないから飲み込んだ。

「それじゃどうして電気怪獣な訳？」

「それは目がライトみたいにビカビカ光ってたらしいからよ。ちなみに電気怪獣ってのはあたしがつけた名前よ。けっこうセンスよくない？」

　苦にが笑わらいするしか、えるなには出来なかった。
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　一日の授業が終わり、放課後の時間がやって来た。

　とくに部活をやっていないえるなだから、帰って来るのはけっこう早い。授業が終わってすぐに学校を出れば五時前には自宅に到着することが出来る。

「ただい………」

　自宅である日に本ほん橋ばし電気店の前までやって来たえるなは、思わず言葉を止めてしまった。

　家の前には、一台の軽トラがあった。作さく造ぞう父とうさんが配達に使ってる軽トラだ。

　ガソリン代がもったいないという理由で普段はもっぱらリヤカーを利用してる日本橋電気店では、こうやって軽トラックが車庫から出されていることも珍しい。

　それにくわえて、問題は軽トラックの荷台だ。

　テレビに冷蔵庫に電子レンジにクーラーに、さらには電気コタツなんかも積み込まれてる。

（ああ、とうとう支払いが出来なくなってうちは倒産したのね。それで問屋に商品を差し押さえられるんだわ）

　えるなの頭に、これから始まるつらく苦しい極ごく貧ひん生活の光景が浮かび上がる。

（いっそワルオを売っぱらうってのはどうかしらね？　一応この時代じゃ最さい先せん端たんのロボットな訳だし、案あん外がい高く売れるかも）

　だけど、それも断念した。

（ダメね。あんな役たたずなロボット、誰も欲しがらないわよ。それに一応アタシは保ほ護ご観察頼まれてる訳だし、売っぱらうってのも無責任すぎるわよね。だとしたらどうしたもんかしら？）

　あれこれと今後の生活を考えるえるなだったけど、途中でふと思いとどまる。

「だけど、うちのトラックで運ぶってのもおかしな話よね。だとすると………」

　しばし考えてから、えるなは半なかば確信を込めて呟つぶやいた。

「倒産でうちひしがれたお父とうさんが、愛する家電製品と一緒に夜逃げしようとしてるとか」

「おいおい、人聞きの悪いこと言うもんじゃないよ」

　いつの間にかえるなの脇に立った作さく造ぞう父さんが、炊すい飯はん器きを抱えて言う。

「差し押さえでも夜逃げでもない。これから配達に行こうとしてるんだよ」

「配達ですって！」

　えるなは軽トラの荷台に積まれた数々の家電製品を見つめた。

「そんな冗じよう談だんは止めてよ。こんなにもたくさん一度に配達なんて。修理品ってならともかく皆みな新品でしょ。そんなのありえないわ」

「それがありえるんだよ」

　ぐふぐふと笑いながら、作造父さんが言う。

「お昼ぐらいにな。明石あかしさんが来たんだ」

「え、明石さん！」

　えるなの瞳ひとみが大きくなった。

　明石さんってのは、一年前まで近所に住んでいた一人暮らしのおじいさんだ。かなり気き前まえのいい性格で、よく日に本ほん橋ばし電気店に来ては新商品を買っていってくれたものだ。

　お腹なかが空すいたら明石さんを呼ぼうなんて造ぞう語ごが作られるほどに、とてもいいお客だったのだ。

　その明石さんの隣となり町への引っ越しは、日本橋電気店にとって氷ひよう河が期の到来を意味していた。確実に食卓のおかずが一いつ品ぴん減ったくらいだ。

「何でも、お孫さんが一人暮らしを始めるとかでな。その家電製品一いつ式しきをうちの店に買いに来てくれたんだ。嬉うれしいじゃないか」

「それじゃ、それじゃ本当に？　これ全部売れたの？」

「ああ、間違いないぞ。これから配達してくるとこなんだ」

　作造父さんの言葉に、えるなは拳こぶしを握り締めた。

（やった、これでお母さんの花はな嫁よめ貯金を崩さずにすむわ）

　多た分ぶん神様がいるんじゃないかなって方向に向かって、えるなは両手を合わせた。

（神様、奇き跡せきをありがとうございます）

　おまけに付け加えた。

（ついでに言えば、今後もこういった奇跡が続くようお願いします。出来れば月つき一いちくらいで）

　自分勝かつ手てな願い事をしてるえるなをそのままに、作造父さんは炊飯器を積み終える。それからロープで全体を固定すればもう準備は完了だ。

　作造父さんが軽トラックに乗り込む。

「さてと、通行止めになってなきゃいいけどな。ま、大丈夫か。いくら事故があったからってもう通れるだろ」

　そんな呟つぶやきに、えるなは「はん」って顔をした。

「ちょっと待ってお父とうさん。事故って………」

「ああ、お前も朝のニュースで見ただろ？」

「ベター電気の事故のこと？　あの峠とうげを通るの？」

「まあな。そりゃまあ何やら薄うす気き味み悪い気はするが、あそこを使わないとなったら大回りをしなきゃならなくなる。かと言って高速を使うのももったいないだろ」

　確かに、作さく造ぞう父さんの言う通りだった。

「ま、心配はいらないよ。大切な商品を運んでるんだ。いつも以上に安全運転を心がけるからな」

　えるなの頭に、一いつ瞬しゆんチラリと学校で聞いた話がよみがえる。

『ザ・電気怪かい獣じゆう』

　だけど、思わず吹き出した。

「アタシ何考えてんだろ。そんなものいる訳ないのにね」

　軽く自分を笑い飛ばしてから、作造父さんに顔を向ける。

「それじゃあ気を付けて行ってきてね。うんとご馳ち走そう作って待ってるから」

「ああ、分かってるさ」

　軽トラックのエンジンがかかった。久しぶりの稼か働どうのせいか、ぎこちなくブルブル言ってたけれど、やがて正常なエンジンの駆く動どう音を響ひびかせる。

「それじゃ、行ってくるぞ」

　作造父さんの運転する軽トラックは、ゆっくりと走り出した。

「お、おっさんとうとう夜逃げでもしたのか？」

　タイミング良く帰って来てそんなことを口走るワルガキッドの後頭部を、えるなは思い切りひっぱたいた。

「人聞きの悪いこと言わないで。そんなことある訳ないでしょ[image: ～][image: ～][image: ～]が」

　自分も疑ってたくせに、そのことはもうなかったことにしてた。さすがえるなだ。

「さ、ワルオ。これから忙しいわよ。夕食の準備しなくちゃね。まずは買い物に行こ」

「買い物なら、今行って来たとこだぞ」

　ワルガキッドがスーパーのビニール袋を持ち上げた。

「メザシとおからとしらたきとちくわ」

「そんなわびしいもんじゃないの。今日は豪ごう華かにいくんだから」

「………一いつ体たい何があったんだよ」

　さすがに不安気にワルガキッドが尋たずねる。

「まさか、電気屋が潰つぶれてヤケになって、最後の晩ばん餐さんとか言うんじゃないだろうな」

　バシッ！

　ワルガキッドの後頭部に衝しよう撃げきが走る。えるながまたひっぱたいたのだ。

「人聞きの悪いこと言わないでって言ったでしょ」

　しっかりと睨にらみつけてから、気を取り直すように、えるなは頷うなずく。

「さ、買い物買い物っと。あんたもついて来るのよ。荷物持ちなんだから」




[image: ]




　音おん痴ちな鼻はな歌うたなんか奏でながら、作さく造ぞう父とうさんは軽トラを運転していた。

　もう市街地を抜け、ちょっとした勾こう配ばいのある道を登り始めていた。峠とうげ道みちだ。

　辺りに生おい茂る木々のせいで少し薄暗い道を、軽トラックは進む。

「絶対にムリだと思って半なかば諦あきらめていたけれど、この思いがけない収入で買えるかもしれんな」

　そんなことを呟つぶやく。

「新発売の高級万能ドリル。あれさえあれば、私の発明の幅もぐっと広がるってものだ」

　メガネの奥の目を細めた。

「そうだ、帰りに買って行ってしまおう」

　えるなが知ったら火のように怒るってことは明らかなのに、作造父さんはちっともそのことを気にしなかった。

　理由は単純だ。

　作造父さんがちっとも懲こりない性格だからだ。

　もしここで、家か計けい状況を考えて思いとどまるような人だったら、日に本ほん橋ばし電気店はもう少し裕ゆう福ふくだっただろうし、えるなはもう少し穏おだやかな性格に育ってたことだろう。

「構想はもう練ってあるんだ。世界初、孫の手つきマッサージチェア。マッサージしながら背中の痒かゆいところも搔かいてもらえるという発明なんだ」

　世にも恐ろしいことに、作造父さんはまんざらでもない顔で頷いた。

「これは特許をとれるかもしれん」

　そんなことしてるうちに、軽トラは峠道の頂上付ふ近きんに差し掛かる。

「確かに事故が起こったのってこの辺りだったっけな？」

　きょろきょろと辺りを見渡すけれど、もう片付けられたのか事故の痕こん跡せきは見当たらない。軽トラを止めてよく探せばガラスの破片なんかが見つかるかもしれないけれど、そこまでするほど野や次じ馬うま根こん性じようがある訳でもない。

「いかんいかん。余所よそ見み運転してちゃダメだな」

　そういましめた直後だった。

　軽トラックの前方に、突然ゴツゴツとした太い丸まる太たのようなものが飛び出して来るのが見えた。

「うおおおお！」

　作さく造ぞう父とうさんは慌あわててハンドルを切り、それを逃れた。軽トラは道を外れて舗ほ装そうされていない茂みに突っ込む。

「な、なんなんだ」

　止まった車の中で、目をごしごしと擦こすってから道路に目を向ける。もう何も見えない。

「気のせいか………」

　ふっと息を吐き出した。

「疲れてるのかもしれんな。思えば最近ずっとがんばり通しだったからな」

　眉まゆ根ねを揉もむ。

「しばらく店を休んで発明に没ぼつ頭とうするというのも悪くないぞ」

　えるなが聞いたら激げき怒ど間違いなしの言葉を、懲こりない作造父さんは呟つぶやいた。

「さ、行くとするか」

　気を取り直して出発しようとした作造父さんだけど、ふと何かを思いつく。

「そうだ、今のショックで荷物が落っこちてないかどうか調べて来るか。

　軽トラを降りて荷台へと回った作造父さんは、積つみ荷にを点検し始めた。

　そして、顔をしかめる。

「あれ？　炊すい飯はん器きがないぞ」

　慌てて辺りを見渡すけど、炊飯器は転がってなかった。

「もしかしたら、来る途中で落としたのかもしれん」

　はあと、大きなため息を吐き出す。

　だけど、持ち前の能のう天てん気きさで立ち直った。

「ま、いいとするか。もともと旧きゆう型がたの安やす物ものだったし。後で探して見つけたら家で使うようにしよう」

　今は早く残りの家電製品を届ける方が大切。そう考えた作造父さんが、軽トラックに乗り込もうとする。

　と、不意に影がさした。

「ん？」

　何気なく顔を上げた作造父さんは、思わず口をぽかんと開けた。

　目の前にあったのは、巨大な怪かい獣じゆうの顔だった。

　その発光する巨大な瞳ひとみで、作造父さんを見つめてた。

「あ、あわわわわわわわわわわわわわわわわ」

　恐怖で、動けなくなってる作造父さんの前で、その怪獣は巨大な口を開けた。

　ガリ！！！
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　一口カツにマグロの刺さし身み、冷しゃぶサラダにいんげんのゴマあえ。さらにあさりのみそ汁しるにご飯は豪ごう華かな五ご目もくご飯だ。

　もちろん、冷蔵庫には冷えたビールだってある。

　様々な料理の並んだちゃぶ台を前にして、えるなはポツリ呟つぶやいた。

「遅いわね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　時計をチラリと見やる。もう８時を回っている。

　作さく造ぞう父とうさんが出発してから、ゆうに３時間は経過していた。

「配達して設置したってこんなには時間かからないはずなのに」

　考え込むえるなの脇を、す[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと手が伸びていく。

　手は、皿に山盛りに盛られた一口カツを摘つまみ上げ、引っ込んでいこうとする。

　目ざとくそのことに気づいたえるなは、ちゃぶ台に置いてあったフォークを握り締めるとその手につきたてた。

「あぎゃ！」

　手の持ち主が、素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げた。ワルガキッドだ。

「いて[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]な。何すんだよ？」

「何すんだよじゃないわよ。こそこそつまみ食いなんかしようとして」

「だって、もうこんな時間だぜ。おっさん帰って来ねえし。先に食ってたってバチは当たらねえよ」

「ダメよ」

　力強く、えるなは言う。

「今日は日に本ほん橋ばし電気店のお祝いなんだから。アタシ達だけで始めてもしょうがないでしょ」

「ったく………」

　ふてくされた表情になるワルガキッド。とりあえず盗み食いは諦あきらめたようだ。

「本当にお父さんどこで何してんのかしらね？」

　再びそんなことを考えるえるなに、ワルガキッドが呟く。

「また下らない発明の材料でも買ってんじゃないのか？」

「え？」

「金は向こうで払ってもらうんだろ？　だったら帰る途中でガラクタ屋に寄ったって……」

　バシンとちゃぶ台を叩たたいて、えるなは立ち上がった。すごい形ぎよう相そうだ。

「それだわ！！！」

　猛スピードで居間を飛び出すえるな。隣となりの部屋からばたばたという音が聞こえる。どうやら作造父さんの部屋を家や捜さがししてるようだ。

「ワルオ、どうやらあんたの予想通りみたいよ」

　えるなが突き出したのは、妙みような雑誌だ。

『月刊　発明の友』ってタイトルだ。

　その雑誌の広告ページに、しっかりとした折り目が付けられていた。赤ペンで丸なんかもされている。

『超ちよう万能ドリル21世紀型、８万円』

「アタシとしたことが。お父とうさんがこういった行動に出ることは簡単に想像が出来たはずなのに………」

　拳こぶしを握り締めて、えるなは悔くやしがった。

「一緒に車に乗って行くべきだったわ！」

　がっくりと、えるなは頭を垂れた。

「アタシが、苦労してやりくりしてるっていうのに、お父さんは、お父さんは………」

　何だか剣けん吞のんなオーラを巻きつけて、えるなが立ち上がる。

「とりあえずお父さんがよく行く工こう具ぐ屋やへ急がなくちゃ。何としてでもこのバカな買い物を阻そ止ししないと」

　と、そのときだ。

　店の電話がけたたましく鳴り響ひびいた。

「ワルオ！　あんた取ってよ！　アタシ、着替えしなくちゃなんないから」

　えるなが叫ぶ。

「もし修理の依頼とかだったらちゃんとメモしとくのよ！」

　そう言い残して、えるなは階段を駆け上って行った。

「やれやれ、しょうがね[image: ～][image: ～]な」

　面めん倒どう臭くさそうにワルガキッドは立ち上がると、店のレジ近くにある電話に手を伸ばす。

「もしもし、日に本ほん橋ばし電気ですが………」

　ぶっきらぼうな言葉を、受話器に向かって吐き出した。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]、今ちょっと取り込んでっからよ。また明日かけてくれよ。それじゃな」

　そのままがちゃんと受話器を置く。

「これでよしっと」

　戻ろうとしたワルガキッドの背中から、また受話器のけたたましい音が聞こえた。

「しょ[image: ～][image: ～][image: ～]がね[image: ～][image: ～][image: ～]な[image: ～][image: ～][image: ～]」

　うんざりしながらも、再び受話器を取る。

「はい、もしもし」

「そんじゃね。ワルオ。アタシ超特急で行ってくるから」

　ジャージに着替えたえるながワルガキッドの脇を通っていく。

「もしお父とうさん帰って来ても、ご飯食べさせちゃダメだからね」

　店を飛び出そうとするえるなに、ワルガキッドは声を飛ばした。

「おい、えるな」

「何よ！　アタシ急いでるんだから話なら後にしてくんない」

「後の方がいいってんなら後にするがよ」

　ワルガキッドは付け加えた。

「ガラクタ屋に行ったっておっさんはいないと思うぞ」

　その言葉で、片足飛び出しかけてたえるなが振り返る。

「どういうことよ？」

「今、病院から電話があったんだ」

　大したことでもなさげに、ワルガキッドは続ける。

「おっさんが救急車で運び込まれたってよ」

「なんですって！！！！！！！！」

　えるなの悲鳴が、日に本ほん橋ばし電気店に響ひびいた。

「そういうことなら早く言いなさい！！！」

　ついでにワルガキッドをひっぱたく音も、おまけに響いた。
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　大おお江え戸ど市立病院は、大江戸市の中央付近に位置する病院だった。

　その一室に、えるなとワルガキッドはいた。

　目の前のベットで横たわってるのは、他ならぬ作さく造ぞう父さんだ。

「心配いりませんよ。ただ気き絶ぜつしているだけですから」

　お医者さんがそう説明する。

「相当ショックだったんでしょうね。運び込まれた当初は大分うなされていましたよ。今は薬でぐっすりと眠っています。まあ、大だい事じを取って一ひと晩ばん入院なさることをお勧めします」

「どうも、ありがとうございます」

　えるなはぺっこりと頭を下げてから、深刻な顔して尋たずねた。

「あの、配達はもう終わったって言ってましたか？」

「え？」

「軽トラックで家電製品を配達の途中だったんですけど………」

「ああ、軽トラックのことなら聞いています」

　お医者さんが説明する。

「確か救きゆう急きゆう隊たいの話だと、軽トラックがわき道に止めてあったらしいね。荷台は空からっぽだったってことだよ。一応、誰か乗っていないか確かめたらしいから間違いないと思いますよ」

「そうですか。どうもありがとうございました」

　えるなはまたぺっこりと頭を下げる。

「ほら、あんたも頭下げなさいよ」

　ワルガキッドの頭も、無む理りやり上から押し付けた。

「それでは………」

　お医者さんが病室を出て行った。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　えるなは近くのパイプ椅い子すに腰を下ろした。

「救きゆう急きゆう車しやで運び込まれたって聞いたから、ひょっとするとひょっとするかと思ってたのよ。良かった。単なる気き絶ぜつで」

　だけど、考え込む。

「それにしても、ショックなことって何だったのかしらね………」

　作さく造ぞう父とうさんがショックを受ける出来事ってのを、えるなは考えてみた。

　応援してる野球チームが負けること。冷蔵庫にビールが入ってないこと。発明品をえるなに捨てられること。深ふか爪づめしすぎたこと。たまに遊びに来る猫のノミを取ろうとして引っかかれること。それでもがんばってノミを取ろうとしたけど、あんまり取れなかったこと。

　どれもこれも今回に当てはまるとは思わなかった。

「ま、目を覚ましたら詳しく聞けばいっか。配達は終わってるんだし」

　えるなはん[image: ～][image: ～][image: ～]って伸びをした。

　それから、思い出したようにワルガキッドに尋たずねた。

「そうそう、電話何だったの？」

「あ？」

「最初にかかって来た電話よ。病院からの前にも一つかかって来てたでしょ？」

「ああ、最初にかかって来た電話だな」

　やっと何のことか理解したワルガキッドが大きく頷うなずいた。

「えっとな、何か知らんが、配達はどうなったのかとか言ってたな」

「配達？」

　えるなが渋い顔をした。

「お父さん。また何かの修理頼たのまれて忘れてたのかな？　本当、困ったもんだわ」

　やれやれと息を吐き出す。

「しょうがないわね。アタシが大だい至急やんないと。それで、誰が何の修理を頼んでるんだって？」

「詳しいことまでは知らんが名前だけは聞いたんだ。何だったっけな。もう少しで思い出せそうなんだが………」

　ヘルメットのこめかみの辺りに、人差し指を当てて考える。

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]と、何かえるながいつもよく言ってる言葉がついたような」

「アタシがよく言ってる言葉？」

「そうそう、ほら、お前まえ夜にテレビつけながら変なノートにかりかり書いてるだろ？　電卓か何か横に置いて」

　夜、電卓を横に書くって言ったら、家計簿ぼ以外の何物でもない。

「アタシが家計簿つけてるときに言う言葉って言ったら………」

　えるなはイメージした。家計簿をつけてる自分をだ。

「今月も赤字ね。とか？」

　言ってて情なさけなくなったけど、正解だった。

「それだ！」

　ワルガキッドがパチリと指を鳴らした。

「それだってね。赤字なんて名前、聞いたことも………」

　えるなの言葉が止まった。

「ちょっと待ってよ、アタシすごくやな予感してるけど」

　深しん呼吸して勇気を固めてから、えるなは質問した。

「それってもしかして明石あかしさんじゃないの？」

「ああ、そうだったかもしれんな」

　あっさりと肯定する。

「夕方から待ってるから早くしてくれってことだったぞ」

「やっぱり明石さんじゃない！　ちょっとちょっと、どういうことよ！！！」

　えるなが大声を張り上げた。

「明石さんとこちゃんと届いてないってこと？　だけど軽トラックは空からっぽだったって言うし………」

　いくら考えても答えは出なかったから、えるなは眠りこける作さく造ぞう父とうさんに飛び掛かる。

「ちょっと！　お父さん！　配達まだってどういうことよ！　荷物はどうしちゃったのよ！　たくさんの家電製品は」

「う、ううう」

　作造父さんの口からそんな声が漏れた。

「か、かでん」

「え？　家電製品のこと？」

「………ばりばり………たべた」

「家電製品をバリバリ食べただって！」

　ワルガキッドが目を丸くした。

「おい、えるな。お前の親父おやじ意い外がいとすごいアゴしてんだな。人間のくせにあんな硬いもん食うなんて。オレ様だっててこずるぞ」

　ちょっと尊敬のまなざしなんかしちゃってるワルガキッドに、えるなは手近にあった病室の枕まくらを思い切り投げつけた。

「バカなこと言わないで。炊すい飯はん器きなんか食べられる人間がいる訳ないでしょ！」

　えるなは再び作さく造ぞう父とうさんの肩を揺さぶった。

「お父さん。何言ってるのよ。炊飯器をバリバリ食べたなんて、寝ぼけてないでハッキリ」

「びかびか」

　また意味不ふ明めいの言葉が吐き出された。

「え？　何？」

「びかびか………め、めがひかる」

　かすれた息を作造父さんが吐き出す。

「目がビカビカ光る！」

　学習ってことをあんまりしないワルガキッドがまた口を挟んできた。

「ロボットのオレ様ならともかく、人間であるえるなの親父の目が光るなんて。あ、古い映画でそんなのがあったぞ。悪あく魔まとかに取り憑つかれて………」

　えるなはまたワルガキッドに枕をぶつけた。今度は余ってるのがなかったから、作造父さんが使ってたのを引っこ抜いて投げつけた。

「お父さん！　しっかりして！」

「………かい………かいじゅう」

　それが最後の言葉だった。

　作造父さんは、がっくりと首を垂れると、そのままスースー寝息を立て始めてしまった。

　いくらえるなが誠せい心しん誠意を込めて叩たたいたり揺さぶったり鼻をつまんだりしても、目を覚ましてくれそうもなかった。

「目がビカビカ光る怪かい獣じゆうが炊飯器をバリバリ食べた。そういうことなのか？」

　ワルガキッドがせせら笑った。

「おっさん何なに寝ぼけてんだろうな」

　だけど、えるなは笑えなかった。

　実際に家電製品は配達されずに消えてしまっているのだ。日に本ほん橋ばし電気店にとってはすこぶるつきの経済危き機きだ。

　こんな状況で笑える訳がないってものだ。

　それに、えるなには心当たりがあったからだ。

　目がビカビカ光るっていう怪獣に。

「電気………怪かい獣じゆう」

　口の中で、小さく呟つぶやいた。
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　そして、翌よく日じつの土曜日。

　ワルガキッドを従えて、えるなはてくてくと道を歩いていた。

　大おお江え戸ど市の中心部から外れることしばらく、ちょっとした下町っぽい場所だ。

　くねくねと入り組んだ狭い道路を挟むようにして、古くからの建物が立ち並んでいる。そんな所だ。

「な[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、えるな」

　後ろからワルガキッドが声を飛ばす。

「一体どこに行こうってんだよ。病院だったらさっきの道を曲がるんだろ？」

「病院じゃないわ。別にお父とうさんどこ怪け我がしたって訳じゃないんだから、目が覚めれば一人で帰ってくるでしょ」

「薄はく情じような娘だな」

「何ですって？」

　ギロって睨にらみつけられたもんだから、ワルガキッドは慌あわてて言った。

「いや、何でもない。それで、一体どこに何しに………」

「ちょっと詳しそうな人のとこへね」

　えるなが答えた。

「電気怪獣のことが気になるのよ」

「電気怪獣？　ああ、えるなの親父おやじさんが言ってた奴やつか」

　へって顔で、ワルガキッドは鼻を鳴らした。

「お前もおかしな奴だな。あんな非常識なこと信じてんのか？」

「あんたが非常識について語らないでよ！　非常識の塊かたまりのような存在なんだから！」

　ぴしゃりと叩たたき付けてから、さっさと歩き出す。

「さ、ちゃんとついてくるのよ」

「分かってるよ」

　ぶすっと返事して、ワルガキッドはえるなの後をくっついて行った。

　それから歩くことしばらく。

　えるなは、とある建物の前で足を止めた。

　手にしてたメモ用紙を広げて、そこに書かれてた文字と照らし合わせる。

「うん、ここで間違いないわね」

　それから、改めて建物を見つめた。

「まあ、住所がこの辺りだって聞いてたから、多少は古ふる臭くさい建物を想像してたけど………」

　それは、とてもとても古い木造のアパートだった。

　木の変色具ぐ合あいから見てもかなりの年月を過ごしてきているのが窺うかがえる。階段のてすりなんかも、いい具合に錆さび切っている。

「まさか、こんな古いとこだったなんてね」

　えるなは思わず心の中で力一いつ杯ぱい保証した。

（大おお地震が来たら日本で一番最初に倒れるのはこの建物ね。間違いないわ！）

　だけどまあ、そんなことを考えててもしょうがない。

　これからしばらくの間、間違っても大地震なんか来ませんようにと祈ってから、えるなは階段を上った。

「なあ、えるな。一いつ体たい誰が住んでんだよ。こんなボロっちいとこによ」

　後ろからワルガキッドが声を飛ばす。

「あんたもよく知ってる人よ」

「オレ様もよく知ってる人？」

　しきりに考え込んでるワルガキッドをそのままに、えるなは一番奥おくの扉の前で足を止めた。

「確か２０１号室だって言ってたから、ここよね」

　固めた拳こぶしで扉をノックすることしばらく。内側から扉が開く。

「何だ？　新聞ならいらんぞ」

　ぐいっと顔を出したのは、安物のパジャマを着たおじさんだ。だけどその体と顔は普通じゃなかった。

　鍛きたえぬかれた鋼はがねの筋肉が隆りゆう起きする体。鬼おに瓦がわらだってもう少し愛あい嬌きようがあると思わせるいかつい顔。

　がちょんと装着されたサイバーチックなサングラスだけが、妙みように未来っぽくて浮いている。

「クワガタのおっさんじゃねえかよ」

　驚いたように、ワルガキッドが声を出した。

「ぬう！　貴き様さまはワルガキッド！！！」

　驚いたように、男の顔が歪ゆがんだ。

　男の名前は、ダンジューロ・クワガタ。通つう称しよう、クワガタ警けい部ぶだ。そのサイバーチックなサングラスと妙ちくりんな名前から想像出来るように、この時代の人間じゃない。

　ワルガキッドと同じく、24世紀からタイムスリップして来ちゃった人だ。

　24世紀ではオーエドポリスのロボット犯罪取締課の警部として、ワルガキッドを追いかけてた。だけど、21世紀にやって来ちゃった今は、とりあえず今のところはワルガキッド逮捕を保留にしてくれているのだ。

　まあ、21世紀で生活するだけで精せい一いつ杯ぱいだってのもあるのだけど。

「お前がどうしてここを！　そうか！　この時代で悪の限りをつくすのに邪じや魔まな本ほん官かんを亡なき者にしてしまおうと考えているのだな！」

　クワガタ警けい部ぶの手に、未来っぽいリボルバー銃が握られる。

「へ、面白いじゃね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]か」

　ワルガキッドの右手がギミックで変化する。現れたのは銃口だ。

「今日という今日は容よう赦しやせんからな！」

「それはこっちの台詞せりふだぜ！」

　お互いに歯をむき出して威い嚇かくしあう様よう子すに、えるなはやれやれと息を吐き出した。

「やっぱりワルオは置いてくれば良かったかしらね」

「あら、えるなさんじゃないですか」

　そんな声が後ろからする。振り返ると、買い物袋ぶくろをぶら下げたメガネの女の人が立っていた。

　クワガタ警部の姪めいっこで、運悪く道みち連づれにされてタイムスリップして来ちゃったガネッコさんだ。

「こんにちは」

　えるなはぺっこりと頭を下げる。

「ちょっと聞きたいことがあってこの前まえ教えてもらった住所をたよりに来たんですけど……」

「あらあら、こんなことになっちゃってるんですか」

　困ったもんだとばかしに、女の人は息を吐き出した。

「だけどまあ、大丈夫ですよ。ちょうど、大だい福ふくを買って来たところなんです。お茶でも飲みながらお話ししましょう」

　大福の入った袋を持ち上げて、女の人は大きな声で言った。

「はいはい、二人ともケンカは止めてください。ケンカする人には大福あげませんからね」

　クワガタ警部とワルガキッドが、大福に反応した。

「大福だと？」（クワガタ警部）

「大福だって？」（ワルガキッド）

　ゆっくりと首を動かし、同時に口を開いた。

「三つは食えるんだな」




[image: ]




　風ふ情ぜい豊かなテーブルにて、えるなはずずってお茶をすすった。

　その隣となりでは、ワルガキッドが大福を頰ほお張ばっていた。

　その食べっぷりに、思わず言葉が漏れる。

「あんたを作った悪い博士ってのは、何のために物を食べる機能なんてつけたのかしらね」

「ああ、それか」

　事も無げに、ワルガキッドは答えた。

「ずっと前、まあ、この時代にしてみれば、ずっとずっと未来の話だが、世界ケーキコンテストってのがあったんだ。世界一おいしいケーキを競うって奴やつなんだがな。で、その前日にゴックアックのじじいがオレ様に命令したんだよ。会場に忍び込んでケーキを盗み出して来いって」

「それと食べる機能とどういう関係があんのよ」

「もちろん、ケーキを盗むだけなら別にそんな機能いらないんだがな。じいさんこう言いやがったんだ。一番うまいケーキを盗んで来いって。で、味なんか分かんねえよって言った途と端たんに、オレ様は機能停てい止しボタンを押されてだな。気がついたら物が食べられる体になってたって訳だ」

「あんたを作った博士ってのも、案あん外がいつまんないことで労力を使う人なのね」

「まあな。その度に改造されるオレ様の身にもなって欲しいってもんだぜ」

　三つ目の大だい福ふくを飲み下すと、ワルガキッドはお茶をずずってすすった。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、うまかったぜ。甘いもんの後は何か塩しお気けのあるもんが欲しいな」

「おせんべい食べますか？」

　ガネッコが持って来たおせんべいを、ワルガキッドは遠えん慮りよなしに頰ほお張ばりだした。

「ワルガキッド！　貴き様さまという奴は。少しは遠慮をせんか！！！」

　クワガタ警けい部ぶが怒ど鳴なる。

「うっせえな。ケチ臭くさいこと言うなよ」

　そう言うと、ワルガキッドはクワガタ警部の前の大福をかっさらった。そしてそれを口に押し込む。

「き、貴様ああああああああ」

　クワガタ警部の体からオーラがほとばしった。怒りのオーラだ。

　いきなり立ち上がると隣となりの部屋へと飛び込む。戻って来たクワガタ警部の肩には、未来っぽいバズーカ砲ほうのようなものが担かつがれてた。

「ふっとばしてやる！！！」

「落ち着いてくださいおじさん。私の大福あげますから！」

　ガネッコが慌あわてて大福を突き出した。

「それで、えるなさん。今日は一体どうしたんですか？」

　クワガタ警部の怒りを紛まぎらわそうと、えるなに顔を向ける。

「!!」

　二個目の大福を頰張ってたえるなは、慌ててそれを飲み込んだ。途中喉のどに詰まって窒ちつ息そくしそうになるなんてハプニングも起こったけれど、何とかお茶で流し込む。

「実は、お二人にちょっと聞きたいことがあって来たの」

　大きく息を吐き出してから、えるなは本題に入った。

「電気怪かい獣じゆうについてなんだけど」

「電気怪獣？」（クワガタ警けい部ぶ）

「電気怪獣ですか？」（ガネッコ）

　二人は顔を見合わせてから、申し訳なさそうに言った。

「えるな君。気持ちは嬉うれしいが、生あい憎にく家ではそういった物は必要なくてな」

「そうです。好こう奇き心しんはない訳じゃないんですけど、食べてくだけでけっこう一いつ杯ぱい一杯な状況なので」

「ちょっと二人とも何言ってるの？」

「え？　えるなさんのお父とうさんが作った発明品じゃないんですか？」

「本ほん官かんもそう思ったぞ。なんせ、前、洗せん濯たく機きを買いに行ったときにしつこく勧められたからな」

「…………ご迷めい惑わくをおかけしました」

　深ふか々ぶかと頭を下げてから、えるなは説明した。

「だけど、別に電気怪獣ってのはお父さんの発明品じゃないの。最近、峠とうげに出るっていう怪獣のことなのよ。ベター電気ってとこの商品搬はん送そう用のトラックが襲おそわれたとかで、荷台の家電製品が根こそぎなくなってたらしくて。まあ。そんなことはどうだっていいんだけどね。ベター電気なら家電の10や20なくなったって困りゃしないんだから。問題は………」

　思い切り息を吸い込むと、吐き出すようにして叫んだ。

「うちの！　配達品まで！　なくなったってことなのよ！」

　その迫力に、クワガタ警部とガネッコは思わず息を飲んだ。

「お父さんの話だと、目がビカビカ光る怪獣がばりばり炊すい飯はん器き食べたとか言ってて。まあ、あてにならないお父さんの証言だから無視してもいいんだけど、それでもちょっと気になって。それでここに来たの」

「なるほど、話の流れは分かったよ」

　クワガタ警部がゆっくりと頷うなずいた。

「つまり、あれだな。前のように国こく連れん警察軍の兵器がタイムスリップして来てるんじゃないか。そういうことだな？」

「そう思ったんだけど……」

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]む」

　腕を組んでクワガタ警部は考え込んだ。

「しかし、私の知っている限りでは、そんな怪獣のような姿すがた形かたちの兵器などなかったはずだぞ。ましてや家電製品を食べるなんてな」

「そうですか」

「もちろん、オーエドポリスにだってそんなのはなかったはずだ」

「秘ひ密みつ基地のロボットじゃないですか？」

　ガネッコが口を開く。

「ゴックアック博士の秘ひ密みつ基地にもロボットはたくさんいたんでしょ？　中にはそんな怪かい獣じゆうみたいなのもいたんじゃないんですか？」

「そりゃないな」

　ワルガキッドが軽く鼻で笑った。

「残念だけど、ゴックアックのじいさんはそんなもん作らねえよ。基地のガードロボットなんてみんな面白みのない形してやがったしな。そうさな、この時代でいう炊すい飯はん器きみたいな形だな」

「炊飯器………ね」

　えるなはちょっと想像した。

　１００万個の炊飯器が襲おそい掛かってくる光景をだ。くっついた金属のアームに茶ちや碗わんとしゃもじを握り締めて。しかも、蓋ふたからは炊たきたてご飯の熱い湯ゆ気げが漏れている。

「強い強くないはともかくとして、熱気だけは伝わって来るわね」

　うんうんと、えるなは頷うなずいた。

「まあしかし、そんな話を聞いたらほっとく訳にはいかんな」

　重々しく、クワガタ警けい部ぶが息を吐き出した。

「もしその怪獣が本当に家電製品をバリバリと食べたとしたら、普通の生物とは考えにくい。国こく連れん警察軍が極ごく秘ひに投入していた兵器がタイムスリップして来ている可能性もある。ロボ犯はん取締課に所属する者として、調査する必要があるだろう。早さつ速そく今から調査に………」

「ちょちょっと待ってくださいよ！」

　ガネッコが慌あわてて声を張り上げた。

「おじさんの新しい仕事、夕方からじゃないですか！　初日から休むなんてダメですよ！」

「そんな場合じゃないだろう！　ガネッコ！　お前にはオーエドポリスの一員としての自覚はないのか！」

　怒ど鳴なりつけられ、ガネッコは肩をすくめた。

　こうなったときのクワガタ警部がどうにもなんないことは、親しん戚せきだからよく分かってるのだ。

「はいはい、分かりましたよ。それじゃがんばってくださいね。私はスーパーでレジ打ちしてますから」

「何を言っている。お前も一緒に調査するに決まってるだろ？」

「えええ、そんな、それじゃお給金が………」

「お前にはオーエドポリスの一員としての！」

「分かりました。分かりましたって！　わたしもお手伝いしますよ。すればいいんでしょ[image: ～][image: ～]だ！」

　い[image: ～][image: ～][image: ～]って歯を見せて、ガネッコが言う。

「よし、それじゃえるな君。何か分かったらちゃんと連絡を………」

「ちょっと待って」

　えるなが言葉をさえぎった。

「その調査、アタシも混ぜてください!!」

「え、しかしもしかしたら危険なことが」

「いいの。混ぜてもらうって言ったら混ぜてもらうの」

　意い固こ地じに、えるなは言った。

「怪かい獣じゆうがたとえ何物でも、ふんじばってやんなきゃ気がすまないのよ！！！」

　ぎりぎりと歯を嚙かみ締めて、怒りの表情で叫ぶ。

「よりにもよって、家電製品がなくなってるのよ！　これがほっとける訳ないじゃない！」

　力一いつ杯ぱい怒りの拳こぶしを握り締めてから、えるなはふうと息を吐き出した。

「さてと、さしあたってまずはどうしたもんかしらね。峠とうげに行ったからって出会えるもんでもないでしょうし」

「でも、証言が正しいとしたら、その怪獣は家電製品が好きみたいですし、囮おとりとして何か家電製品を持ってったらどうですか？　エサとして」

「あ、それいい考えだわ」

　えるなが頷うなずいた。

「問題は何を持ってくかよね」

「う、うちのは勘かん弁べんしてくれたまえ！」

　慌あわてて、クワガタ警部が声を張り上げる。

「苦労して取り揃そろえたんだ。これがなくなったら生活が出来なくなってしまう」

「大丈夫ですよ。えるなさんとこは電気屋さんなんですから。家電製品なんて売るほどあるじゃないですか」

「確かに、あるにはあるけどね………」

　えるなは考え込んだ。

　もし本当に電気怪獣がいたとしたら、囮に使う家電製品が食べられてしまう可能性があるということだ。

　ただでさえ経済的ピンチに陥ってる日に本ほん橋ばし電気店に追い討うちをかけるような真似まねは出来ればしたくない。

　あと思い浮かぶとしたら、作さく造ぞう父とうさんの発明品だろうけど………。

「アタシがもし電気怪獣だったとしても、あれだけは食べたくないわ」

　きっぱりと、えるなは言い切った。

「プライドが許さないもの」

　となるとどうしたものだろうか？

　じっくりと考え込むえるなの視線が、ふとワルガキッドに止まる。

「そうよ、アンタがいたじゃない」

「あ？」

「よし、囮おとりのエサはあんたで決まり」

「ちょ、ちょ、ちょっと待てよ！」

　冗じよう談だんじゃないって様よう子すで、ワルガキッドが声を張り上げる。

「お前バカじゃないのか？　自分が何を言ってんのか分かってんのか？」

「失礼ね。よっく分かってるわよ」

　心しん外がいそうにえるなが目を吊つり上げた。

「そりゃおいしそうには見えないけど、少なくともお父とうさんの発明品よりはマシだもんね。じゃあそういうことだからよろしく」

　あっさりと言うえるなに、ワルガキッドは背せ筋すじがぞっとするものを感じた。

（話してどうにかなる相手じゃない）

　もう一月近くの付き合いになるから、ワルガキッドはそのことを十分分かっていた。

「お、オレ様、ちょっと用事があったんだ。それじゃな」

　逃げ出そうとするワルガキッドだったけど………えるなは悠ゆう然ぜんと腕時計のディスプレイを開いた。

「最近、新しいボタンを見つけたのよね」

　うふうふうふうふってやな笑みを浮かべながら、そのボタンに指を伸ばす。

「ぽちっとね」

　ガッチャン！！！

　あっさりと、ワルガキッドのブレーカーが落ちた。
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　どれぐらい時がたったろうか？

　落っこちてたワルガキッドのブレーカーが、ゆっくりと持ち上がった。

　再さい起動したワルガキッドがゆっくりと顔を上げる。視覚レンズを調節してピントを合わせ、ぼんやりとした視し界かいを回復する。

　そこは、閑かん散さんとした道路脇わきだった。高い木々に両脇を挟まれ、まだ昼間だと言うのに薄暗かった。

　そして、一番困こまったことに、ワルガキッドは身動き出来なかった。

　地面に突き刺した丸まる太たに、ロープでしっかりと縛しばり付けられてたのだ。

「ふざけんな！　えるな！　オレ様を何だと思ってんだ！　解ほどけ！　このロープを解きやがれ！！！」

　無む駄だにあがくワルガキッドの声が、寂しい峠とうげ道みちに響ひびき渡った。
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「まったく、往おう生じよう際ぎわが悪いったりゃありゃしないんだから」

　そんなワルガキッドを、少し離れた茂みから覗のぞきながらえるなが呟つぶやく。

　なおもワルガキッドは足をばたばたさせてあがいていた。自力でロープを解ほどこうとしているようだ。

「あんたがいくらがんばったってそのロープは解けないわよ。なんてったって思いっ切り縛しばったんだからね」

　えるなは目を細めた。

「さ、思い切り騒ぎなさいよ。もし電気怪かい獣じゆうってのがいたら、あんたの声を聞いてくるかもしんないから」

　にんまりと微笑ほほえんだ。何か底冷えする恐ろしさを感じさせる笑みだ。

　えるなの近くで身をかがめていたガネッコが、思わず体をぶるぶるってさせる。

「えるなさんって、すごい女の子ですね」

　ちなみに、服装は光こう沢たくのある特殊な繊せん維いで作られた未来服だ。これは、オーエドポリスの婦人警官の制服なのだ。

「ね、おじさんもそう思うでしょ？」

[image: ]

　ガネッコはすぐお隣となりに顔を向けた。

　そこにいたのは、未来の警察服に着替えてるクワガタ警けい部ぶだ。

「いくら制せい御ぎよ装置を握ってるとはいえ、あのワルガキッドさんをこんな風に扱っちゃうなんて」

「確かにな」

　窮きゆう屈くつそうに身を縮こませてるクワガタ警部が、口の中で呟つぶやいた。

「この本ほん官かんですら、奴やつのことが少しばかし気の毒になるほどだ」

　ブレーカーの落ちたワルガキッドを連れて峠とうげまでやって来た。転がってる丸まる太たを見つけて、えるなの指示でクワガタ警部が穴を掘って丸太を立てた。

　それが、こんな風に使われると知ったのは、えるなが嬉き々きとしながらロープを取り出した後だった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、えるな君」

　ゴホンと咳せき払ばらいすると、クワガタ警部はおずおずとえるなに話しかけた。

「君の作戦にケチをつける訳じゃないのだが、これは少し危険じゃないのか？　もし仮に電気怪かい獣じゆうなるものが存在して、ワルガキッドに襲おそい掛かったとしたら………」

「大丈夫よ」

　えるなが心配いらないとでも言うように腕の制御装置を持ち上げてみせた。

「さすがにそのときはこれであいつをパワーアップさせるからね。そうすればロープなんか自力で切って電気怪獣と戦えるでしょ。アタシだってワルオの安全のことはちゃんと考えてるんだから」

「だったら、前もってパワーレベルを少し上げておけば安心じゃないんですか？」

　ガネッコの提案に、きっぱりと首を横に振る。

「ダメよ。前もってパワーアップなんかさせておいたら、あいつのことだもの。ロープ切ってさっさと逃げ出すに決まってるわ。絶対に！」

　叩たたきつけるようにそう言う。

「さ、来るなら来なさいってのよ。電気怪獣だか何だか知らないけど、もし本当に家の家電製品食べちゃったりなんかしてたら………それ相そう応おうの報いは受けてもらうわ！」

　えるなは縛しばられてるワルガキッドに顔を向けた。

　ワルガキッドはまだじたばた暴れていた。

　そして、まだ電気怪獣の姿はなかった。

「もしかしたら、思いのほか長期戦になるかもしんないわね。あいつ不味まずそうだから」

　えるなが呟く。

「こんなことなら、おやつとか用意してくれば良かったかも。せめて飲み物くらい………」

　そこで、こっくりと頷うなずいた。

「アタシちょっと出かけてくるね」

「え？　一体どこに？」

「峠とうげ道みちの途中で確か自動販売機があったのよ。そこでジュース買って来るわ。警けい部ぶさんとガネッコさんの分も買って来るから心配しないでね」

　さっさと走り出そうとするえるなに、ガネッコが慌あわてて尋たずねる。

「もしえるなさんがいない間に電気怪かい獣じゆうが出て来て、ワルガキッドさんのこと齧かじったりしたら？」

「大丈夫よ」

　自信満まん々まんに、えるなは言った。

「食べ終わる前には戻って来るから」

　それだけ言い残して、えるなは行ってしまった。

「ワルガキッドさんの安全について、あんまし考えてないみたいですね」

「確かに、そのようだな」

　クワガタ警部が、呟つぶやいた。

　そして、もう一度ワルガキッドに同情した。
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「えっと、確かこの先にあったはずよね」

　峠道をえるなは早足に下っていた。

「しっかし、どこまでいっても陰いん気き臭くさい道よね」

　そんなことを呟いたときだった。

「ん？」

　えるなは足を止めると、道みち脇わき、生おい茂る木々の向こうに目を向ける。もう森って言ってもいい方向だ。

　木々の隙すき間まから何か青い物が見えたのだ。てかてかと光こう沢たくを放つ青だ。

「何かしらね」

　ちょっとした好こう奇き心しんを覚えて、道を外れて茂みをかきわけて行く。

　しばらく進んだ後だった。えるなの目の前にそれは現れた。一台の軽トラだ。荷台には青いビニールシートが被かぶされている。えるなが見た青はこの色だ。

「肥ひ料りようでも運んで来たの？」

　何気なく、えるなはシートに手をかけるとそれをめくり上げた。

　そして、息を飲んだ。

「これは！」

　巨大なアゴ、そして巨大な二つの瞳ひとみ。鋭く突き出た一本の角つの。まさしくそれは怪獣だった。折りたたまれるようにして軽トラックに積まれている。

　だけどよくよく見ると本物の怪かい獣じゆうなんかじゃない。

　金属で作った骨格に樹じゆ脂しで作った皮を被かぶせたようなものだ。それだってところどころ切れ目が入っていて、中の金属がはみ出たりしてる。とても未来からタイムスリップして来た存在とは思えないお粗そ末まつな作りだ。

　念の為ために口を覗のぞき込んだけれど、とても家電製品をバリバリと食べてしまえる口には見えなかった。がんばっても歯型をつけるぐらいだろう。

「ど[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ことなのかしらね」

　腕を組んで考え込むえるなの耳に、人の話し声が聞こえて来る。

　えるなは慌あわててシートの陰に身を潜ひそめた。

　やって来たのは４、５人の男達だった。まだ若い。おそらく大学生と言ったとこだろう。

　まさか人が聞いてるとは思っていないのだろう。内ない緒しよ話にしてはボリュームの大きな声がえるなの耳に届いてくる。

「まさか、こんな大騒ぎになるなんて思いもしなかったよな」

「本当本当、あのトラックの運転手、警察でも怪獣が出たんだって証言してるらしいぜ。大笑いだよ」

「どうする？　警察も調べてたし。もう止めとくか？」

「なあに、心配いらねえよ。もう二、三回は楽しめるぜ。いざとなったりゃ場所を変えりゃあいいんだ。トラックで簡単に運べるからな」

「そうだな。こんな面白いこと止めちまうなんてもったいないぜ」

　男達の笑い声が響ひびく。

（つまり、そういうことなのね）

　えるなは心の中で呟つぶやいた。

（電気怪獣ってのは、こいつらが作ったでっかな工作で、これで峠とうげを通る車を驚かしてたってことか）

　となると、必然的に一つの結論が生み出される。

（家の家電製品をちょろまかしたのも、きっとこいつらね！）

　その瞬しゆん間かん、えるなの怒りが爆発した。

　爆発したと同時に男達の前に飛び出してた。気の短い性格がそうさせてしまったのだ。

「ちょっと、あんたら。一体どういうつもりよ！」

　ギロリって音が聞こえてきそうなくらいに男達を睨にらみつけて、えるなは叫んだ。

「な、ななな」

　予期しないえるなの登場に、男達が慌てふためく。

「い、いつから！」

「さっきからよ。全部聞かせてもらったからね！」

　ひたすら威い圧あつ的に、えるなは続けた。

「さ、家の家電製品を返しなさいよ！」

「家電製品って………お前まえ何を言って」

「言い訳なら警察でしなさいよ！」

　問もん答どう無む用ようで言い放つ。

「どうする？」

「どうするって…………」

　男達が顔を見合わせると、こっくりと頷うなずいた。

「それしかないな」

　次の瞬しゆん間かん、男達はトラックに飛び乗っていた。一人が運転席に飛び乗ると素早くエンジンをかける。

「こら、待ちなさいよ！」

「待てって言って待つ訳ないだろ！」

　荷台の男がせせら笑った。

「あばよ。せっかく作ったこいつを警察なんかに押おう収しゆうされるなんてごめんだぜ」

　トラックが走り出した。

「逃げるつもり！　卑ひ怯きようよ！」

　追いかけるえるなだけど、シートを握り締めるのがやっとだった。

　ずるずるとシートがひっぺがされて、作り物の怪かい獣じゆうの姿が白はく日じつのもとにさらされる。だけど、軽トラはそのまま道路に出ると隣となり街をめがけて突っ走って行ってしまった。

　いくら足の速いえるなが全速力で追いかけても間に合うはずもない。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]もう！」

　戦利品のシートをげしげし踏みつけて、えるなは悔くやしそうに叫んだ。

「絶対に逃さないからね！！！」
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「えるなさん。遅いですね」

　茂みの中で、ガネッコが息を吐きだした。

「よっぽど遠くにあるんですね。自動販売機。やっぱり私が代わりに行くべきでしたね」

「確かにな。でもまあ、電気怪獣とやらが出て来る気配もないし、そう焦ることもないだろう」

　茂みにどっかと腰を下ろし、クワガタ警けい部ぶが言う。

「しかし、その電気怪獣が国こく連れん警察軍の兵器だとしたら、一いつ体たい何のためにそんなものを作ったんだろうな？」

「おかしいですか？」

「おかしいだろ？　まず第一に、どうして怪かい獣じゆうの形なんだ？　第二に、どうして家電製品を食べるんだ？」

「怪獣なのは相手をびっくりさせるためじゃないんですか？　家電製品を食べるのはお腹なかが空すいてるからですよ」

　とても正解とは思えない答えだった。

「ふうむ、まあ捕つかまえて調べれば分かることだが………」

　そこで、クワガタ警けい部ぶは体をぶるぶるってさせた。

「何だかもよおして来たぞ」

　ちょっと離れた所で股こ間かんをごそごそし始めるクワガタ警部に、ガネッコが顔をしかめた直後だ。

　峠とうげ道みちを、一台の軽トラックがすごいスピードで通り過ぎて行った。

「あれ？」

　ガネッコが目をぱちくりさせる。

「今、怪獣さんでしたよね」

「ん？　どうしたんだ？」

「いえ、今通り過ぎて行ったトラックの荷台に、怪獣が乗ってたんです」

「何をバカなことを言ってるんだ」

　クワガタ警部が軽く笑った。

「そんなトラックの荷台なんかに怪獣が乗ってる訳が………」

「警部さ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！！！」

　そんな声と一緒に、えるなが駆けつけて来る。

「い、今、トラックが通り過ぎて行ったでしょ」

　全速力で駆けつけて来たえるなは、ぜーはーぜーはー息しながら言った。

「ああ、確かに通り過ぎてったが………」

「そ、そのトラックの荷台に電気怪獣が乗ってるの！！！」

「ほら、やっぱり私の言った通りじゃないですか！」

　ガネッコが唇を尖とがらした。

「なのにおじさんってばちっとも私の言うこと信じてくれないんだから………」

「ええい！　そんな文句を言っている場合じゃないぞ。えるな君。一体どういうことなんだ？」

「電気怪獣ってのは、鉄クズで作られた玩具おもちやみたいなものだったの！　それを動かして人を驚かせて喜んでたみたいなの！」

「そうだったのか！」

　クワガタ警部は奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

「ぐぬぬぬ。善良なドライバーを驚かして喜ぶとは何と卑ひ劣れつな。大だい事故につながりかねないではないか。たとえ、24世紀が関係ないとはいえ、本ほん官かんは見過ごす訳にはいかん。熱い正義の魂たましいが、悪をこらしめろと訴えているぞ」

　芝しば居いがかった口こう上じようを並べると、クワガタ警けい部ぶはガネッコにいかつい顔を向けた。

「おい、ガネッコ」

「はいはい、分かってますってば」

　ガネッコがポケットから出した小さな装置を押すと、すごいスピードで一台の車がやってくる。24世紀のオーエドポリス、交通課のミニパトだ。

　ここまで来るのに使ったのを、少し離れた所に隠かくして停めてたのだ。

　ガネッコが運転席に乗り込んだ。助手席に乗り込もうとするクワガタ警部の隙すき間まをぬって、えるながさっさとパトカーに潜もぐり込む。

「アタシも連れてってもらうわ」

「えるな君。ここは本官らに………」

　任せて君はここで待機していてくれ。

　とまあ、そんなことを言いたかったけど、えるなの鋭い目つきに気け圧おされた。

「ほら、おじさん。早く後ろに乗ってくださいよ！」

　ガネッコに言われて、仕方なくクワガタ警部は後こう部ぶ座席に乗り込んだ。

「ぬう、相変わらず狭いな。このミニパトってのは」

「文句言わないでくださいよ。それじゃ行きますよ。ちゃんとシートベルト締めてくださいね！」

　ガネッコがそう叫ぶと、ハンドルを握り締める。

「車で追いかけっこするのって久しぶりです。腕が鳴っちゃいますよ」

　ちょっとばかしいっちゃった目つきで、ガネッコは笑った。

「あ、ガネッコ。向こうは所しよ詮せん21世紀の車だからな。そんなにがんばらなくても………」

　クワガタの忠ちゆう告こくなんぞきっぱり無視して、ガネッコはアクセルペダルを思い切り踏みつけた。

　どぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！！！！

　弾だん丸がんのように、ミニパトが走り出した。

　映画なら、それだけでタイムスリップしてしまえそうなほどの速度だった。
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「こら、ガネッコ！　そんなにスピードを出すんじゃない！」

　後部座席からのクワガタ警部の声で、ガネッコははっと我に返った。

「いけない。ついつい昔のクセが出ちゃいました」

　ぺロって舌を出すと自分で自分の頭をコツンと叩たたく。

「さ、犯人の車はどこに行っちゃったんですかね」

　身を乗り出してきょろきょろとするガネッコに、クワガタ警けい部ぶが怒ど鳴なった。

「バカモノ！　軽トラならとっくの昔に追い越して来とるのだ！」

「あ、そうでしたか。いや[image: ～][image: ～][image: ～]、やっぱりフルパワーにしたのが良くなかったですね」

「早く戻らんか！　見失うぞ！」

「大丈夫ですよ。ちゃんとさっき追つい跡せきモード設定しておきましたから」

　ガネッコが計器を操作すると、ディスプレイに地図が現れた。点てん滅めつする赤い点が見える。

「これがターゲットです。この道をまっすぐ進めばすぐお尻にくっつけますよ」

　ガネッコの言葉通り、曲がった角の向こうに軽トラが見えた。荷台には怪かい獣じゆうが乗っている。間違いない。

「よし、十分に近づいてから電でん磁じネットを発射するんだ！　今度はスピードを出しすぎるんじゃないぞ！」

「分かってますって。それじゃ行きますよ」

　軽く笑ってアクセルを踏むけれど………。

「あら、あらららららららら」

　ミニパトのスピードがどんどん落ちてゆく。

「どうなっとるのだ？」

「故障ですね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　あんまり困った様よう子すでもなく、ガネッコが呟つぶやいた。

「タイムスリップの影えい響きようで、ときどきおかしくなっちゃうんですよ。でも大丈夫です」

　自信たっぷりにガネッコは言った。

「しばらく休ませておけばもとに戻りますから」

「そんなことしていたら悪者どもに逃げられてしまうだろうが！！！」

　怒ど鳴なってから、クワガタ警部は何かに気づいた。

「そうだ。今ならまだ間に合う。電磁ネットバズーカで撃うてば………」

　座ざ席せき裏うらから巨大なバズーカを引っ張り出してくるけれど………

「う、体がつかえて動けん！」

　狭い後こう部ぶ座席で、身動きが取れなくなってしまった。

「も[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、おじさん。だから無む駄だに筋きんトレなんかしない方がいいって言ってるのに[image: ～][image: ～][image: ～]」

　ガネッコが口を尖とがらせる。

　そうこうしてるうちにも、ミニパトはどんどんスピードダウンしていく。

「しょうがないわね。アタシがやるわ」

　えるなは後部座席で固まってるクワガタ警部からバズーカを引っこ抜いた。

「窓開けるの、このボタンでいいのよね」

　さっさとミニパトの窓を開けると、バズーカ抱かかえて身を乗り出す。

「え、えるな君。大丈夫なのか？　その武器はけっこう扱いが難しくてだな」

「大丈夫も何もやるしかないでしょ」

　えるなはスコープを目に当てた。

「分かりました。それじゃ、ポチちゃん１号の持てる限りの力を振り絞しぼって近づきますから」

　ガネッコがアクセルを踏みつける。

　ミニパト、ポチちゃん１号はその持てる限りの力を振り絞って、少しずつ軽トラに近づいた。

「別に、あんたらが何を作ろうがそれで誰を驚かせようが知ったこっちゃないのよ」

　慎しん重ちように狙ねらいを定めながら、えるなは呟つぶやいた。

「ただ、うちのトラックを狙って家電製品をかっさらってったってのが許せないのよ！」

　スコープの中央が赤く点てん滅めつした。発射可か能のう距離になったことをしめす合図だ。

「日に本ほん橋ばし電気店の恨うらみ！　思い知りなさい！」

　えるなは力一いつ杯ぱいトリガーを引いた。

　バシュッ！！！

　てな音をたてて、電でん磁じネット弾だんが発射された。
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　えるな達が大おお江え戸ど警察署を出たときには、もうすっかり辺りは暗くなっていた。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、やっと終わったわ」

　ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]って伸びをする。

　えるなの放った電磁ネット弾は、確実に軽トラックをとらえた。まもなく、警察が駆けつけて来て、男達は無事に逮たい捕ほされたのだった。

　で、必然的にえるな達も警察で詳しい話を聞かれていたのだった。

「クワガタ警けい部ぶさん達も悪かったわね。仕事を休ませちゃって」

　少し後ろに顔を向けるけれど………。

　クワガタ警部は何やらうすら笑みを浮かべながらぼんやりとしてた。

「クワガタ警部さん。お[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い」

　サングラスの前で手をぴらぴらと振ったけれど、クワガタ警部は返事しちゃくれない。

「気にしないでください」

　ガネッコが口を開く。

「ほら、警察の人が感謝状をくれるって言ってたじゃないですか。それでおじさんちょっと喜んじゃったんですよ。喜んで魂たましいが50パーセントくらい抜けかけちゃってるんですよ」

「おいおい、失礼なことを言うんじゃないぞ。ガネッコ」

　クワガタ警部がムっとした顔で言った。まあ、基本的に顔の作りがいつもムッとしてるようだから、いつもと大して変化ないのだけど。

「感謝状ごときで、みっともなく喜んだりするものか。本ほん官かんはただ、ひしひしと感じておってだな」

「何を感じてるんですか？」

「うむ、やはりこれこそが本官の天てん職しよくだということをだ」

　熱いオーラを巻きつけて、クワガタ警けい部ぶはおっしゃった。

「時代は違えども、悪がはびこっているのに違いない。やはり本官が正義の鉄てつ槌ついとなり、悪を叩たたき潰つぶさねばならないのだ。そう、これは運命と言ってもいいだろう」

「えるなさん。気にしないでくださいね」

　ガネッコが小声で囁ささやいた。

「持じ病びようみたいなもんですから」

「正義の味方症しよう候こう群ぐんとでも言うのかしらね」

　珍しい動物でも見るような目でクワガタ警部を見るえるなに、ガネッコが言う。

「あの犯人の男の人達って工業大学の学生さん達なんですってね？」

「本当、はた迷めい惑わくな話よね」

　ふんって鼻を鳴らす。

「文化祭に向けて作った怪かい獣じゆうが思いのほかよく出来たから、それで人を驚かそうだなんて。いい歳としして何考えてんのかしら！」

　ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみ鳴らす。

「しかも、うちの商品までくすねるなんて」

「まあまあ。あんな短期間じゃ売り飛ばすのも難しいってお巡まわりさんが言ってたじゃないですか。きっと戻ってきますよ」

　慰なぐさめるようにガネッコが言う。

　そうこうしてる間に、駐車場に止めたポチちゃん１号の所までやって来る。

「それじゃ、えるなさん。お家うちまで送っていきますよ」

「ありがとね」

　促うながされたように、えるなは助手席に乗り込んだ。

「はいはい、おじさんもいつまでも熱血してないで車に乗ってくださいな」

　クワガタ警部も、後こう部ぶ座席に押し込まれる。

「それじゃ、行きますよ」

　ポチちゃん１号を発進させようとしたとこで、ガネッコはふと気がついた。

「あれ？　どうしたんですか？　えるなさん。難しい顔して考え込んじゃって。家電製品のことが気になるんですか？」

「商品のことは気になるわ。だけど、もう一つあってね」

　うかない顔で、えるなは言った。

「何かをどこかに忘れちゃってるような気がするのよ」

「警察署に忘れ物でもしたんですか？」

「ちょっと待ってね。今考えるから」

　少し考えたけど、答えは出なかった。

「ダメね。思い出せないわ。ま、思い出せないってことは大したことないってことでしょ」

「そ[image: ～][image: ～][image: ～]ですね。きっと大したことじゃないんですよ」

　ガネッコも軽く笑い飛ばした。

「それじゃ、改めて出発しますね」

　ガネッコがハンドルを握り締めた。

　ヘッドライトをつけたポチちゃん１号が、警察署を後にした。
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「たっだいま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　えるなが日に本ほん橋ばし電気店に帰ってくると、作さく造ぞう父とうさんが居間でテレビ見ながら夕食を食べていた。

　どうやら無ぶ事じ一人で退院して来たようだ。

　帰って来たえるなを見ると、作造父さんは恨うらめしそうな顔して言った。

「えるな。どこ行ってたんだよ。父さん一人退院して来て寂しかったじゃないか」

「いい歳としして何言ってんのよ。それより………」

　えるなはどうしてもほっとけない部分をびしっと指差した。

「どうしたのよ。そのお寿す司し」

「おう、これか」

　顔をほころばせて、作造父さんはおっしゃった。

「すごいだろ。特上寿司だぞ。ちゃんとお前の分もあるから心配するな」

「え！　特上！」

　えるなが目を吊つり上げた。

「お父さん何考えてるのよ！　家の家計事じ情じよう知ってるでしょ！　そんな特上寿司なんか頼んだら………」

「別に自分で買った訳じゃないよ。この寿司は頂き物だ」

　トロ寿司をもぐもぐ食べながら、作造父さんが言った。

「ベター電気さんが届けてくれたんだ」

「ベター電気が？」

「ああ、何だかよく分からないが、ありがとうございましたとか言ってたぞ。一いつ体たい何なんだろうな？」

　何だか分からなくてもとりあえず食べちゃってる作さく造ぞう父とうさんの神経に半なかば感心し半ば呆あきれて、えるなは息を吐き出した。

「きっと、あの怪かい獣じゆうのお礼ね。きっと警察でアタシのこと聞いたんだわ。それにしても、特上寿ず司しを届けちゃうなんて、さすがベター電気」

　敵ながらあっぱれなり！

　そんな気持ちで、えるなは頷うなずく。

「どうした？　食べんのか？」

「食べるに決まってるでしょ」

　えるなはさっさと座ざ布ぶ団とんに腰を下ろした。

「イクラ。イクラ」

　大好物のイクラの寿司を摑つかむと、一口で頰ほお張ばる。

（やっぱり特上寿司は違うわよね）

　しみじみと特上の味を嚙かみ締めるえるなは、ふとそれに気がついた。作造父さんの座る脇に置かれた玩具おもちやみたいなものだ。

「ほほうはん。はひほへ？」（お父さん何それ？）

　親子だから通じた。

「おう、これか？」

　作造父さんが、誇らし気にそれを持ち上げた。

「少しでも警察の捜そう査さに役立つようにな、私を襲おそった怪獣を忠ちゆう実じつに再現してみたんだ」

「あ、お父さん。そのことなんだけどね。実は………」

「ほれ、よく見てみろ」

　ずずいって突き出されたそれを、えるなは仕方なく見る。

　作造父さんが作った怪獣は、えるなが見た怪獣とは全然違ってた。モロ機械なのだ。全身は灰色の鉄で出来ていた。樹じゆ脂しで出来た皮なんか被かぶせられてなかった。

　大きな口はスクラップ工場のプレス機を連想させる作りになっていた。

「お父さん。まあ、今いま更さらいいんだけどさ。こんなの見せたって分かんないわよ。ちゃんと外側だって作らないと」

「外側？　何のことだ？」

「だから、怪獣の皮だよ。ゴツゴツしたさ。それにちゃんと角つのつけないと」

　えるなの言葉に、作造父さんはゆっくりと首を振った。

「何を言っているんだ。私の見た怪獣は皮なんぞかぶってなかったぞ」

「え？」

「角だってつけてなかったぞ。うん、しっかり見たから間違いない」

「？？？」

「まあ、そんなことより見てくれよ。ちゃんと目が光るように作ったんだぞ。しかもこの口でクルミだって割ることが出来るんだ。すごいだろう」

　ほくほく顔で怪かい獣じゆう作品の解説なんかしちゃってる作さく造ぞう父とうさんだけど、えるなはこれっぽっちも聞いてなかった。

「どういうことかしらね」

　目を細めて考える。

　えるなが見た怪獣は、確かに角つのがあった。樹じゆ脂しで作られた皮も被かぶってた。それは間違いない。

　作造父さんが作った怪獣とは全くの別物だ。

「まさか、怪獣がもう一匹いるってことじゃないでしょうね」

　自分で言って、自分で吹き出した。

「そんなことある訳ないわよね。あんなしょ[image: ～][image: ～][image: ～]もないもん作る奴やつがそんなたくさんいたらたまんないわよ」

　作造父さんの勘かん違ちがいってことで、えるなは落ちついた。

　別に強ごう引いんにって訳じゃない。作造父さんなんて年がら年ねん中じゆう勘違いしてるような人だから、そう考えるのは非常に自然なことだ。

「さ、本格的に食べよっと」

　台所へ向かうと、箸はしと小こ皿ざらを持って来る。もちろんお茶だって忘れない。

「いっただっきま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]す」

　と、おもむろに作造父さんが話しかける。

「ところで、えるな。ずっと気になってたんだがな」

「何よ？」

　作造父さんを見ようともせず、えるなは寿司へと箸を伸ばす。二番目に大好物のエビだ。

　至し福ふくの表情でお寿す司しを頰ほお張ばってるえるなに、作造父さんが尋たずねた。

「ワルオくんの姿が見えんのだが、一緒じゃなかったのか？」

　えるなの至福の表情が固まった。慌あわてて自分の湯のみを手にするけど熱すぎて飲めない。作造父さんの湯のみをかっさらう。

　ごっくんと口の中の物をお茶で流し込むと、えるなは叫んだ。

「あああああああ！　忘れてたわ！」
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　一方その頃、見事に忘れ去られたワルガキッドが何をしてたかとゆ[image: ～][image: ～][image: ～]と………。

　相変わらず丸まる太たに縛しばり付けられていた。

　夜になって、峠とうげ道みちはすっかり暗く陰気になっている。

　何やらクワガタ警けい部ぶ達と一緒に、ミニパトに乗って軽トラックを追いかけて行ったのは目もく撃げきしてた。その軽トラックの荷台に、怪かい獣じゆうのようなもんが乗っかってるのも見えた。今回の怪獣騒そう動どうの真相がそこんとこにありそうなのも何となく理解出来た。

　ただ一つ、理解出来ないこと…………それは。

「どうして、オレ様はまだ縛しばられてんだ？」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、ワルガキッドは吐き出した。

「24世紀のミニパトで追いかけたんだろ？　クワガタのおっさんだっていたし、さすがに今も追いかけっこしてるってこたねえだろ。21世紀の警察に突き出したりしてたって、もう終わってるだろ」

　なのに来ない……………。

「なぜだ………」

　壮大かつ遠大な謎なぞに、ワルガキッドは考え込んだ。

「まさか、忘れてるってこたねえだろうし。一体どういうつもりなんだ？　これじゃまるで捨てられたみたいじゃねえか」

　そこで、ワルガキッドははっとした。

「まさか、えるなの奴やつ。オレ様のこと捨ててったんじゃないだろうな？」

　そんなことある訳ないと笑い飛ばそうとするけれど、思い当たる節ふしがあまりにありすぎた。

（いっつもオレ様のこと役立たずだのタダ飯めし食らいだの騒いでるからな。案あん外がい、いい機会だって捨ててったのかもしれん）

　自分勝かつ手てな想像で、ワルガキッドはおおいに落ち込んだ。

　そして、激しく憤ふん慨がいした。

「ふざけんな。こっちこそ望むところだぜ！　こんな町なんかとはおさらばだ！」

　だけど、おさらばなんか出来なかった。

　根本的にロープが解ほどけなくて身動きがとれないのだ。

「何とかこのロープを解かなきゃな」

　と、遠くからこちらに向かってくる二つの光が見えた。車のヘッドライトだ。

「しめたぜ！！！」

　ワルガキッドは大声でわめきたてた。

「おい！！！　止まれ！！！！　オレ様のロープを解いてくれ！！！！　おい！！！！」

　無情にも車は通り過ぎて行ってしまった。

　すっかり暗くなってるし、ワルガキッドの体も黒いプレートで覆おおわれているから気がついちゃくれないのだ。

「いっちまったぜ」

　ポツリと、ワルガキッドは呟つぶやいた。

　追い討うちをかけるように雨が降り出した。水すい滴てきがワルガキッドの金属の体を流れ落ちていく。

（このまま一人寂しくサビて動かなくなっちまうんじゃないだろうか？）

　そんなことを半なかば本気で考えたワルガキッドが、何だかちょっとセンチメンタルな気分になってるときだった。

　遠くから伸びてくる光が、ワルガキッドの側面を捉とらえる。

「お、やっとオレ様に気づいた車があるんだな！」

　喜んで首を動かすワルガキッドだけど、強烈な光に視覚センサーがくらんでしまう。

　焦点が合わず目をしばしばさせてるワルガキッドの耳に、ガシャン、ガシャンという音が聞こえて来た。音はどんどん近づいて来る。

　だけど、やっと見つけてもらったってことで喜んでるワルガキッドは、そんな音のことなんかさほど気にしなかった。

　ようやく正常を取り戻した視覚レンズを向ける。

「おい、早くオレ様のロープを解ほどい………」

　ワルガキッドは思わず言葉を止めた。

　そこに立っていたのは、全身が金属で出来た怪かい獣じゆうだった。歯車やジョイントの突き出した体。サーチライトで作られた巨大な瞳ひとみ。そしてその下には、スクラップ工場を連想させる強大な口があった。

「こいつが、電気怪獣って奴やつなのか」

　興こう奮ふんした口く調ちようで、ワルガキッドは言った。

「こいつはすげえぜ。こんな奴を手なずけたら面白いぞ。オレ様が気に食わない奴らはみんなこいつに踏み潰つぶさせるんだ」

　悪い奴が悪いことを考えるときに浮かべる悪い悪い笑みを浮かべるワルガキッドだけど、じきにそんな笑みも浮かべていられなくなった。

　電気怪獣が巨大な口を開け、ワルガキッドに迫って来たのだ。

　どうひいき目に見ても、食べようとしてるのは明らかだった。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、止めろバカ！　オレ様なんか食ってもうまくね[image: ～][image: ～]ぞ！　腹はら壊こわすぞ！　バカ！　止めろ！　こら！」

　ワルガキッドの必死の罵ば声せいも、残念ながら届かなかった。

　グワッシャバキゴキボキュ！

　硬い物が嚙かみ砕かれる音が、夜の闇に響ひびいた。
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「まったく、何で雨なんか降ってくんのよ！」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、えるなは自転車を走らせていた。

　ワルガキッドを忘れて来てたことを思い出して、慌あわてて家を飛び出して来たのだ。

　ちなみに、自転車にリヤカーを付けてるのは、ワルガキッドが気き絶ぜつしてたときのことを考えてだ。

　旧きゆう式しき自転車にくっついたダイナモ電灯の頼りない光を輝かせながら、峠とうげ道みちをえっちらおっちらと立ち漕こぎで登ってくる。

　けっこう勾こう配ばいは激しいのに、ちゃんと登って来られるのは、さすが配達で鍛きたえられているだけのことはあった。

「やっぱクワガタ警けい部ぶさんとこ電話して未来パトカーを回してもらった方が良かったかしらね。ワルオのこと忘れてたのは警部さん達だって同じなんだから同罪でしょ」

　さらっと責任転てん嫁かなこと言ってるうちに、峠の天てつ辺ぺんまでやって来る。

「よいこらしょっと」

　自転車を適当に脇に止めると、えるなはカゴの中に入れておいた懐かい中ちゆう電灯を手に取った。

　スイッチを入れると、自転車のライトよりは強い光の帯が現れる。

「防水仕し様ようで助かったわね」

　えるなは懐中電灯片かた手てにうろうろと歩き始めた。

「えっと、確かこの辺りよね。ワルオの奴やつ丸まる太たに縛しばり付けたの」

　あちこち捜し回る必要はなかった。えるなはすぐに丸太を見つけた。

　正確に言えば丸太の残ざん骸がいだ。

　地面に立てられた丸太は、根ね元もとの部分からなくなっていた。まるで食いちぎられたような跡あとだ。

「何よこれ。ど[image: ～][image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]こと？」

　困こん惑わく気味にえるなが呟つぶやいた直後だ、強烈な光がえるなに注そそがれる。

「！！！」

　首を動かしたえるなが見たものは、闇やみに浮かび上がる巨大な怪かい獣じゆうの影だ。

　ガラキシャガー！！！

　稲いな妻ずまの音と金属の擦こすり合わせる音を足して２で割ったような音で、電気怪獣は吼ほえた。そして大きなアゴでえるなに迫る。

「きゃあ」

　さすがに驚いて後ろに倒れ込むえるな。だけど、電気怪獣が狙ってたのはえるなじゃなかった。

　えるなの手を離れて地面に転がる懐中電灯に、電気怪獣は食らいつく。

　じっとしてられないと、えるなは慌あわてて立ち上がると近くの木の陰に隠かくれる。そしてそっと電気怪獣を覗のぞき見る。

　電気怪獣は懐中電灯をバリバリと音をたてて頰ほお張ばっていた。

　先に見たような工作レベルのものでないことは明らかだった。

「本当にいたのね。電気怪獣。お父とうさんの勘かん違ちがいって訳じゃなかったんだ」

　懐中電灯を頰張っていることから考えて、消えた家電製品がどこにいったかは想像に固くなかった。

「うちの家電製品は、こいつに食べられたのね」

　こいつ何者って疑問よりも、その怒りの方が先立ってしまう。

「こいつのせいで………うちの家計は………家計は………」

　ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみ締めてたえるなだけど、ふと呟つぶやく。

「あ。そういやワルオの奴やつどうしたのかしら？」

　えるなは思い浮かべた。先さき程ほど見た、無む残ざんにも食いちぎられた丸まる太たの姿をだ。

　そこから推測するのはたやすいことだった。

「ワルオの奴。ロクな最期にならないとは思ってたけど、まさか怪かい獣じゆうに食べられるなんてね」

　一応、その場で合がつ掌しようするえるなに、下の方からくぐもった声が聞こえた。

「おい、人の最期を勝手に想像すんじゃねえよ」

「え？」

　えるなが下を見ると、ワルガキッドがうつぶせに地面にめり込んでいた。

「あんた何やってんのよ？」

「うるせ[image: ～][image: ～][image: ～]。それより早く引っ張り出してくれよ」

　えるなの手助けで、何とか埋まってた体を引っこ抜く。

「ふう、やっと自由になったぜ」

　首をコキコキと動かすワルガキッドに、えるなは尋たずねた。

「あんた無事だったの？　丸太が食いちぎられてたからてっきり………」

「まあな。危ないとこだったんだぜ。あとちょっとであの怪獣に食われるってとこでロープが解ほどけたんだよ。それで慌あわてて逃げ出そうとしたら………」

「したら？」

「………ぬかるんでた地面で滑ったんだよ」

　ぶっきらぼうに、ワルガキッドは呟いた。

「なるほど。その上を電気怪獣が踏んずけていって、あんたは地面にめり込んだって訳ね」

「まあな。ったく、オレ様がロボットじゃなかったら窒ちつ息そくしてたとこだぜ」

　ぶちぶちと文句を言うワルガキッドに、えるなが尋ねる。

「それよりワルオ。あれ、何よ」

「何って、オレ様だって知らねえよ。さっき初めて見たんだからな」

「あんたの同類じゃないの？」

「おいおい、オレ様をあんなセンスのない奴と一緒にしないでくれよ」

　憤ふん慨がいしたとばかしに言うワルガキッド。

「同じようなもんじゃない」

　そう言い切ってから、えるなは早口に喋しやべった。

「さ、もたもたしてられないわ。あいつが何であろうと、ほったらかしにしていいもんじゃないことは確かよ。何ってたってうちの商品を食べちゃうような奴やつなんだからね」

　個人的恨うらみをたっぷりと込めて、えるなは頷うなずく。

「そういうことだから、ワルオ。あんたの出番よ」

「分かってるさ。あいつをぶっとばしてやりゃあいいんだろ」

　にんまりとワルガキッドが笑みを浮かべる。

「パワーレベルさえ上げてくれりゃあんな怪かい獣じゆうイチコロさ。３分でスクラップにしてやるぜ」

「そこまでやんなくてもいいわよ。クワガタ警けい部ぶさん達に、調べてもらわなきゃなんないし」

　えるなが、ワルガキッドの制せい御ぎよ装置のはめられた右手を持ち上げる。

「ま、いい具合に頼んだわよ」

　空間投とう影えい型のディスプレイが表ひよう示じされる。

「えっと、あんたのパワーレベルを上げるボタンってどれだったかしらね。おしおきボタンだったらいっつも使ってるからすぐに分かるんだけど」

「間違ってもジャミング発生ボタンなんか押すんじゃねえぞ」

　ぶすっとして言うワルガキッド。その聴覚センサーが反応する。がしゃがしゃという音だ。

　顔を動かしたワルガキッドが見たのは、自分達に向かって突進してくる電気怪獣の姿だ。

「えるな！　逃げるぞ！」

　叫ぶワルガキッドだったけど………。

「えっと、確かこのボタンだったかしらね」

　制御装置に集中していたえるなの反応は遅かった。

「おい！　えるな！」

「何なのよ！　人がやっと思い出そうとしてたのに………」

　次の瞬しゆん間かんだった。

　ドグワシャン！

　そんな凄せい絶ぜつな音が、夜の闇やみに響ひびき渡る。

　全身に強い衝しよう撃げきを受けて、ワルガキッドの気が遠くなった。それでも何とか電子頭ず脳のうのブラックアウトを免まぬがれる。

　身を潜ひそめていた木が無む残ざんにも倒れているのが見えた。電気怪獣の体当たりのせいだ。

　そして、ワルガキッドを見下ろすように立つ電気怪獣の姿があった。

　ワルガキッドは右拳こぶしを握り締めた。軽くスパークするけれど、必ひつ殺さつ武器のエネルギーソードは現れない。

「ちくしょう！　えるなの奴。何してんだよ！」

　辺りに声を飛ばすけど、パワーレベルが変化する感かん触しよくはなかった。

　ギチギチギチギチギチ！

　錆さびた歯車が嚙かみあうような音を電気怪かい獣じゆうが立てる。

「おっと、オレ様にケンカ売ろうってのか？　止めといた方がいいぜ！」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを、ワルガキッドは張った。

「何ってたってオレ様は24世紀の超ちよう高性能な犯罪ロボットなんだからな。お前なんぞとは格が違うんだぜ」

　ワルガキッドは指を三本突き出した。

「さあ、３秒だけ待ってやるからな。バラバラにされたくなければさっさとここから逃げ出すことだ」

　ワルガキッドはゆっくりと数を数え始めた。

「１、２、３」

　電気怪獣は逃げ出さなかった。相変わらずそのサーチライトのような瞳ひとみでワルガキッドを照らしてる。

「どうやら怖くて足が動かないみたいだな」

　相変わらず精一杯の虚勢を張ったまま、ワルガキッドは肩をすくめてみせた。

「いいだろう。特別にもう３秒だけ待ってやるぜ」

　数を数え始めた。

「い[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ち、に[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い、さ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　やっぱり電気怪獣はどっか行ってくれなかった。

「まったく、しょうがないな。そんなにオレ様のことが怖いのかよ」

　この期ごに及んでもまだ、ワルガキッドはのたまった。

「いいだろう。出血大サービスだぜ。今回は特別に30秒くれてやる。もう次はないからな！」

　グギャアアアアアア！！！！

　電気怪獣が吼ほえた。巨大な口をぱっくりと開ける。中には金属の鋭い歯が垣かい間ま見えた。

　そして、そのままワルガキッド目掛けて飛びかかってくる。

「あああああああああああああああああああ！！！」

　ガブリンチョ！！！

　ワルガキッドに齧かじりついた電気怪獣は、そのまま口をもごもごと動かす。だけど、しばらくしてからペッて吐き出した。

「あだだだだだだだだだだ」

　地面に叩たたきつけられたワルガキッドは、しこたま顔をしかめてから自分の体に目をやった。

　ところどころ嚙み痕あとがついてるものの、深刻なダメージは受けていない。

「そうか、よく考えたらオレ様の体って超ちよう特殊合ごう金きんで出来てんだっけ？」

　ワルガキッドは軽く笑った。

　そして、いい気になった。

「これで分かっただろ？　お前がどうがんばったってオレ様をどうこうすることは出来ないんだぜ。さあ、さっさとどこかへ………」

　だけど、そこで思いとどまる。

（待てよ。オレを食えないって分かった今なら、手なずけられるかもしれんぞ）

　ワルガキッドは目を細めた。例のごとく悪い奴やつが悪いことを考えてるときに浮かべる悪い悪い笑みだ。

　右手を突き出し、ワルガキッドは叫んだ。

「お手だ！」

　グワッシャ！

　やって来たのはお足だった。

　しっかりと踏みつけられたワルガキッドは、またまたぬかるんだ地面にめり込んだ。

「やっぱり、犬や猫とは違うな」

　むっくりと顔を上げたワルガキッドは、がしゃがしゃと何処いずこへと歩いていく電気怪かい獣じゆうを見た。

　少し離れた所で、電気怪獣は足を止めた。そしてゆっくりと首を下げる。ぎちぎちとアゴを鳴らす音が聞こえて来た。

　どうやら何か食べられそうな物を見つけたようだ。

　ワルガキッドにとっては別にどうだって良かった。電気怪獣が何を食べようが、それが自分じゃないなら関係なかった。好きなだけ食ってどこかへ行ってくれよって感じだった。

　だけど、そうも言ってられなくなった。

　電気怪獣のサーチライトの瞳ひとみに照らされるのは、地面に倒れるえるなだった。

　その腕にはめられた制せい御ぎよ装置が、ライトに照らされてキラキラと光る。

「まさか、まさかあいつオレ様の制御装置を食べるつもりじゃ………」

　ワルガキッドはぞっとした。

　制御装置をはめているえるなの身に何か起こったら、ワルガキッドの動力炉ろも完全停止してしまうのだ。

「あああああああああああああ！！！！」

　ワルガキッドはぬかるみを抜け出すと、えるなに向かって突進した。スライディングの要よう領りようでえるなの体を移動させる。

　一いつ瞬しゆん前までえるながいた部分を、電気怪獣のアゴが捉とらえた。金属の上アゴと下アゴが叩たたき合わされる音が響ひびく。

「おい、えるな。起きやがれ！　早くオレ様のパワーレベルを上げるんだ！　早く！」

　えるなの頰ほおをぴしゃぴしゃ叩くけど、残念なことに目を覚ましてくれなかった。

　ギギギギギギギギギギ。

　世にも不ぶ気き味みな音が頭上から聞こえてくる。見上げると、電気怪かい獣じゆうの顔があった。このまま見逃してくれるとは到とう底てい思えなかった。

「ヤバイぞ。これはとてつもなくヤバイ」

　固い息を吐き出すワルガキッドの目に、道みち脇わきに留められた自転車とリヤカーが見えた。

（えるなの乗って来た奴やつだな…………）

　他に選択肢しはなかった。必死になってえるなを抱え上げると、何とかリヤカーへと乗せる。そして自分は自転車にまたがった。

　そのまま、一気に坂を下り出す。それなりの勾こう配ばいだから、リヤカーを引っ張った自転車はどんどんスピードを上げていく。

「へっへ、さすがにこのスピードにはついて来られまい」

　勝ち誇ったような顔で肩越しに振り返るワルガキッドだけど………現実は厳きびしかった。ちっとも勝ち誇れなかった。

　振り向いたワルガキッドが見たものは、巨大な口を開けて追いかけて来る電気怪獣の姿だった。

　道路がえぐられるかのような足音を響ひびかせ、瞳ひとみから光を放ち、追いかけて来る電気怪獣。

　グギャオギャオギャオオオオオオオオオオオ！！！

　黒板をツメで引っかく音を何百倍も増ぞう幅ふくさせたような叫び声がワルガキッドの聴覚センサーを揺さぶる。

　ジンジンと電子頭ず脳のうが痛んだ。ジャミング音波なみの威い力りよくだ。

　だけど、ここで苦しんでる暇ひまはない。下り坂だってのんびりかまえてたら、簡単に電気怪獣に追いつかれてしまう。

　追いつかれたら最後、えるなの制せい御ぎよ装置めがけて電気怪獣はパックリと食らいつくだろう。

　制御装置のみをがりっと嚙かみ砕くような匠たくみの技を、電気怪獣が持っているとは思えない。きっとえるなも一緒にパックリだろう。

　ワルガキッドとえるなは一いち蓮れん托たく生しようの状況だ。えるながパックリされたら、ワルガキッドの動力炉ろだって完全停止だ。

「そんなことになってたまるか！！！」

　ワルガキッドは立ち上がると思い切りペダルを踏みつけた。だけど所しよ詮せんはパワーレベル１だ。劇的にスピードが上がるなんてことはない。

「ちくしょう！　パワーレベル１じゃここまでかよ！」

　悔くやしそうに奥おく歯ばを嚙み締めるワルガキッドの頭に、とある光景が浮かび上がる。

　数日前、リヤカーで修理した家電製品を配達をしてたときの光景だ。
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　昼下がりの大おお江え戸ど市の街中を、リヤカーを引っ張ったワルガキッドが歩いていた。

　リヤカーには山のような家電製品が積まれている。洗せん濯たく機きや冷蔵庫といった大型の家電製品も積まれてた。かなり重量級だ。

「えい、こら、えい、こら」

　必死になってリヤカーを引っ張ってたワルガキッドだけど、とうとう力つきて地面にへたり込んでしまう。

　脇を歩いてたえるなが、そんなワルガキッドを見て呆あきれ顔で言った。

「ちょとワルオ。何へばってんのよ。しっかりやんなさいよ！」

「だったら、オレ様のパワーレベルを上げてくれよ！」

　ワルガキッドが吐き出す。

「マックスとは言わねえよ。二つか三つ上げてくれりゃ、こんなもん鼻はな歌うた歌いながら引っ張ってやるさ」

「しょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]がないわね。このままじゃ日が暮れそうだし。二つか三つ上げてあげようかな」

　腕の制せい御ぎよ装置を操作しようとするけれど、その手が止まる。

　しばし沈ちん思ししてから、えるなは手を下ろした。

「やっぱ止めたわ。甘やかすのってよくないもんね。一応、アタシはあんたの保護観かん察さつ官かんなんだから、ちゃんと教育しないと」

「おい、それじゃオレ様どうすりゃいいんだよ！　今のパワーレベルじゃどうしようも」

「分かったわ。特別にアタシが教えてあげる。いい、このリヤカーを引っ張るのに必要なもの、それはね」

　もったいをつけてから、えるなは言い放った。

「根こん性じようよ！」

　拳こぶしなんか握り締めていた。そのままコークスクリューアッパーを繰り出しそうなくらいの気迫だ。

「人間根性さえ出せば大たい抵ていの無む理りは可能になるの。そういうことだからがんばってね」

　そのまますたすたと歩き出してしまう。

「そんなこと言われても、オレ様さま人間じゃねえし」

　ぶすっとした顔でワルガキッドは呟つぶやいた。

「根性なんかでどうにかなる訳ね[image: ～][image: ～][image: ～]だろ[image: ～][image: ～][image: ～]が」

　ぼやくワルガキッドの目に、道みち脇わきに置かれた古い家電製品がうつった。粗そ大だいゴミの日だったのだ。

「そうだ」

　ワルガキッドは目を細めた。悪い奴やつが悪いことを企たくらんでるときなんかに浮かべる悪い悪い笑みを浮かべる。

　ワルガキッドは、リヤカーに積まれてた電子レンジを抱え上げた。

「こいつが、小さいくせにけっこうずっしりしやがるんだよな」

　それをえっちらおっちら運び、道みち脇わきの粗大ゴミの所に置く。

「よし、もう２、３個置いとけば楽になるな。後でえるなに聞かれてもしらばっくれれば何とかなるだろ。荷物積つんだのはえるなの親父おやじだしな」

　へっへっへってするワルガキッドだけど、その笑いも長くは続かなかった。

　振り向いた所には、鬼おにのように目を吊つり上げたえるなが立ってたからだ。

「いくら重いからって、何考えてんのよ！」

　容よう赦しやなく、えるなが腕の制せい御ぎよ装置を操作した。

「うぎゃあああああああああああああ！！！！」

　ワルガキッドの悲鳴が、ご町内に響ひびき渡った。
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「根こん性じよう………か」

　ワルガキッドは呟つぶやいた。

「そんなもんでどうこうなるようなシステムがオレ様の体にあるとは思えないがよ」

　相変わらず電気怪かい獣じゆうの足音が背後から響いている。アゴを動かすガチャガチャという音さえもワルガキッドの聴覚センサーに届く。

「今はそいつを信じるしかないな！」

　ワルガキッドはハンドルを握り締めた。前のめりになる。見開いた瞳ひとみは真しん剣けん色に染まっている。

「おっりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！」

　そんな声を響かせて、ワルガキッドは力いっぱいペダルを踏みつけた。全速力でチェーンを回転させる。

「うっりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　電子頭ず脳のうの全てを自転車を漕こぐという行為に集中させた。

「どっりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　関かん節せつ部分のジョイントが何だか外れてしまいそうな感覚を覚えたけれど、そんなのはおかまいなしに漕ぎ続けた。根性パワーでがんばった。

　そして、奇き跡せきは起こった。

　自転車の速度が、少しだけ上がった。その少しが、電気怪獣との差を開くことになった。

　断続的に続いてた足音が少しだけ遠くなる。もうアゴを嚙かみ鳴らす音も聞こえて来ない。

「どうだ？」

　振り返ったワルガキッドは、遠くで光る二つの瞳を見た。どうやら逃げ切れそうな気配だ。

「やった！」

　ワルガキッドは思わず喜びを嚙かみ締めた。

　だけど、悪いクセが出た。

　調子に乗ってしまったのだ。

「へ、このワルガキッド様の底力、思い知ったか？」

　ワルガキッドは遠くの電気怪かい獣じゆうに向かってあっかんべーをした。止めときゃいいのにハンドルから右手を離して、目の下をびろ[image: ～][image: ～][image: ～]んって引っ張ってだ。

　前を見ずにそんなことしてたから、不幸は起こった。

「さ、あんな奴やつほっといて行っちまおう」

　顔を前方に向けたワルガキッドが見たものは、大きく曲がった道路だった。今のスピードと距離じゃ到とう底てい曲がり切れないものだ。

「い、いかん！」

　さすがにワルガキッドも焦る。

「そうだ、今度もきっと根こん性じようで！」

　電子頭ず脳のうの中で根性って言葉を何度も何度も繰り返すけれど………

　残念なことに、根性ってのはそんな万能なものじゃなかった。

「あああああああああああああああああああああああああああ！！！」

　リヤカーはスポンと道路を飛び出した。
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「いたたたたたたたたたた」

　ぐわんぐわんとする頭を、ワルガキッドは持ち上げた。

　ぶつけた衝しよう撃げきで、電子頭脳パルスに揺らぎが生じたのだろう。視覚レンズだってピントがずれている。

　こめかみの辺りをコツンコツンと叩たたいてピントを調ちよう節せつしてから、ワルガキッドは辺りを見渡した。

　夜の峠とうげ道みちの脇、ちょっとした林の中にワルガキッドはいた。

　すぐ脇に、リヤカーと自転車が転がっている。とっても無む残ざんなことになってたけど、今はまあそんなこと気にしなくてもいいだろう。

「え、えるなは大丈夫か？」

　慌あわててワルガキッドは立ち上がると、辺りをきょろきょろと見渡した。

　しばらくきょろきょろとした結果、えるなは見つかった。リヤカーから離れた場所に倒れている。

　ピクリともしない。

「まさか、あいつこの衝しよう撃げきで…………」

　なんて感じに青ざめるワルガキッドだったけど、すぐに安あん堵どの表情を浮かべた。

「そりゃねえな。あいつがどうかなっちまってたら、オレ様だってお陀だ仏ぶつだもんな。こうやってオレ様が動いていられてるってことは、あいつも無事だってことだ」

　人間のくせにとことん丈夫な奴やつだな～なんて呟つぶやきながら、ワルガキッドがえるなの所に歩み寄ろうとする。

　と、そのときだった。

　グワッシャン！！！

　耳もつんざけとばかりのそんな音とともに、ワルガキッドの目の前に巨大な鉄の塊かたまりが降ってくる。

　だけど、残念ながらそれは鉄の塊なんてかわいげのあるものじゃなかった。

　サーチライトのような瞳ひとみ。巨大なアゴ。金属で出来たごつごつとした体。

　紛まぎれもない電気怪かい獣じゆうだ。

「ちくしょう！　こいつめ。オレ様達のこときっちり追いかけて来てたのかよ。執しゆう念ねん深い奴め！」

　思わずそう毒づくけれど、そんなことしてる場合じゃなかった。状況はすこぶる付きに悪かった。

　電気怪獣の首が、音をたてて曲がる。巨大な両眼からほとばしるサーチライトの光の帯は、正確にえるなを照らし出していた。

　電気怪獣の足が踏み出される。もちろんえるなに向かってだ。

「冗じよう談だんじゃねえぜ！！！」

　ワルガキッドは慌あわてて電気怪獣めがけて突進した。自分のパワーレベルが１だってことをうっかり忘れちゃってた単たん細さい胞ぼうの彼らしい行為だった。

　ベイン！！！

　電気怪獣が大きく振った尻尾しつぽが、ワルガキッドに直ちよく撃げきした。その衝撃で大きく吹っ飛ばされる。

「ああああああ！！！」

　グワッシゃ！！！

　そんな音をたてて、ワルガキッドは地面に頭から突っ込んだ。

「ぬおぬおぬおおおお！」

　えいっと頭を引き抜いたけれど、目の前は真っ暗だ。

「何てことだ！　視覚センサーがいかれちまったのか？」

　焦るワルガキッドだったけど、そういう訳でもなかった。手で顔をぺたぺたしたら分かった。何やら自分はヘルメットのようなものを被かぶってたのだ。

「何だこりゃ！　脱げんぞ！」

　ぐいぐいって引っ張ったらやっとこさ抜けた。

　自分の頭に被かぶさってたその何かをしげしげと見つめ、ワルガキッドは小首を傾かしげる。

「何だこりゃ？　どうしてこんなもんが転がってたんだ？」

　だけど、そこで閃ひらめいた。

「そうだ。こいつがあればあいつをひきつけることが出来るかもしれん」

　ワルガキッドはしばしそいつを眺ながめていた。プライドと戦ってたのだ。

「ま、この際さい見てくれは気にしないようにしなきゃな。なんてたって命かかってんだから」

　深く頷うなずくと、ワルガキッドはそれをもう一度頭から被った。
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　横たわるえるなに、ゆっくりと歩み寄ってくる電気怪かい獣じゆう。えるなの前までやって来た電気怪獣の瞳ひとみが、細められた。まるで獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのようにだ。

　鉄の腕が伸ばされ、えるなをがっちりと摑つかむ。そのまま持ち上げようとしたまさにそのときだ。

「待ちやがれ！！！」

　何処いずこからのその声に、電気怪獣は巨大な頭を動かした。声の聞こえて来た方向に、瞳のサーチライトを向ける。

　ライトに照らされたのは、一つの炊すい飯はん器きだった。

　どうしてか分からないけれど、炊飯器には体がくっついていた。

「早く追いかけないとご馳ち走そうがどっか行っちまうぜ！！！」

　そんなこと言って、炊飯器は走り出した。

　普通、炊飯器ってのは喋しやべったり走ったりしないものだけど、電気怪獣はそんな些さ細さいなこと気にしなかった。

　一番大切なことは、今いま食べようとしてる腕時計なんかよりも、炊飯器の方がおいしそうに見えたってことだ。

　ギャアアアアアアアアアアアアス！！！！

　えるなをほっぽりだすと、電気怪獣は炊飯器を追いかけ始めた。
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（へっへっへ、作戦成功だぜ！！！）

　炊飯器の中で、ワルガキッドはほくそ笑んだ。

（あのバカ怪獣、まさかオレ様が炊飯器に擬ぎ態たいしてるとは気がつかないだろう）

　擬態なんて言ったら、真ま面じ目めに擬態してる昆こん虫ちゆうとかに悪いような姿だけど、悦えつに入ってるワルガキッドはそんなことちっとも気にしなかった。

（後は、どこか適当な崖がけか何かにこの炊すい飯はん器きを投げ捨てちまえば…………）

　放ほう物ぶつ線せんを描いて落下していく炊飯器。そしてそれを追いかけて飛び出していく電気怪かい獣じゆう。そんな光景をワルガキッドは思い浮かべる。

　ワルガキッドの背後からがしゃがしゃという音が聞こえてきた。電気怪獣が追いつこうとしてるのだ。

「ち、足が速い奴やつめ。いいだろう。お楽しみはもう少し後にまでとっておこうと思ってたがな」

　ちょうど前方にちょっとした崖を確認したところだったから、ワルガキッドは足を止める。

「さあ、このエサを追いかけて間ま抜ぬけに落っこちてくんだな！」

　勝ち誇ったようにそう言うと、頭に被かぶった炊飯器に手をかける。

「ぬ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ぬお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　炊飯器は、ワルガキッドの頭から離れてくれなかった。

「えりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　ありゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　ほりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　やっぱり、ワルガキッドの頭は炊飯器のままだった。

「ぬ、抜けん！！！」

　驚きよう愕がくの真実に、ワルガキッドは絶ぜつ叫きようした。

「そうだ！　こんなときこそあれがあったじゃないか！」

　炊飯器頭あたまのまま、ワルガキッドは頷うなずいた。

「ズバリ！　根こん性じようで………」

　だけど、根性を出している余よ裕ゆうは与えてくれなかった。追いついた電気怪獣の手が、ワルガキッドをがっちりと摑つかんだのだ。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　悲鳴を上げるワルガキッドを、ぱっくりと開いた大おお口ぐちに押し込む。まるでバナナでも食べるようにだ。

　ガジガジガジガジガジガジガジ！

　しばしアゴを動かしていたけれど、電気怪獣はワルガキッドを口から引っ張り出した。

「あ、そうだった。こいつオレ様のこと嚙かめないんだっけ」

　そのことを思い出したワルガキッドは、おおいに調子に乗った。

「へ、残念だったな。せっかく追いかけて来たっていうのに嚙めないなんてな。入れ歯でも作ってもらった方がいいんじゃねえか！！！」

　電気怪獣はワルガキッドの悪あく態たいなんてちっとも聞いてなかった。

　電気怪獣の頭は、こんなことを考えていた。

　オイシソウ、ダケド、カタイ、ダケド、オイシソウ、タベル、ゼッタイニ、タベル！　ゼッタイニ!!

　電気怪かい獣じゆうの中で何かのスイッチが入った。ウイーンという音をたてて、電気怪獣の口の中に奇き妙みような突起が現れる。それはまるでレーザーのような光線を上アゴと下アゴに走らせる。

　その光景を見たワルガキッドが、驚きよう愕がくの叫び声を上げた。

「ウソだろ！　プラズマ切断レーザーかよ！」

　24世紀において、硬こう物ぶつ質しつの切断に使われているレーザー装置なのだ。

　どうしてそれがこの電気怪獣の口に設置されてるかはおおいなるナゾだけど、一つだけハッキリしてることがあった。

　このレーザー光線の走る口に放り込まれたら、ワルガキッドの超ちよう合ごう金きんの体だって簡単にバラバラにされてしまうってことだ。

「違うんだ！　実はオレ様は炊すい飯はん器きなんかじゃないんだ！　大してうまくもない犯罪ロボットなんだ。気づけよ！」

　首を振って炊飯器を外そうとするけど、引っ張って外れなかった物がそんなもので外れてくれる訳がない。

　それならばと根こん性じようを込めて首を振るけど、やっぱり意味はなかった。何度も言うけど根性ってのはそんな万能なもんじゃなかったのだ。

　どんどん迫ってくる電気怪獣の口。無数に走るレーザー光線が、ぱったんって卵を輪切りにするキッチン用品を思い浮かばせた。

　ワルガキッドは何だか悲しい気分になった。

（まさかこんな怪獣に食われて終わるなんて。しかもこんな炊飯器なんか被かぶった情なさけない格かつ好こうで………）

　どうしてこんなことになったのか？　一いつ体たい誰のせいなのか？　そんなことは考えるまでもなかった。

「それもこれも全部あのえるなのせいだ！！！！」

　まさにこれから口に放り込まれそうってときに、ワルガキッドは叫んだ。

「ちくしょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！　根性で化けて出てやるからな！！！」

　次の瞬しゆん間かんだった。ワルガキッドの胸の辺りから、合成音が響ひびく。

『パワーレベルが変更されました。パワーレベルＭＡＸ。フルパワーモードへと移行します』

「なんだって！！！」

　驚きの声を上げるワルガキッドだけど、今は悩んでる場合じゃなかった。

「ぬおおお！！！！」

　ワルガキッドは全力を両腕に込めた。これまではびくりともしなかった電気怪獣の手がメキメキと音をたてて開く。

　ワルガキッドは両足のブースターを爆発させると、電気怪獣の手から飛び出した。くるくると空中を回転してから地面にすちゃって着地する。

　いつもの様よう子すからは全く想像のつかない、かろやかな動きだ。

「間違いないぜ」

　頭に被かぶさってた炊すい飯はん器きを簡単に引っこ抜いて投げ捨てると、ワルガキッドは頷うなずいた。

「この力、この反応速度、紛まぎれもなくフルパワーモードのものだ。だけどどうして………」

「もちろん、アタシが操作したからに決まってるでしょ」

　そんなこと言って姿を現すのはえるなだった。

「目を覚ましたら全然違うとこだったからびっくりしたわよ。おまけにうちのリヤカーと自転車がえらいことになっちゃってるし。思わず絶望しちゃいそうになっちゃったけど、あんたのことが気になって音のする方に来たのよ。そしたら、電気怪かい獣じゆうに捕つかまってるじゃない」

　そこで、えるなはニヤニヤってやな笑みを浮かべた。

「それにしても、さっきの格かつ好こうなんなのよ。炊飯器なんか頭に被っちゃって。仮か装そう大会にでも出るつもり？」

「フン、バカにしやがって。いいか？　あの擬ぎ態たいはな。オレ様のこの優れた電子頭ず脳のうが編み出した完かん璧ぺきな作戦でな………」

　説明をしようとするワルガキッドだけど、えるなの指がそれを止める。

「ちょっと待って。話は後にして。先にあっちを何とかしてよ」

　軽くアゴを動かす先には、電気怪獣がいた。

　瞳ひとみを真っ赤に染めて、力強く吼ほえる。

「どうも怒ってるみたいだから」

「上じよう等とうじゃねえかよ。えるな、下がってろ！」

　えるなに離れるよう指示すると、ワルガキッドは突進してくる電気怪獣に正面から突っ込んだ。

　ガッチン！！！！

　金属と金属のぶつかりあう音が響ひびく。電気怪獣のアゴに、ワルガキッドが思い切りアッパーをきめたのだ。

　電気怪獣が空中で一回転し、吹っ飛ばされる。

「どうだい？　オレ様の力ちから思い知ったか？」

　勝ち誇るワルガキッドに、電気怪獣が右の瞳を細めた。鋭い光がワルガキッドに注そそがれる。

「そんなに見つめないでくれよ。眩まぶしいじゃねえか」

　バカにしたように言うワルガキッドだけど、その表情が強こわ張ばる。

「っと！」

　サイドステップで避けたワルガキッド。と、サーチライトが照らしてた木々が爆発炎えん上じようを始める。

「な、何なのよあれ！」

「マイクロ波動砲ほうさ」

　えるなの質問にワルガキッドが答えた。

「光の当たった物体の分子を振動させて爆発させるって兵器さ。まあこの時代で言うとこの電子レンジのお化けみたいなもんだな」

　再び、電気怪かい獣じゆうの瞳ひとみの光が集約される。

「おっと！　来るようだぜ」

　ワルガキッドはえるなを抱きかかえてジャンプする。その下をマイクロ波動砲の光が通り過ぎる。激しい爆発音が轟とどろいた。

「ちょっと、どうすんのよ。あんなのが街に下りて来たらえらいことになるわよ」

「心配すんな。オレ様を誰だと思ってんだ」

　ワルガキッドがにんまりと笑った。

「オレ様は、超ちよう高性能犯はん罪ざいロボ、ワルガキッド様なんだぜ！」

　えるなを抱きかかえたまま空中で振り向くと、ワルガキッドは左手を突き出す。手首が収納され、代わりに出現するのは砲ほう台だいだ。

「くらいやがれ！！！」

　必ひつ殺さつ技わざ、エネルギーショットだ。発射された無数のエネルギー弾だんが電気怪獣の瞳を打ち抜く。マイクロ波動砲の攻撃が止まった。

　道路に着地したワルガキッドは、えるなを下ろす。

「さ、それじゃ止とどめといくとするか」

　ワルガキッドが右コブシを握り締めた。バチバチとスパークするエネルギーが一本の剣へと姿を変える。ワルガキッドの必殺武器、エネルギーソードだ。

「恐れおおくもオレ様をガジガジした報い、きっちりと受けてもらうぜ！！！」

　ワルガキッドが電気怪獣に向かって全力で走り出した。

　ギャオ────────ン！

　空に向かって吼ほえた電気怪獣も、大口を開けてワルガキッドめがけて突進してくる。残った片方の瞳をらんらんと輝かせて。

　両者は交差した。その瞬間、空気を切り裂くような音が響ひびく。

　電気怪獣の体に縦にキレツが入った。そして、そのまま地面に崩れ落ちる。

　ドカ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン！！！

　電気怪獣が爆発炎えん上じようした。ワルガキッドの完全勝利だった。

「ま、こんなもんだな」

[image: ]

　エネルギーソードを消し、そう呟つぶやくワルガキッドの後頭部を、えるながぺしっとひっぱたいた。

「あた、何すんだよ！」

「何すんだよじゃないわよ！　クワガタ警けい部ぶさん達に見てもらわなくちゃならないから手て加か減げんしなさいって言ったでしょ[image: ～][image: ～][image: ～]が！」

　目を吊つり上げてたえるなだけど、はあって息を吐き出す。

「まあ、しょうがないわね」

　かろうじて残った残ざん骸がいを見つめ、えるなは尋たずねた。

「ねえ、あんなとんでもない武器がくっついてた訳だし、やっぱりあの怪かい獣じゆうって24世紀の兵器だったの？」

「さあな。残念ながらオレ様はあんなの見たこともねえよ」

　肩をすくめて、ワルガキッドは言った。

「まあ、あれがこの時代のもんじゃないってことだけは確かだろうけどな」

「どうして家電製品なんか襲おそうんだろうね？」

「うまいんじゃねえのか？」

　実にワルガキッドらしい、単純な答えだ。

「ま、細かなことはクワガタ警部さん達に調べてもらわないとね」

　うんうんって頷うなずくえるなに、今度はワルガキッドが尋ねる。

「それよりえるな。お前まえ何で戻ってきたんだ？」

「え？」

「だから、どうして戻ってきたんだよ。オレ様のこと捨ててったんじゃないのか？」

「冗じよう談だん。どうしてアタシがあんたのこと捨てなくちゃなんないのよ」

　笑いながらえるなが言う。

「そりゃ、あんたは性しよう悪わるで役立たずのごく潰つぶしで、日に本ほん橋ばし電気店にとっちゃお荷に物もつ以外の何物でもないわよ。捨てられるもんなら燃えないゴミの日にでも捨てちゃいたいわよ。だけどね、アタシはこれでもあんたの保ほ護ご観察を任されてるの。あんたが人並みの常識とか理性とか良心とかそういったもんを覚えるまでは、歯を食いしばって我が慢まんするわよ」

　何だか喜んでいいんだかよく分からなかったけれど、ワルガキッドはとりあえず納なつ得とくした。

　それから、改めて尋たずねた。

「それじゃよ、どうしてオレ様をあんなとこに置き去りにしてったんだよ」

「あ…………」

　えるなが苦にが笑わらいを浮かべた。

「それなんだけどね」

　ほんの少しだけ、申し訳なさ気な顔して、えるなは言った。

「ごめん。あんたのことすっかり忘れちゃってたの」

「あ、あんだと！！！」

　ワルガキッドがゲキドした。

「えるな！　お前自分がしたことが分かってんのか！　下手へたしたらオレ様あいつに食われてたかもしんないんだぞ！」

「だってしょうがないでしょ。いろいろあったんだもん」

「お、お前って奴やつは………」

　ワルガキッドがコブシを握り締める。怒りでぷるぷると震えてた。

（せっかくまだフルパワーモードなんだし、えるなのこと思い切ってぶっ飛ばしちまおうか？　いや、だけどそんなことしたら後で仕返しが………だけどこのままじゃオレ様の怒りが……）

　そんな葛かつ藤とうしてるワルガキッドに、えるなが言う。

「悪いとは思ってるのよ。それなりの償つぐないはするからさ。だから機き嫌げん直しなよ。ね」

「償いだと………」

　震えてたコブシが止まる。

「そうか、償いか」

　ワルガキッドの口元が緩む。目が細められる。

「いいだろう。そういうことなら許してやろうじゃねえか」

　こくこくと頷うなずく。

「そういうことならな」

　そう言うワルガキッドの顔には、悪い奴が相手の弱みを見つけたときに浮かべるような、そんな姑こ息そくでずるい笑みが浮かんでいたのだった。
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　よく晴れた日だった。

　さんさんと太陽が照りつける大おお江え戸ど市の街中を、てくてくとガネッコは歩いていた。

　もちろん未来っぽい服じゃない。ちゃんとした現代の格かつ好こうだ。リサイクルショップで１５０円で購こう入にゆうしたものだけど、なかなかどうしてバッチリ似に合あってる。

「ふう、やっとつきました」

　一ひと息いきついたガネッコの前には、日に本ほん橋ばし電気店と書かれた建物が建ってる。

「わたしの住んでる所もあれですけど………」

　しげしげと日本橋電気店を眺ながめてから、ガネッコは呟つぶやいた。

「ここもけっこうなものですよね。本当。台風が来たら日本で一番最初に倒れちゃうんじゃないですか？」

　失礼なことサラっと口にしてから、ガネッコははっとする。

「あ、こんなことしてる場合じゃなかったんだ。この後、アルバイトですもんね。急がなくっちゃ」

　止めていた足を動かす。

「えるなさん。またワルガキッドさんのことこき使ってるんだろうな」

　そんなこと呟きながら、日本橋電気店の自動ドアをくぐる。

「こんにちは[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　店内へ足を踏み入れたガネッコは、思わず目をぱちくりとさせた。

「あらら？」

　口のとこに手を当てて、ガネッコが言う。

「えるなさん。何やってるんですか？」

「何って？」

　エプロンつけて三角巾きん被かぶったえるなが、モップ片手に答えた。

「掃除してるのよ」

「えるなさんがですか？」

「そ、アタシが」

「へ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ガネッコは感心したような息を漏らした。

「えるなさんでも、掃除することがあるんですね」

　それから慌あわてて付け加える。

「あ、違うんですよ。決してえるなさんが掃除もしないようなガサツな女の子だって言ってる訳じゃないんですよ。えるなさんが炊すい事じにお洗せん濯たく、お掃除に、庭の草むしり、さらに店番に家電製品の修理と何でもこなしちゃってたことは、えるなさんのお父とうさんから聞きました。ただ……………」

「ワルオが来てからは全部やらせてた。そうでしょ」

「え、ええ。そうです。そう聞いたんですけど………」

　ガネッコはニッコリ笑った。

「こうやってえるなさんもお掃除してるってことは、あれは本当のことじゃなかったんですね」

「いいえ、本当のことよ」

　きっぱりと、えるなは言い切った。

「全部やらせてるわよ。炊事に洗濯、掃除に庭の草むしり、それから店番も。まあ、修理はムリだけどね」

「はあ、全部やらせてるんですか………」

　ガネッコはちょっとばかしワルガキッドのことが気の毒になった。

　それから、尋たずねる。

「それじゃ、どうして今日はえるなさんがお掃除なさってるんですか？　ワルガキッドさんの具合が悪いとか？」

「あいつは元気よ。憎たらしくなるくらいピンピンしてるわよ。アタシだって本当ならあいつにやらせたいわよ。だけどね………」

「おい、何をくっちゃべってんだ？」

　レジ裏の、家屋へと続くのれんの後ろから、ワルガキッドが顔を突き出した。

「しっかりやれよ。風ふ呂ろ掃除だってまだなんだろ？　洗濯物だってまだ干してないみたいだし。草むしりだってあるんだぜ。ぐずぐずしてると日が暮れちまうぞ」

「何よ。だったらアンタが手伝ってくれれば………」

「おいおい、償つぐないはするって言ったじゃねえかよ」

　ワルガキッドのその言葉に、えるながぐぐって言葉を飲み込む。

「なんてったって、お前のせいでオレ様一いつ歩ぽ間違えてたらぶっ壊れてたとこなんだからな」

「ぐううう、分かったわよ」

「オッケー。それじゃオレ様は居間でテレビ見てるからな。しっかりやんだぞ」

　一度は引っ込んだワルガキッドだけど、またすぐに顔を出す。

「そうそう、もうすぐ昼だから、オレ様の昼飯ちゃんと準備すんだぞ。オレ様が腹はら減へって死んじまわないようにな」

　ワルガキッドは引っ込んでいった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、腹立つ腹立つ腹立つ腹立つ！！！　何が『腹減って死んじまわないようにな』よ。ロボットのくせして！」

　モップを折りかねない勢いで地じ団だん太だを踏んでから、はあと息を吐き出す。

「ま、しょうがないか。忘れちゃってたのは事実だし。もう二、三日はあいつの言うことを聞いてやるとしよっと」

　えるなはガネッコに顔を向けた。

「とまあ、こんな訳で、アタシは掃除してるってことなのよ」

「そうだったんですか。まあ、ワルガキッドさんのこと忘れちゃってたことではわたしもおじさんも同罪なんですけどね」

　申し訳なさそうな顔をしてから、ガネッコは思い出したように言った。

「そうそう、そのことで来たんです。電気怪かい獣じゆうのことで」

「え？　電気怪獣のこと何か分かったんですか？」

　えるなが目を大きくする。

「やっぱり、国こく連れん警察軍とかいうのの兵器？」

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、それが、ちょっと違うんですよね」

　ガネッコが首を横に振る。

「えるなさんが描いてくれた絵、えるなさんのお父とうさんが作ってくれた模型、それから回収して来た部品、それらから推測するに、あれはオーエドザウルスです」

「オーエドザウルス？」

「ええ、これなんですけどね」

　ガネッコがポケットから平べったい板のようなものを引っ張り出した。えるなの手の中でそれが発光し、画像が表ひよう示じされる。切り替え可能の写真のようだ。

　そこに写っていたのは、一匹の怪獣だった。もこもことした緑の体で、つぶらな瞳ひとみが何ともかわいらしい。

　しかも、未来っぽい服を着た子供達と和なごやかに遊んでたりした。

「あのさ、ガネッコさん」

　いぶかし気に、えるなは尋たずねた。

「これが、あの電気怪獣だって言うの？」

「ええ、ほぼ間違いないかと思います」

　えるなはもう一度、映像を見た。どう見たって和やかさしか伝わってこない。

　理解に苦しんでいるえるなに、ガネッコが付け加えた。

「オーエドザウルスの内ない骨こつ格かくがむき出しになっていたんだと思います」

「あ、なるほど。そういうことなのね」

　えるなはこくこくと頷うなずいた。

「外側がかわいくたって、中身までかわいいって訳にはいかないもんね」

「オーエドザウルスは、オーエドポリスの１５０周年記念式しき典てんのときに作られたんです。マスコットキャラクターとして」

　ガネッコが補ほ足そく説明する。

「オーエドザウルスか」

　えるなはもう一度写真を見つめた。

「こいつが、うちを潰つぶれる一歩手前まで追い込んだって訳ね」

　個人的恨うらみたらたらで、写真の怪かい獣じゆうを睨にらみつける。

「何とか間かん一いつ髪ぱつ潰れるのだけは免まぬがれたけれど、アタシの花はな嫁よめ貯金は飛んでくし、ただでさえつつましい食卓のおかずがさらに貧しくなるし」

　ムキーって怒って、写真を床に叩たたきつけようとするえるなを、ガネッコが慌あわてて止める。

「えるなさん。落ち着いてくださいって」

　怒り心しん頭とうのえるなをなんとかなだめる。

「そうよね。こんな写真に八つ当たりしたってしょうがないもんね」

　おとなげないおとなげないと自分に言い聞かせながら、えるなは大きく息を吐き出した。

「それにしても、さすが未来の警察ね。作るもんが物ぶつ騒そうよ」

「え？」

「マイクロ波動砲ほうとか言ったっけ？　あいつの目にくっついてた兵器って。それに、ワルオの話だと、プラズマ切断レーザーなんてもんもついてたとか。おっそろしいロボットよね。こんな子供たちと遊んでる写真が信じらんない」

　苦にが笑わらいしながら写真を見てるえるなの隣となりで、ガネッコが首を傾かしげる。

「オーエドザウルスにそんな物騒な機能がついてたなんて。わたしの知ってる限りじゃ子供と遊んでギャースカ吼ほえるぐらいしか出来なかったはずなのに」

　あれこれとガネッコが考える。

「未み来らい警察の秘ひ密みつ兵器として使われる予定だったんですかね？」

「実際に使われてるとこは見なかったの？　その、兵器として」

　えるなが尋たずねた。

「いえ、それなんですけどね。このオーエドザウルス、式しき典てん途中で行方ゆくえ不明になっちゃったんです」

「え？」

「朝あさ係員が来たらいなくなっちゃってて。電子頭ず脳のうがショートしてどこかに行っちゃったのかなって探したんですけど、結局見つからなくって」

「そうだったんだ」

「あのときいなくなったオーエドザウルスが、21世紀で見つかっちゃうなんて、不ふ思し議ぎなこともあるもんですね」

　しみじみと呟つぶやいてたガネッコ。と、店の棚たなから電子音が聞こえた。電子時計が時刻を告げたのだ。

「あ、いけない。午後からアルバイトでした。それじゃえるなさん。また」

　早口に言うと、ガネッコは慌あわてて店を飛び出していく。

「あ、ガネッコさん。写真………」

　もう声は届かなかった。

「ま、いっか。今度会ったときに返せば」

　忘れ物の写真を、エプロンのポケットに突っ込む。

「さてと、洗せん濯たくそろそろ終わってるかな？」

　えるなは家の中へと向かった。洗濯機は奥の部屋だ。だから廊下をつたつたと歩いていく。

　と、後ろから声がかけられる。

「おい、昼飯の時間だぞ」

　思わず振り向いて思い切りはったおしたくなるところだったけど、えるなはそんな衝しよう動どうを抑えた。歯を食いしばって耐えた。なけなしの忍にん耐たい力りよくでがんばった。

（おとなげないおとなげない。二、三日はこいつの言うこと聞いてあげるって決めたじゃない）

　そんな決意を嚙かみ締めてから、つとめて笑顔で振り向く。

「それなんだけどさ。もうちょっと待っててくれない？　洗濯物干ほし終わったらすぐに作り始めるから」

「冗じよう談だんじゃねえよ。もう12時過ぎたんだぜ。オレ様が腹はら減へってくたばってもいいってのか？」

（だから、あんたはご飯食べなくたって死にゃしないでしょ！！！）

　そう怒ど鳴なって思い切り蹴け飛とばしたい衝動にかられるえるな。

（いけないいけない。ほら、深しん呼吸よ。吸って、吐いて、吸って、吐いて）

　忍耐力で、えるなは何とか持ちこたえた。

「分かったわ。今すぐ作るわよ」

　台所へと向かおうと踵きびすを返すえるな。ちょうどそのときだった。動いたえるなのエプロンからそいつが落っこちたのは。

「ん？　何だよこりゃ？」

　ガネッコの忘れ物を、ワルガキッドが拾い上げる。

「あ、それね。さっきガネッコさんが持って来てくれたの。実は電気怪かい獣じゆうのことを………」

　えるなが説明するよりも早く、ワルガキッドが口を開いた。

「何だよ。オーエドザウルスじゃないかよ」

「え？　あんた知ってるの？」

「そりゃそうさ」

　得とく意い気げに、ワルガキッドは言った。

「何ってたってオレ様が盗んだんだからな」

「え？　盗んだ？」

「そうそう。オーエドポリスの連れん中ちゆうをびっくりさせてやろうと思ってな。こっそり盗んで来たんだよ」

　こんな大きなものをどうすればこっそり盗めるのか？　おおいなる疑問を覚えたえるなだけど、そこんとこの突っ込みは入れなかった。

「それで、盗んだ後どうしたの？」

　硬い表情で尋たずねる。

「えっとだな、盗んだ後はどうしたんだっけ？」

　しばし考えてから、ワルガキッドはコクンと頷うなずいた。

「そうそう、盗んだだけじゃ面白くなかったからな。いいことを思いついたんだ。こいつを犯罪用に改造して何か悪いことやらせようって。市民に愛されるべきオーエドポリスのマスコットキャラクターが悪いことするんだぜ。傑けつ作さくだろ？」

　ケタケタとワルガキッドは笑った。

「むなクソ悪かったが、ゴックアックのじいさんに頼んだんだ。改造してくれって。手始めにオーエドシティーの市長の自宅でも襲おそわせようと思ったから、それ用のプログラムも頼んだ」

「それ用のプログラム？」

「ああ、市長は骨こつ董とう品ひんをコレクションしてたんだ。古い家電製品やなんかをな。それが食われちまったらさぞかし悔くやしがるだろうと思ってな。で、うまいことそういったもんを食っちまうようなプログラムだよ」

「……………………………」

　えるなは押し黙った。何となくだけど、真相ってのが見え始めちゃってたからだ。

「結局、頼むだけ頼んで忘れちまってたんだよね。ゴックアックのじいさんのことだからノリノリで改造したんだろうけど、アジトの倉庫にでも押し込んであったのかな？　ま、今さらそんなことど[image: ～][image: ～][image: ～]でもいいわな」

　へらへらってワルガキッドは笑う。

「さ、こんなことより、お前はさっさとオレ様の昼飯を作れよ。言っとくがおかずがメザシだけってのじゃオレ様納なつ得とくしないぜ。せめてメンチカツくらいつけてくれなきゃ………ん？　えるな。どうしたんだ？　うつむいたりして」

「ありがとね。やっと分かったわ」

　不ぶ気き味みさすら感じさせる穏おだやかな口く調ちようで、えるなは呟つぶやいた。

「まさか、こんなことだったとわね」

「おい、えるな。何訳わけの分からないこと言ってんだよ。それより早く飯を………」

「まだ分かってないみたいね。いいわ、特別に教えてあげる」

　不自然な笑顔をワルガキッドに向けると、まるで子供にでも語りかけるようにえるなは言った。

「今回の電気怪かい獣じゆう事件の元げん凶きよう。すなわち、うちの家計をこんなにしたそもそもの原因を作った奴やつ………それはね」

「誰なんだよ？」

　多少は興味を覚えたのか、ワルガキッドが顔を近づけて来る。

「それはね…………」

　大きく息を吸い込むと、えるなは一言一言、岩に刻みつけるかのようにして叫んだ。

「あ・ん・た・な・の・よ！！！！！」

　ジャミング音おん波ぱ発生装そう置ちのボタンが、力一いつ杯ぱいに押された。しかも何度も何度も連れん打だだ。

「ギええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ！！！！！」

　今月最大級のワルガキッドの悲鳴が、日に本ほん橋ばし電気店に響ひびき渡ったのだった。
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　日曜日の朝だった。

　午前九時を少し回った頃、えるなはゆっくりと起きだして来た。

「おはよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　半分寝ねぼけた声を出しながら、居間のちゃぶ台の所へとやって来る。

「お、起きたか？」

　エプロンつけてお玉たま片手に顔を見せるワルガキッドに、えるなは顔を向けた。

「ワルオ。朝ご飯何？」

　えるなの髪の毛は寝ね癖ぐせでくしゃくしゃしてる。普通にしてても悪い目つきが、寝起きのせいでさらにパワーアップしてる。

　こんな目で見られたら、どんな温おん厚こうな人間だって気を悪くすること間違いないだろう。

　ちっとも温おん厚こうじゃないワルガキッドが、いやな思いをするのもごく当然のことだった。

　顔をしかめながら、ワルガキッドは言った。

「その前に顔洗って来いよ。ただでさえ悪い目つきがとんでもないことになってるぞ。それで外歩いたら警察に捕つかまるんじゃねえか？」

　すごい勢いで飛んで来たテレビのリモコンが、ワルガキッドの頭に炸さく裂れつした。

「悪かったわね。とてつもなく目つき悪くて。だけどね、顔ならちゃんと洗って来たのよ。ただ、ちょっと寝ね不足でね」

　ふわああと欠伸あくびをする。

「ま、朝ごはん食べればもう少しパッチリするわよ。さ、早くしなさい」

　えるながビデオのリモコンを手にしたもんだから、ワルガキッドは脱だつ兎とのごとく居間を飛び出した。しばらくしてから、ご飯とみそ汁しると卵焼きを載っけたお盆ぼんを持って来る。

「相変わらず上じよう達たつしないわね。この卵焼きコゲてんわよ」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、朝ごはんを食べ終える。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、大分しゃきっとして来たわね」

　入れてもらったお茶をすするえるなに、ワルガキッドが尋たずねた。

「それで、寝不足って何してたんだ？　別に夜よ更ふかししてテレビ見てたって訳でもなかったろ？」

「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれたわね」

　えるなは笑った。不敵な笑みだ。

「ちょっと待ってなさい」

　だだだっと階段を登って行ったえるなは、まただだだって下りて来た。

「これを作ってたのよ」

　えるながだだんと突き出したのは、数枚のポスターだった。

『日に本ほん橋ばし電気店　特別セール』

　そんな見出しがくっついてる。

「宣伝のポスターかよ。だけどそんなもんで客来んのか？」

「確かに、普通だったらこんなもの貼はったくらいじゃ変わらないわ。だけど今日は特別なのよ」

「特別？」

「そう、今日は電気の日なの」

　ワルガキッドは不ふ可か解かいそうに首を傾かしげる。

　一応カレンダーに目を向けたけれど、とくに何の変へん哲てつもない日曜日のようだ。

「まあ、全国的なものじゃないんだけどね。って言うかうちだけなんだけど」

　意い気き軒けん昂こうに、えるなは語り出した。

「今日は近くの商店街のちょっとしたお祭りがあるのよ。バスでやって来る人も少なくないんだけどね、そのバス停ってのがこの店のすぐ近くにあんのよ」

「つまり、どういうことなんだ？」

「もう、分かんない？　つまり、この店の前を通る人がいつも以上に多いってことなの。実際毎年この日は売り上げが倍増してるの。時間潰つぶしに寄ってそのまま買い物してってくれる人がいたからよ」

「なるほどね」

「うちでは電気の日って呼ぶようにしてるわ。日に本ほん橋ばし電気店の今後にとっても、今日って日は特別な日なのよ」

　えるなは斜め上の方向に目を向けると、コブシを握り締めた。その方向に何があるのかはよく分かんないけど、気き迫はくだけはじんじんと伝わってくる。

「さ、商品棚だなの方も少し整理しとかなくちゃね。お父とうさんはもう店の方にいるんでしょ？」

　さっさと居間を出ようとするえるなに、ワルガキッドが声をかける。

「おい、えるな。親父おやじならいないぞ」

「え？」

　えるなが振り向いた。

「どういうこと？　タバコでも買いに行ってるの？」

「いや、タバコかどうかは分からんがな。朝早くに出かけてったぞ。でっかな荷物をリヤカーに乗っけて」

「荷物をリヤカー………修理品でも届けに行ったのかしら？」

　アゴに指を当てて考える。

「だけど、別に急ぎの修理で頼まれてるものもないし。朝一番で何か売れたのかしらね？　だけどそれにしたってまだ店も開いてなかったはずなのに」

　えるなは深刻な顔で呟つぶやいた。

「何だかちょっといやな予感がするわ」

「え？」

「お父さんが朝早く出て行くときは大たい抵てい何かあるのよ」

　えるなはキッて音がするぐらいの勢いでカレンダーを見る。

「発明クラブの集まりは来週のはずでしょ。それじゃ………他の何かか」

　そう呟いてから、えるなは視線をワルガキッドへと向けた。

「ワルオ。あんたお父さんの部屋行ってちょっと調べて来なさい」

「ええ！　オレ様が？」

　ワルガキッドは不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせた。

「冗じよう談だんは止めてくれよ。オレ様そんなコソ泥どろみたいな真似まねはしたくねえよ」

「犯罪ロボが何言ってんのよ。ほら、さっさと行った行った」

　えるながけしかける。

「机の上とかに開いたままの雑誌とかチラシとかそういったものがあったら持って来て。そういったとこにヒントが隠かくされてることが多いのよ。さ、行って来て」

「しょうがねえな」

　ぶつくさ呟つぶやきながらも、ワルガキッドは居間を後にした。

　数刻の後、ワルガキッドはチラシ一枚片かた手てに戻って来た。

「机の上にはこんなもんしかなかったぞ。関係あるかどうかは分かんねえけど」

「見せて！」

　ワルガキッドの手からチラシをひったくったえるなは、それに目を這はわせる。

　チラシにはこう書かれていた。

『ロボットバトルコンテスト』

「これだわ！」

　確信を込めて大声を出した。

「そうよ。最近おかしいとは思ってたのよ。修理の仕事も入ってないのにガラクタ部屋に込もっちゃってさ」

　ガラクタ部屋ってのは日に本ほん橋ばし電気店の裏庭にある小さなプレハブ倉庫のことだ。おもに家電製品を修理する場所だけど、それ以外に作さく造ぞう父とうさんが趣味の発明に没ぼつ頭とうする場所でもあるのだ。

「きっとこれを見て、またしょ[image: ～][image: ～]もないもんを作ってたに違いないわ」

　えるなはチラシをぎゅっと握り締める。

「こうしちゃいられないわ。連れ戻しに行かなくちゃ」

　また慌あわただしく階段を駆け上って行く。降りて来たときにはいつもの三つ編あみも完成されていた。おまけに服装はジャージ姿になっている。

「別にほっときゃいいんじゃないか？」

「よくないわよ！　せっかくの売り上げ倍ばい増ぞうチャンスのこの日に店を留る守すにしてるなんて、店主としての自覚がたりないわ。それだからいつまでたっても一いつ寸すん先さきは閉店って状況から逃れられないのよ」

「やれやれ」

　ワルガキッドは大きく首を振った。

（だけど待てよ。えるなが連れ戻しに行くってことは、しばらくはオレ様さま一人になるってことか）

　しめしめって笑みを浮かべる。

（冷蔵庫の中のビールでも飲んでのんびりしちまおうかな？）

　だけど、ワルガキッドの予定はもろくも崩れ去った。

「さ、行くわよ。ワルオ」

「え？　オレ様も行くのか？」

「当たり前でしょ。あんたが行かなくちゃアタシが自分で自転車漕こがなきゃいけなくなるじゃない」

「それは………つまりオレ様に自転車を漕げって」

「いいから、さっさと行く。時間ないんだから」

　えるなに手を引っ張られて、ワルガキッドは居間を出た。

　冷蔵庫のビールでのんびり計画は、夢のままで終わったのだった。
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　それから30分後。

　えるなとワルガキッドはとある大きな建物の前へとやって来た。

　大おお江え戸ど市の公こう会かい堂どうだ。二年前に建てられたばかりの施設で、まだまだ真新しい。

　入り口には、『ロボットバトルコンテスト』って書かれた看板が置かれている。

「よし、ここで間違いないわね」

　こくんと頷うなずいたえるなは、肩越しに振り向き言った。

「ワルオ。お父とうさん探しに行くよ」

　ワルガキッドは自転車と一緒に地面にぶっ倒れていた。

「ちょっと、何へばってんのよ」

　えるなの言葉に、ワルガキッドは頭を持ち上げる。

「少しくらい休ませてくれたっていいだろ」

「何よ。だらしないわね」

　ふんってえるなは鼻を鳴らした。

「ちょっとばかし自転車を漕いだだけじゃない」

「ちょっとばかしってな。二人乗りだったんだぞ」

「何よ。アタシが重いって言いたい訳？」

　えるなの目が吊つり上がったもんだから、ワルガキッドは慌あわてて口を閉じる。

　こんなへばってる状況でジャミングなんか流されたら大変だ。追い討うちをかけられて電子頭ず脳のうなんて簡単にブラックアウトしてしまう。

「さ、行くわよ」

　すたすたと歩いていくえるなの後ろを、仕方なしにワルガキッドはついて行く。

　大ホールにと足を踏み入れると、そこはけっこうな人で賑にぎわっていた。いくつか区切られたフロアではすでに戦っているロボット達の姿も見えた。

「へ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ワルガキッドが感心したような息を漏らす。

「けっこう人が集まってんだな？　もっとチンケな大会だと思ってたけどよ」

「お父とうさんみたいな趣味の人、けっこういるのね」

　呆あきれたため息を一つ吐き出してから、えるなはぱしって頰ほおを叩たたいた。

「それじゃ、手分けして探そ。アタシはこっちを探すから、あんたはあっち。見つけたらこの出口んとこ連れて来んのよ。嫌がったとしても絶対にね」

　早口にそれだけ言うと、えるなはきょろきょろと首を動かしながら歩いて行く。

「しょ[image: ～][image: ～]がね[image: ～][image: ～][image: ～]な。てきと[image: ～][image: ～][image: ～]に探すとするか」

　ワルガキッドも、えるなに指示された方向にちんたらと歩き出す。

「しかしま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　辺りのロボット達を見つめ、ワルガキッドは呟つぶやいた。

「ロボットバトルだって聞いたからどんなごっついロボットが集まってるのかと思ったら、大したことないよな。第一、こいつら誰かが操そう縦じゆうしてやんなくちゃ満足に動けやしないんだろ？　簡単な電子頭ず脳のうすらついてないのかよ」

　周りのロボットを小バカにしながら、ワルガキッドが歩いてるときだった。

「あ、ワルガキッドさんだ」

　後ろから声をかけられ、ワルガキッドは振り向いた。

　どこかで見たような、見慣れた少年が立っている。いつか友達にからかわれてたところをワルガキッドに助けてもらったあの少年だ。

　あれ以来、ちょくちょく日に本ほん橋ばし電気店にやって来ては細ほそ々ぼそとした物を買っていってくれている。今では大切なお得とく意い様さまになってるほどだ。

「何だ、ヨシオじゃないか」

　ワルガキッドは少年に声をかけた。

「あにしてんだ？　こんなとこで？」

「大会に参加してるんです」

　確かに、言われてみれば少年は胸にロボットを抱えていた。ゼッケンがつけられているのも見える。

「そいつがお前が新しく作ったロボットか？　ちょっと見せてみろよ」

「は、はい」

　少年はロボットを地面に置いた。そしてプロポを握る。

「じゃあ、ちょっと動かしてみます」

　ロボットは、パンチやキックを繰り出した。なかなか滑なめらかな動きだ。

「へえ、よく作ったじゃねえか」

　ワルガキッドがあごをしゃくる。

「だけど、やっぱりワルガキッドさんにはかなわないな」

　羨うらやましそうな顔で、少年はワルガキッドを見上げた。

「日に本ほん橋ばし電気のおじさんに聞いても、どうやって作ったか教えてくれないんだよな。やっぱり企業秘ひ密みつなのかな？」

「いや、別にオレ様はえるなの親父おやじに作られた訳じゃねえんだが………まあいいか」

　一から説明するのが面めん倒どう臭くさかったから、ワルガキッドは少年の誤ご解かいはそのままにしておいた。

　それから尋たずねる。

「ところで聞きたいんだが、親父見なかったか？」

「日本橋電気のおじさん？　見なかったけど………」

　小首を傾かしげてから、こう言う。

「大型ロボットバトルの会場じゃないんですか？」

「大型ロボット？　そんなもんがあるのか？」

「はい。だってワルガキッドさんも出場するんでしょ。だったら大型ロボットバトルの会場ですよ」

「いや、別にオレ様さま出場する訳じゃねえんだがな」

「ワルガキッドさんなら優勝間ま違ちがいなしですよね。ボク応援に行きます。あ、もうボクの試合の時間だ。それじゃ、失礼します」

　一礼すると、少年はかけて行く。

「勘かん違ちがいしてやがったな。あいつ」

　軽く鼻で笑った。

「オレ様がこんなレトロな大会に出場する訳がないだろ。土ど俵ひようが違うって奴やつだぜ。オレ様を戦わせるなら24世紀の軍事ロボットくらい連れて来てもらわなくちゃな」

　ワルガキッドは思い浮かべた。数年ほど前、（時間軸じく的てきにはずっと未来）のことだ。軍事施設を襲しゆう撃げきしたときのことだ。

　わらわらと襲おそい掛かってくる軍事ロボット相手に、大おお暴あばれした思い出だ。

「あのときは、なかなか派は手でに戦ったもんだぜ」

　かつて繰り広げた死し闘とうに、目を細めてるワルガキッド。その後頭部がパコンとはたかれる。

「ちょっと、何ぼ[image: ～][image: ～][image: ～]っとしてんのよ」

　えるなが立っていた。

「お前な[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。何かって言うとバシバシ叩たたくの止めろよ。電子頭ず脳のうがおかしくなったらどうすんだよ」

「大丈夫よ。それ以上バカになることないんだから」

　さらって辛しんらつなこと言ってから、改めて尋ねる。

「それで、お父とうさんは？　見つかったの？」

「いや、見当たらなかったぞ」

「おかしいわね。ちゃんと見てきたつもりなのに」

　考え込むえるなに、ワルガキッドが告げた。

「そうそう、隣となりにもう一つ会場があるらしいぜ。何でも大型ロボットバトルの会場だとか。もしかしたらそっちにいるんじゃないか？」

「大型ロボット。そう言えば、確かお父とうさんリヤカーに載せて運んでったって言ってたわよね」

「ああ、ちょっとした冷蔵庫ぐらいの大きさだったな。シートを被かぶせてて中身までは見えなかったが」

「間違いないわ。お父さんその大型ロボットバトル会場の方にいるのよ！」

　確信を込めてえるなが叫ぶ。

「行くよ！」

「へいへい」

　ワルガキッドは、素直にえるなの後ろをくっついて行った。
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　青いビニールシートが被さった、大きな物体が置かれていた。

　そのシートの中に頭を突っ込んで、一人の男がごそごそと何かをしている。

「よし、こんなもんだな」

　男がシートから頭を引っ張り出した。

　白しら髪が交じりの頭に安やす物ものっぽい古メガネ。いかにもしょぼくれた顔つきだ。ひょろひょろの体には、年ねん季きの入った作業服を着ていた。

　全体から貧びん乏ぼう臭くささが滲にじみ出るこの男こそ、他でもない。作さく造ぞう父さんだ。

「よし、こんなもんだな」

　満足気げに、作造父さんは頷うなずいた。

「ここまで念ねん入いりに調整したんだ。本番で不ふ具ぐ合あいが生じることもないだろう。きっと優勝間ま違ちがいなしだな」

　大きな口を開けて「あはははは」と能のう天てん気きな笑い声を響ひびかせる作造父さんの後ろから、その声は飛んで来た。

「やっと見つけたわ」

　振り向いた作造父さんの後ろには、腕を組んで見下ろすえるなと、面めん倒どう臭そうな顔のワルガキッドがいた。

「おやおや」

　のんびりとした口く調ちようで、作造父さんが言う。

「二人揃そろってこんな所で何をしてるんだい？　そうか、応援に来てくれたんだな」

　勝手に誤ご解かいして、勝手に目め尻じりを下げる。

「ちょうどよかった。これから父とうさんの第一試合が始まるところだったんだ。しっかり応援してくれよ。父さんがんばるからな」

「残念だけど。応援に来た訳じゃないのよ」

　盛り上がってる作さく造ぞう父さんに、非情にもえるなが告げる。

「今日が何の日か忘れちゃったの？」

「今日が何の日？」

　作造父さんは腕を組んで考え込んだ。

「はて？　ロボットバトルコンテストの日という以外じゃ、日曜日ということしか思い浮かばんが………」

　ひたすら考え込む作造父さんに、えるなははあと息を吐き出した。

「今日は、電気の日でしょ？」

　えるなの言葉に、しばし考え込んでから作造父さんはポンと手を叩たたく。

「お、そう言えばそうだったな。ということは、いつもより客も多いってことか」

　少し考えてから、作造父さんは軽く言い放った。

「それじゃ、えるな。そっちの方は適当にやっといてくれ。父さんは大会でがんばってるから」

「いい加か減げんにしてよ！」

　えるなが叫んだ。鼓こ膜まくに突き刺さるんじゃないかってくらい鋭い声だ。

「お父さんだってうちの経済状況知しってるでしょ？　今の日に本ほん橋ばし電気店にとって売り上げ倍ばい増ぞうのチャンスのあるこの日が、どんなにか大事かも分かってるでしょ？　そんなときに店主が店を留る守すにしてるってどういうことなのよ！」

「いやしかしだな、えるな。父さんだって一生懸けん命めいがんばってロボットを………」

　ギロリ！！！

　えるなに睨にらみつけられたもんだから、作造父さんはさっさと口を閉じた。もはやどうしようもないってことを悟さとったのだ。

「仕方ない、お前の言う通り帰るとするか。それじゃ参加辞じ退たいの手続きをしてくるよ」

　とぼとぼと歩き出す作造父さんの背中は、とっても素す敵てきに哀あい愁しゆうに満ちていた。

「ちょっと気の毒なんじゃねえか？」

「いいのよ。いい加減うちの家計についても真剣に考えてもらわなきゃなんないところだったから」

　えるなはさらっと言った。

「うちの家計がまともになったら、いくらでも好きなことやってもらうわよ」

「まあ、電気屋が潰つぶれちまったら、オレ様も困るからな」

　ワルガキッドが呟つぶやく。

「お前が路ろ頭とうに迷ってくたばったりなんかしたら、オレまでとばっちりを食っちまう」

「縁えん起ぎでもないことを言うんじゃないわよ」

　ワルガキッドのことぴしゃりとはたいてから、えるなは辺りを見渡す。

「それにしても、こっちも賑にぎわってるわね。そんなに楽しいのかしら？」

「賞品か何か出るんじゃねえのか？」

「賞品？　ま、どうせ工具か何かでしょ」

　えるなはポケットに手を突っ込むと、くしゃくしゃの紙を引っ張り出す。作さく造ぞう父とうさんの部屋で見つけたロボットバトルコンテストのチラシだ。

「えっと何々、巨大ロボットの部、優勝賞しよう金きん………」

　えるなの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「１００万円ですって！」

　次の瞬しゆん間かん、えるなは駆け出していた。受付で辞じ退たいの手続きをしようとしてた作造父さんを引っ張り戻してくる。

「お、お父さん。この賞金のことなんだけど………」

「え、ああ。すごいだろう。優勝賞金１００万円なんだぞ。まあ、参加費を１万円取られてるんだがな」

　鼻の頭をぽりぽりと搔かく。

「優勝したら、賞金の１００万円はそっくりそのままお前に渡そうと思ってたんだ。家計のたしになるだろう」

「確かに………１００万円あればこの間の電気怪かい獣じゆう事件のときのマイナスが全部チャラになって、新製品だって仕入れられるし、花はな嫁よめ貯金だって復活出来るし………」

　えるなの頭の中で、数字がめまぐるしく動き回る。

「ちょっとちょっと、これってもしかして大チャンスなのかも………」

　ちょっと夢見ちゃったえるなだけど、すぐに真ま顔がおになった。

「だけど、優勝しなかったら１円にもならないってことよね」

　えるながゆっくりと顔を動かす。その先にはビニールシートを被かぶせた物体があった。

「ねえ、これってもしかして………」

「そうか、父さんの作ったロボをまだ見せてなかったな」

　もったいをつけて、作造父さんはシートに手をかける。

「じゃじゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　口の効果音付つきで、シートが取り払われた。

　作造父さんの作ったロボットが、白はく日じつのもとにさらされる。

　そのロボットを一言で表すなら、缶だった。

　手足もついてるし、ロボットって言われればそう見えないこともないけれど、パッと見はやっぱりドラム缶だ。

「あのさ、お父とうさん。一応聞きくんだけど、これで出場するつもりだったの？」

「当たり前だろう。父さんが夜も寝ないで作ったんだぞ」

　のりのりで、作さく造ぞう父さんは説明した。

「名づけて、鉄人日に本ほん橋ばし36号。科学技術の粋すいをきわめて作り出した最強の戦闘メカなのだ」

　力りき説せつする作造父さんだけど、えるなは冷めた目でそのドラム缶ロボを見てた。

「いつの時代の科学技術かしらね。きっとそうとう大おお昔むかしなんだわ」

「ふっふっふ、特別に見せてやろう。この鉄人日本橋36号の必ひつ殺さつ技わざを」

　作造父さんが、四角いリモコンを手にした。

「必殺、ミラクルロケットパンチ！」

　作造父さんがボタンを押したとたん、ドラム缶ロボの胸ハッチが開いて、中からボクシンググローブが飛び出した。

　ドボカン！！！

　作造父さんが吹っ飛ばされた。見事なアッパーカットだった。

「さすが、鉄人日本橋36号………」

　そんなこと言って、作造父さんはあっさり気き絶ぜつした。

　その顔には、なんとなくやり遂とげた感があったりしたんだけど、残念ながらえるなは賞しよう賛さんする気にはなれなかった。

「ま、お父さんの作ったロボットだからね。期待なんかしてなかったけど」

　びよんびよん動いてるパンチグローブを見ながら、えるなはため息を吐き出した。

「こんなんで優勝なんか無む理りな話ね」

　それから、ワルガキッドをチラリ見る。

「あんたを出場させれば優勝間ま違ちがいないんでしょうけど、無理ね。あんたみたいなのをお父さんが作ったなんて絶対に納なつ得とくしてくれないから」

　万ばん策さくつきたかと、えるなは首を横に振った。

「しょうがない。地じ道みちに稼ぐことにするか」

　えるなが倒れてる作造父さんを抱え上げる。

「お父さん。しっかりしてよ。さ、帰るよ」

「う、ううう」

　よろよろと、作造父さんが起き上がる。

「ワルオ。あんたそのドラム缶持もって来てよ。そんなとこに置いといてもみんなの迷めい惑わくだから」

「へいへい、分かりましたって」

　嫌そうな顔しながら、ワルガキッドがドラム缶ロボに歩み寄る。

「しかし、どうやって運んだらいいんだ？　この木偶でくのぼう」

　ワルガキッドは考え込んだ。

「けっこう重そうだし。横に倒してごろごろ転がしてくにしても腕が邪じや魔まだし」

　ワルガキッドは、呟つぶやいた。

「自分で歩いてくれりゃあ助かるんだがな。そんなのムリか。中に人でも入ってりゃ別だけどよ」

　少し先を歩いてたえるなの足が止まった。電でん光こう石せつ火かで振り返るとワルガキッドに言葉を飛ばす。

「ワルオ。今あんた何て言った？」

「あ？」

「今何て言ったのよ」

「だから、運ぶには重そうだって」

「その後よ」

「えっと、自分で歩いてくれりゃ楽だなって」

「その次よ」

「えっと」

　記き憶おくを反はん芻すうしながら、ワルガキッドはその言葉を口にした。

「中に人でも入ってりゃ別だって」

「それだわ！　そうよ！　その手があったのよ！」

　えるなが盛り上がる。

「何だよ。こいつを運ぶいい手を思いついたのか？」

「バカね。運ぶんじゃないわよ」

　えるなが言う。

「これがこうしてああしてああすれば、ちょっとちょっと、いけんじゃないこれって」

　一人で勝手に納なつ得とくしてわ[image: ～][image: ～]のわ[image: ～][image: ～][image: ～]のと盛り上がってる。

「一いつ体たい何だってんだよ」

　さっぱり訳が分からないといった様よう子すで、ワルガキッドが呟いた。

　だけど、ちょっとばかし嫌な予感もしてた。

　大体こんな感じにえるなが盛り上がったときは、大たい抵ていワルガキッドに受じゆ難なんが訪れるって相そう場ばが決まってたのだ。

　あの時もあの時も、そしてあの時だって。

　いろんな思い出が蘇よみがえるワルガキッドだったけど、強く首を振る。

（いかんいかん。オレ様何なにを身構えてんだよ。ちょっとびくびくしすぎだぜ）

　笑い飛ばすワルガキッドだったけれど………。

　残念ながら、いやな予感は的てき中ちゆうした。




　　　　　４




「それでは、Ａブロックの第一試合を始めます」

　司会者の声で。会場の端はしっこにあるスペースに注目が集まる。

「工こう科か学がく院いん大学教授、平ひら賀が博ひろしさん製作、スペースゴリラ！」

　がちょんがちょんと音をたてて、バトルスペースに一台のロボットが現れた。流りゆう線せん型けいのフォルムの、なかなかどうして格かつ好こういいロボットだ。

　白はく衣いを着た博士っぽい出でたちの男性が、巨大なプロポを操作すると、ロボットは器き用ように関節を動かし始める。滑なめらかな動きに、ギャラリーから感かん嘆たんの声が上がった。

「さすが、専門家が作ったロボットは違うよな」

「ホントホント。動きのキレが違うよ」

「何ってたって優勝候こう補ほナンバー１だからな」

　そんな声がギャラリーから上がる。

「対するは、日に本ほん橋ばし電気店店てん主しゆ、日本橋作さく造ぞうさん製作、鉄人日本橋36号！」

　返事はなかった。

「日本橋作造さん。どこですか？　早くしないと辞じ退たいになりますよ」

　司会者が、マイク越しの声を響ひびかせるけれど、返事はない。

「ど～せ辞退したんだよ」

「そうそう。相手が相手だもんな。無む理りないさ」

　そう囁ささやかれる中、司会者が息をゆっくりと息を吐き出した。

「仕方ありませんね。それでは、第一試合は平賀博さんのスペースゴリラの不ふ戦せん勝しようということで………」

「ちょっと待って！！！！」

　会場に、そんな声が響く。

「すみません。準備が遅くなっちゃって！！！」

　人ごみをかきわけてやって来たのは、ほかでもないえるなだ。

「え？　日本橋作造さんは？」

「すみません。父はちょっと体調を崩して、今は医務室で横になってます。代わりにアタシがロボットの操そう縦じゆうをします。大会本部にはちゃんと許可をもらいました」

　ハキハキとした口く調ちようで言う。

「それから、日本橋電気店製せい作さくって言ってもらえますか？　その方がお店の宣伝になるんで。あ、こっちもちゃんと許可はもらって来てます」

「まあ、許可が出てるんならいいんだけど………肝かん心じんのロボットは？」

「すぐに来ます。慣れないもん着て歩きづらいらしくて」

「着る？」

「いえ、何て言うか関節がちょっと錆さびてて、歩くのに時間がかかって……あっ来ました」

　えるなが指差した方向に、ギャラリーも司会者も顔を向ける。

　がっちょん、がっちょん、がっちょん、がっちょん、がっちょん。

　鈍どん重じゆうって言葉をそっくりそのまま当てはめたかのような重い足取りで、そのロボットはやって来た。

　がっちょん、がっちょん、がっちょん、がっちょん、がちゃ！

　そして、足をもつれさせた。

　ガシャバシン！！！
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　ロボットは景気よくぶっ倒れた。そのまま動かなくなってしまうんじゃないかと思われたけど、大おお方かたの予想に反してロボットは何とか起き上がる。

　そしてまた歩き出した。

　がっちょん、がっちょん、がっちょん、がっちょん。

　ギャラリーから笑い声が巻き起こった。

「えっと、日に本ほん橋ばしさん。このロボットが？」

「はい、鉄人日本橋36号です」

　自信たっぷりにえるなが言う。

「まあ、健けん闘とうを祈ります」

　苦く笑しようしながら司会者が軽く咳せき払ばらいした。

「ではこれよりバトルを始めたいと思います」

　スペースゴリラ、鉄人日に本ほん橋ばし36号が向かい合う。

「ルールは、三ポイント先取した方の勝ちとします。ただし、どちらかが行動不能になり、５分以内の修理が不可能の場合はその時点で、相手の勝利になります」

　司会者が早口でルールを説明する。

「バトル………スタート！」

　カーンというゴングが打ち鳴らされた。

「私のスペースゴリラの相手が、こんなドラム缶だなんて。プライドが許しませんね」

　対たい戦せん相手の平ひら賀が教授が、唇の端はしっこでふって笑った。

「まあいいでしょう。やるからには相手がどんなロボットであれ全力をつくしますよ」

　平賀教授が巨大なプロポを操作する。

「行け！　スペースゴリラ！」

　スペースゴリラが動き出した。かろやかに鉄人日本橋36号の背後の回り込むと、そこで大きく腕を突き出す。

　どっかんちょ。

　鉄人日本橋36号は、あっさりと前のめりに倒れ込んだ。

「一ポイント先取！　スペースゴリラ！」

　司会者が叫ぶ。ギャラリーから歓声が巻き起こった。

　鉄人日本橋36号がぎしぎしと音をたてて立ち上がる。そして再びバトルが始まった。

　鉄人日本橋36号が攻撃を開始した。両腕を振り上げると、スペースゴリラに向かって突進していく。

　だけど、スペースゴリラが避ける必要もなかった。鉄人日本橋36号は、また足をもつれさせてすっ転んだ。

「一ポイント！　スペースゴリラ！」

　歓声と、そして笑う声が巻き上がる。

「スペースゴリラの圧勝だな」

「ホントホント、試合にすらなってないよ」

「こんなへなちょこロボットでこの大会に参加するなんて、日本橋電気店の電気屋としての資し質しつすら疑うよ」

「どうせ閑かん古こ鳥どりが鳴いてる電気屋なんだぜ」

　ギャラリーで囁ささやかれる声に、えるなは唇を尖とがらせた。

「まったく、しょうがないわね」

　えるなは左腕の腕時計に手を伸ばした。




[image: ]




「一ポイントくらいあげたいところなんですがね、まあ、これも技術力の差というモノですよ」

　平ひら賀が教授が、フフとキザッぽく笑う。

「三ポイント目も自じ滅めつというのも面白くありませんね。最後くらいは華やかに終わらせてあげましょう」

　プロポの上に設置された赤いボタンに指を這はわす。

「行け！　必殺！　スペースゴリラアタック！」

　スペースゴリラが地面を蹴け飛とばした。そのまま両腕を突き出して、鉄人日に本ほん橋ばし36号に向かって飛び込んでいく。

　誰もが、鉄人日本橋36号の敗北を疑わなかった。絶対に胸部をパンチされてあお向けにぶっ倒れるもんだと思っていた。そのまま起き上がれなくて手足をじたばたさせてる光景なんかも予想して、くすくすと笑った観客もいたくらいだ。

　だけれども、そのとき奇き跡せきは起こった。

　鉄人日本橋36号が、かろやかなステップでその一いち撃げきを避けたのだ。

　さらに、目の前を通り過ぎようとするスペースゴリラに向かって右足を振り上げる。

　ドバキ！！！

　華か麗れいな延えん髄ずい回まわし蹴げりが、スペースゴリラに炸さく裂れつした。

　スペースゴリラがフィールドに倒れ込む。

　平賀教授も、司会者も、観客達も、予想外の出来事に呆あつ気けに取られてしまう。

「そ、そんなバカな！」

　いち早く我に返った平賀教授が、がちゃがちゃとプロポを動かす。だけどスペースゴリラはぴくりとも動かない。

「ええい！」

　スペースゴリラの脇に駆けより、首部分を覗のぞき込んだ平賀教授は絶望的な声を上げた。

「オーマイゴッド！！！」

「どうやら、勝敗がついてしまったようですね」

　固い息を、司会者が吐き出した。

「勝者、日本橋電気店製せい作さく、鉄人日本橋36号！！！」
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　大おお江え戸ど市公会堂の裏うら手て、薄暗くて人ひと気けのないその場所に、えるなはてくてくと歩いてやって来る。

　その後ろをがしゃんがしゃん音をたててついて来るのは、鉄人日に本ほん橋ばし36号だ。

「さてと………」

　辺りを見渡し、人ひと気けがないのをしっかりと確認してから、えるなは鉄人日本橋36号に向き直った。

　そして、指をつきつけ言った。

「ちょっと、なんなのよあれ。アタシひやひやしちゃったじゃない。21世紀のロボットくらいパワーアップしなくてもやっつけられないの？」

『ムチャ言うなよ』

　鉄人日本橋36号の中からくぐもった声が響ひびく。

『オレ様だってな。精せい一いつ杯ぱいやってるんだぞ』

　鉄人日本橋36号が筒つつ型がたの頭に手をかける。ぐぐって引っ張ってすぽんと外すと、下から出てくるのは他ならぬいワルガキッドの頭だ。

　そう、鉄人日本橋36号の中身は、ワルガキッドだったのだ。

　分解して中身をそっくり取り出してから、えるなが無む理りやりワルガキッドを押し込んできっちりとネジを締めたのだ。

「お前もこれ着てみろよ。チョー歩きづらいんだぞ！　しかも重いし、これを着て戦うなんてパワーレベル１じゃどだい無理な話なんだ」

「そこんとこは根こん性じようで何とかしなさいよ！」

　お決まりの根性論が押し付けられるかと思いきや、えるなはふっと肩の力を抜く。

「って言いたいところだけど、今回は日本橋電気店の命めい運うんがかかってるからしょうがないわ。次の試合は最初からパワーレベル３にしといてあげるわよ。ただし！」

　ワルガキッドの鼻はな面づらに指を突きつけると、念を押すように言った。

「さっきみたいなのは止めてよね」

「さっきみたいなのって何だよ？」

「延えん髄ずい回まわし蹴げりのことよ！」

　ぴしゃりとえるなが言葉を叩たたきつける。

「いい、21世紀にあんな技を出すロボットなんて作られてないの。怪しまれちゃうでしょうが。倒すにしてももっと単純な技で倒してくれないと」

「単純な技ってどんなだよ」

「パンチとか体当たりとか頭ず突つきとかそういうのよ」

「おいおい冗じよう談だんは止めてくれよ」

　ワルガキッドが、大げさに顔をしかめて見せる。

「プラズマブラスターやエネルギーソードが使えないってだけでも相当フラストレーションがたまってんだぜ。そのうえ、パンチや体当たりで戦えだって？　そんなのオレ様イヤだぜ」

「あんたがイヤだろうがイヤじゃなかろうが、そんなことはどうだっていいの。全ては日に本ほん橋ばし電気店のためなんだからね」

　いつも以上に気き迫はくの込もった顔で、えるなが言う。

「優勝したらあんたの大好物のすき焼き食べさせてあげるから」

「すき焼きか………」

　ワルガキッドは深刻そうに考え込んでから尋たずねる。

「肉は牛肉なんだろうな？　いつもみたいな豚ぶた肉や鶏とり肉じゃオレ様納なつ得とくしねえぞ」

「大丈夫よ。ちゃんと牛肉を使うから」

「ＯＫだ。そういうことならオレ様も協力してやろうじゃないか」

　24世紀の超ちよう高性能犯はん罪ざいロボットは、すき焼きであっさりと折れた。

「パンチと体当たりと頭ず突つきで勝てばいいんだな」

「そうよ。ちゃんとやんのよ」

　腕時計を見る。

「さ、そろそろ二回戦が始まるわ。準備して」

「おう」

　ワルガキッドが、外してた鉄人日本橋36号の頭をがちょんと装着する。

『すっきやっきすっきやきすっきやき』

　えるなが鉄人日本橋36号の足を蹴け飛とばした。

「静かにしなさいよ。怪しまれるでしょ[image: ～][image: ～]が」

『………………………』

　鉄人日本橋36号は静かになった。

「さ、どんどん片付けてくわよ！！！」




　第二試合　鉄人日本橋36号ＶＳキングジャイアント

　第三試合　鉄人日本橋36号ＶＳビッグロボ

　第四試合　鉄人日本橋36号ＶＳデッカイナー

　第五試合　鉄人日本橋36号ＶＳ鉄てつ巨人くん




　鉄人日本橋36号は、順調に勝ち続けた。

　パンチと体当たりと頭突きを順番に使いながら。
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　そして…………。

「とうとう、ここまで来たのね」

　感かん慨がい深ぶか気げに、えるなが頷うなずく。

「これが終われば、優勝賞金１００万円を手に入れることが出来るわ」

　そう、順調に勝ち続けた結果、とうとう決勝戦まで上り詰めたのだ。

「しっかりやんのよ。負けたりしたら承しよう知ちしないからね！」

　すぐ隣となりの鉄人日に本ほん橋ばし36号に、小声を飛ばす。

『心配すんなよ。どんな奴やつが相手だろうが軽くひねってやるぜ』

　ワルガキッドの声が響ひびいてきた。

「そう言えば、対戦ロボットってどんな相手なのかしらね。よく見てなかったわ」

『そういや、オレ様もだ』

　えるなも、鉄人日本橋36号の中のワルガキッドも、揃そろって向かい側に目を向ける。

　そこにロボットは見当たらなかった。

「まだ来てないのかしらね？」

『恐れをなして逃げ出したんじゃねえのか？』

　バカにしたようにワルガキッドが言う。

「少なくとも、今のあんたを見て逃げ出すことはないと思うわよ。そんなドラム缶じゃね」

　冷ややかにえるなが言ったときだった。

「すみません。お待たせしました。調整に時間がかかってしまって」

　作業服を着た男が現れる。しょぼくれたところが、どことなく作さく造ぞう父とうさんに似ている男だ。年は作造父さんぐらいだろう。

　だけど、えるなもワルガキッドもその男にはそんなに注目しなかった。もっと注目すべき物が、男の隣となりを歩いて来てたからだ。

「外がい見けん勝負ならうちが最下位だと思ってたけど………」

　えるなが呟つぶやくように言う。

「どうやら、上がいたみたいね」

　そのロボットを一言で言い表すなら、箱だった。

　手足はついてるから、ロボットって言えなくもないけれど、やっぱりぱっと見は長方形の箱だ。まるで掃除用具を入れるロッカーのようだ。

　完全箱型ロボ。

　そんな言葉が、えるなの頭に浮かんで消えた。

『くっくっく、楽勝だぜ。あんなロッカー野郎』

　鉄人日本橋36号の中から、そんな声が聞こえてくる。

「形だけならあんただって似たりよったりなんだからね。完全筒つつ型がたなんだから」

「それでは、これより決勝戦を始めます」

　アナウンスの声が響く。

「日に本ほん橋ばし電気店製作、鉄人日本橋36号ＶＳトヨダ鉄てつ工こう所じよ製作、ツヨインダＺ」

『それじゃ、行ってくるぜ』

　鉄人日本橋36号が、ゆっくりとフィールドに歩み出る。

　ツヨインダＺも同じように、定位置を目指して歩き出した。

　そして、戦いのゴングが鳴らされた。

（ま、後はワルオがうまいことやってくれるわよね。アタシは適当に操そう縦じゆうしてるフリをしてればいいわ）

　えるなは四角い操縦機のレバーを動かした。

　ガションガションガションガション！

　鉄人日本橋36号が、足音を響ひびかせてツヨインダＺに突っ走っていく。

　正面から体当たりするつもりなのだ。

　単純な技だけど、中身はパワーレベルを操作されているワルガキッドだから、まあ相手は吹っ飛ばされるだろう。

　んでもって、勝敗がつくはずだ。

　そんな風に、えるなは予測した。

（この前の損そん失しつを補って、それからアタシの花はな嫁よめ貯金ももとに戻して。ワルオにすき焼き食べさせて………それでもまだ余るわね。貯金するとしても、少しくらいはアタシが好きなことに使ってもいいかな。来週から始まる映画、面白そうだったし。見に行っちゃおうかな？）

　幸せ渦うず巻まく未来を夢見るえるな。だけど、信じられないことが起こった。

　ガツン！！！

　鉄人日本橋36号の体当たりが炸さく裂れつしたにもかかわらず、ツヨインダＺは吹っ飛ばなかったのだ。

　ツヨインダＺが、無む造ぞう作さに右腕を突き出した。

　その一いち撃げきに、鉄人日本橋36号が吹っ飛んだ。

　バトルフィールドを飛び出して、数メートル離れた地点へとがしょんと落下する。

　全く予想してなかった出来事に、えるなは思わず啞あ然ぜんとしてしまう。

「ツヨインダＺ、１ポイント」

　司会の人の声がそう告げる。

「あの、日本橋電気さん。試合を続ぞつ行こう出来そうですか？　もし修理が必要のようでしたらこれで勝敗がついたということで………」

　司会の人の問いかけに、えるなははっと我に返る。

「も、もちろんです！」

　一声叫ぶと、えるなは倒れる鉄人日本橋36号に駆け寄った。

「ちょっと、あんた何やってんのよ！　決勝戦だから手て加か減げんして盛り上げようとしてる訳？　だったら最初にそう言ってよね。いきなり吹っ飛んだからびっくりしたじゃない」

　小声で叱しつ責せきを飛ばすけど、鉄人日に本ほん橋ばし36号のワルガキッドからはこんな返事が返って来る。

『バカ！　誰がそんなことするか。オレ様は普通に吹っ飛ばされたんだよ。それに手て加か減げんなんぞこれっぽちもしてねえ』

「え？」

『お前こそ、オレ様のパワーレベル下げちまったんじゃないのか？』

「そんなことしてないわよ」

　えるなは腕の制せい御ぎよ装置に目を落とした。

「ほら、ちゃんとパワーレベル３になってるじゃない」

『ってことは、あのロッカーみたいなロボが、見かけによらずパワーあるってことだな』

「だけど、パワーレベル３ってそれなりのもんなんでしょ？」

　難しい顔で、えるなは呟つぶやいた。

「そんなパワーをあの箱形ロボが持ってるってこと？　信じらんない。きっと何かの間違いじゃない？　あんたの体の配線のどっかが接触不ふ良りよう起こしてたとか」

　えるなの耳に、司会者の声が届く。

「日本橋電気さん。修理に時間がかかるようなら………」

「大丈夫です。すぐに試合を続行出来ます！」

　えるなが立ち上がった。

「ワルオ。何かの間違いだとは思うけど、一応パワーレベルは５に上げとくわ。今度こそちゃんとやんのよ」

　素早く制御装置を操作する。

『よし任せろ！　パワーレベル５って言ったら24世紀のロボットレスリング大会でだってまあ戦えるレベルだからな。いくらそこそこ強いったってこんな21世紀のレトロなんぞに負けやしねえぜ』

　鉄人日本橋36号が立ち上がった。そしてがしゃがしゃとバトルフィールドへと戻って行く。

　そして、戦いが再開された。

　鉄人日本橋36号、ツヨインダＺ、両者が走り出す。

　鉄人日本橋36号の頭ず突つきアタックが、ツヨインダＺに炸さく裂れつした。後ろに倒れそうになるツヨインダＺだけど、後ろ足でふんばって持ちこたえる。そこから両手を勢い良く突き出す。ガツンと音がし鉄人日本橋36号のボディに炸さく裂れつする。

　一いつ端たん距離を開けた両者は、地面を蹴け飛とばし中央で組み合った。

　押していくのはツヨインダＺの方だった。わずかにパワーが勝っているのか、場外へ向けて鉄人日本橋36号を移動させる。このままではフィールドアウトしてしまうだろう。

「こうなったらしょうがないわ。もう一個くらいパワーレベルを上げて乗り気ってもらうしか………」

　制せい御ぎよ腕時計をはめた右腕を持ち上げたえるな。だけど、いざ操作しようとしたちょうどそのときに、明後日あさつての方向からびちゃって液体のようなものが飛んで来た。それはちょうど、制御腕時計の部分にへばりつく。

「あ、悪い悪い」

　振り向くと、作業服を着た大おお柄がらのおじさんが申し訳なさそうに立っていた。

　手には薬やく剤ざい用のポンプを持っていた。

「間違って引き金引ひいちゃって、接着剤ざいが飛んじゃったよ。どっかにかかっちゃったかい？」

「接着剤！」

　えるなは制御腕時計にかかったその液体を慌あわてて拭ふき取ろうとした。だけど時すでに遅すぎた。しっかり固まってしまってたのだ。

「ちょっと、冗じよう談だんじゃないわ！　パワーレベル上げられないじゃない！」

　パワーレベル制御のためには上部分を開かなくちゃならないのだ。

　何とかこじ開けようと奮ふん闘とうしてるえるなに、笑いながらおじさんが言う。

「ムリだよ。アメリカ製の超ちよう強力な接着剤なんだ。夜中の通つう販はん番組で買ったんだよ」

「ちょっと、どうしてくれるんですか！　こっちは店の命めい運うんがかかってるってときなのに！」

「慌てなくても大丈夫。こんなときのために剝はく離り剤ってのがあるんだよ」

　得とく意い気げに、おじさんが言う。

「この剝離剤さえ塗れば簡単にはがせますよ」

　にこやかにポケットに手を突っ込むおじさんだけど、不意に眉まゆ根ねをひそめる。

「おや？」

　えるなは何だか嫌な予感がした。

「あれれ？　どこかに落として来ちゃったかな？」

　嫌な予感は見事に的てき中ちゆうした。

「まいったなこりゃ」

　ちっともまいってないような顔で、おじさんは頭の後ろを搔かいた。

「ちょっと探して来るよ」

　そんなこと言って、男は姿を消した。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、よりによってこんなときに！」

　天を見上げて、えるなは叫んだ。

「神様の意い地じ悪わる！！！」
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「何てパワーだ！　21世紀産さんのレトロのくせに」

　ドラム缶………もとい、鉄人日に本ほん橋ばし36号の中で、ワルガキッドが呟つぶやく。

　よくは見えないが、じりじりと押されている距離から考えてフィールドアウトは近いだろう。

（牛肉のすき焼きのためにも、オレ様は負けられん！！！）

　ワルガキッドは強化セラミック製の奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

「ぐおおおおおおおおおおお！！！」

　根こん性じようパワーの発動だった。

「すきやき！」

　もう少しでフィールドアウトというところで、ぐいっと持ちこたえる。

「す…き…や…き！」

　今度は逆に、ツヨインダＺを押し始めた。

「す[image: ～][image: ～][image: ～]き[image: ～][image: ～][image: ～]や[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]き[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ぐいぐいと、ツヨインダＺを押し出して行く。

　観客達が固かた唾ずを飲んで見守る中、ワルガキッドは力一いつ杯ぱい叫んだ。

「すきやきだ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　その瞬しゆん間かん、体の中で何かが爆発した。そう、それはすき焼きを思う心が、根性と結びついて生まれた奇き跡せきのパワーだった。

　ロボットとしてどうかと思うけど、それでもパワーが出ちゃったものは仕方ない。

　力一杯両腕を突き出した。ドガンと音をたてて、ツヨインダＺが吹っ飛ばされる。そのままフィールドラインを越える。

　ドグワシャン！！！！

　ツヨインダＺが地面に叩たたきつけられる凄せい絶ぜつな音が響ひびく。そのまま、ピクリとも動かなくなった。

「やった！」

　ワルガキッドは、叫んだ。

「これですき焼きが食べれるぞ！」
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　やったやったと踊る鉄人日に本ほん橋ばし36号を見て、えるなは顔をしかめた。

「ロボットらしくしなさいって言ったのに」

　だけど、少しだけ表情を緩めて息を吐き出す。

「まあいいか。何か言われたら踊る機能もあるんですって言っとけば。あの状況で何とか持ちこたえて勝ったんだから、少しくらい大おお目めに見てやんなきゃね」

　制せい御ぎよ腕時計はまだ接着剤ざいがくっついたままだ。剝はく離り剤を探しに旅立ったおじさんがまだ旅立ったままなのだから仕方ない。

　半なかば諦あきらめかけてたときの逆転だっただけに、珍しくワルガキッドのことを誉ほめてあげたい気分だった。

「それにしても、パワーレベルを５にしたワルオと互ご角かくに戦うなんて。とんでもないロボットよね」

　倒れてるツヨインダＺに目を向ける。

「本当、見た目はロッカーなのに………！！！」

　えるなは目を大きくした。倒れてるツヨインダＺがむっくりと上半身を持ち上げたからだ。

『サクセンナイヨウ、ヒミツケンキュウジョノセイアツ』

　ツヨインダＺから、そんな電子音声が響ひびく。

『サクセンノショウガイトナルモノハ、ハイジョスル』

　その直後だった。ツヨインダＺの背中から青白い炎ほのおが噴ふん出しゆつした。ブースターだ。

　弾だん丸がんが発射されるかのように、ツヨインダＺが飛び出す。その矛ほこ先さきは鉄人日に本ほん橋ばし36号だ。

　ガッツン！！！

　金属と金属のぶつかり合う激しい音が響く。衝しよう撃げきで空気が振動するのを、肌はだが感じる。

　鉄人日本橋36号と衝しよう突とつしても、ツヨインダＺの速度は変わらない。そのままの勢いで二に体たいはバトルフィールドを飛び出していく。

　ドガシャン！！！

　壮そう絶ぜつな音の後には、無む残ざんにも穴の開いた壁が残されていた。ぶち破って外へと飛び出して行ってしまったのだ。

　あまりの出来事に、司会者、観客、そしてえるなも言葉を失ってしまう。

「な、なんなのよあれ？」

　かすれた息を吐き出すえるな。何だかどんどん腹立たしくなって来た。

（日本橋電気店の再生のチャンスだってのに、どうしてこうもうまくいかないの！）

「神様の意い地じ悪わる！！！」

　一応、神様のいそうな方向に叫んでおいた。
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　公こう会かい堂どうの壁をぶち破ってもなお、ツヨインダＺのスピードは収まらなかった。すごい勢いで爆走を続ける。その足は地面にはついていない。背中のブースターだけの推すい進しん力だ。

「ふざけんな！！！」

　ワルガキッドは両足に力を込めると、ツヨインダＺを思い切り蹴け飛とばした。両者がやっと離れる。だけど反動は大きい。

　ワルガキッドは大きく飛ばされた。ブロック塀べいを壊し、ちょっとした空あき地に転がった。

「く！」

　ワルガキッドは、頭に被かぶってた鉄人36号の筒つつ型がた頭を引っこ抜くと投げ捨てた。

　それから、粉ふん塵じんの中に立つツヨインダＺに言葉をぶつけた。

「21世紀のロボットがこんなパワー出せる訳がない。お前、オレ様と同じ24世紀産さんだろ！　一いつ体たい何者だ？」

　ツヨインダＺは返事をしなかった。

「上じよう等とうじゃねえかよ！」

　ワルガキッドはツヨインダＺ目め掛がけて走り出した。

「言えるようにしてやるぜ！」

　ワルガキッドの飛び蹴げりが、ツヨインダＺの頭部分に決まった。ガゴンと音をたててツヨインダＺの頭部が弾はじけ飛ぶ。

　地面に着地したワルガキッドは、目を細める。

「なるほど、お前だったのか」

　ツヨインダＺのお間ま抜ぬけな頭部の下には、メタリックカラーのボールのような頭があった。横に伸びた視覚レンズが特徴的だ。

「ワルオ！」

　駆けつけて来たえるなが、変へん貌ぼうしたツヨインダＺに目を大きくする。

「何なのあれ？」

「見ての通り、24世紀のロボットだよ」

　ワルガキッドが説明した。

「ボールヘッド。相手基き地ち内ないでの戦闘を想そう定ていし作られた白はく兵へい戦せん専用の人ひと型がたロボットだよ」

「そんなロボットがどうしてツヨインダＺの中にいるのよ？」

「さあな。ま、そんなことどうだっていいじゃねえかよ。要はこいつをぶっ倒しちまえばいいんだろ」

　ツヨインダＺ、もといボールヘッドに体を向けワルガキッドは身構えた。

「さ、えるな。さっさとオレ様のパワーレベルを上げてくれよ。フルパワーモードならこんな奴やつ楽勝だぜ。なんせメタルクラブにも劣る下したっ端ぱだからな」

　ワルガキッドは楽しげに目を細めた。

「くっくっく、粉こな々ごなにしてやるぜ」

　ものすごく悪者チックな笑みを浮かべちゃってるワルガキッドに、えるなが言った。

「あのさ、ワルオ。そのことなんだけどさ。ちょっと無む理りそうなのよね」

「あ？」

「ほら、こんなんなっちゃってんのよ」

　えるなが腕を持ち上げて見せた。もちろん制せい御ぎよ腕時計は相変わらず強力接せつ着ちやく剤ざいが張り付いたままだ。

「何だその張り付いてるもんは？」

「強力接せつ着ちやく剤ざいよ」

「剝はがせないのか？」

「剝がせないのよ」

「それじゃ、蓋ふたなんかも」

「開くわけないわ。だって剝がせないんだから」

「制御用のディスプレイも………」

「表ひよう示じ出来ないわ。試したけどダメだったの」

「つまり、オレ様のパワーレベルは？」

「今のままってことよ」

　ワルガキッドが両頰ほおに手を当ててひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ってした。ムンクの叫びにも負けてない表情だ。こんなこと出来るロボットはそうはいないだろう。

「冗じよう談だんじゃねえぞ！　いくら下したっ端ぱって言ったって向こうはれっきとした軍事ロボなんだぞ！　パワーレベル５でどうしろってんだよ！」

「だってしょうがないでしょ！　操作出来ないもんは出来ないんだから！」

　えるなが逆ギレする。

「そこんとこは根こん性じようで何とかしなさいよ！」

「そう根性でいつもいつも都つ合ごうよくいくかよ！」

　口こう論ろんを始めるえるなとワルガキッドだったけど、じきにそんなことしてられないってことに気がつく。

『ターゲットナンバー０２３１、ワルガキッドトカクニン。コマンドニシタガイハカイシマス』

　ボールヘッドが体をよじらせた。金属の箱で隠かくされていた本来の体が姿を現す。スラリとしたフォルムの銀色の体だ。一ひと目めで21世紀の産物ではないことが窺うかがえる。

『ハカイシマス！！！』

　両腕からバチバチとスパークするエネルギーソードが現れる。それを振りかざし、ボールヘッドはワルガキッドに飛び掛かってきた。

「うわっ！」

　ワルガキッドはバックステップでそれを避けるけれど、ボールヘッドは容よう赦しやしてくれない。連続で攻撃が繰り返される。

「ワルオ！　あんたもいつものお得意の剣とか銃とか出さないの？」

「出したくたって出せる訳がないだろ！！！」

　必死に攻撃を避けながら、ワルガキッドが叫ぶ。

「あれはフルパワーモードじゃないと使えないんだ！」

　振り下ろされた腕を、ワルガキッドは両手で押し留とどめた。

　だけど、力の差は歴れき然ぜんだ。じりじりとエネルギーソードがワルガキッドに近づいて来る。

「えるな！」

　苦く悶もんの表情で、ワルガキッドが叫んだ。

「早く制せい御ぎよ装置をなんとかしろ！　情なさけない話だがそう長くは持たんぞ」

「分かったわ」

　さすがに、のっぴきならない状態だってえるなも気がつく。

「おじさん見つけて何とかこの接着剤剝はがしてくるから、それまで持ちこたえてるのよ！！！」

　そう叫び、えるなは走り出した。と、何かを思いついたように足を止めると振り向く。

　必死に持ちこたえてるワルガキッドに向かって、えるなは叫んだ。

「がんばんのよ！　すき焼きの肉は超ちよう高級松まつ坂ざか牛ぎゆうにしてあげるから！」

「何だって！　松坂牛だって！！！」

　その瞬しゆん間かん、ワルガキッドの体の中で何かが爆発した。
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「正直、呆あきれて言葉を失ったわよ………」

　えるなは呆れたような息を吐き出した。

「松坂牛って聞いてパワーアップするなんて。あんたそれでもロボットなの？」

「うっせえな。出ちゃったもんはしょうがねえだろ？」

　ぶすっとした顔でワルガキッドが言う。

「オレ様だって驚いてんだからよ」

　少し離れた所に、ボールヘッドの残ざん骸がいらしきものが散らばっていた。

　松坂牛と聞いて驚き感動する気持ちが、根こん性じようと結びついて奇き跡せきのパワーが生まれちゃったのだ。

　そんでもって、奇跡のパワーでもってボールヘッドは高く吹っ飛ばされた。

　よっぽど運が悪かったのだろう。落下した際、両腕のエネルギーソードが胸のコアを破壊してしまったのだ。そしてそのまま爆発した。

　ワルガキッドもえるなも、思わず呆あつ気けにとられちゃうのも仕方のないことだった。

「ま、いいじゃねえかよ。結果的には良かったんだからよ」

　ワルガキッドが頷うなずく。

「さ、会場に戻ろうぜ。オレ様が勝ったってこと知らせないとな」

　脇に転がしてた鉄人日に本ほん橋ばし36号の頭をすぽっと被かぶる。

「そうね。説明に苦労すると思うけど………」

　戻ろうと歩き出そうとしたときだ。

　とぼとぼとこちらに歩いて来る人物に、えるなは声を出した。

「あなたは………、」

　ツヨインダＺをコントロールしてたおじさんだ。

「確かトヨダ鉄てつ工こう所じよさん」

「う、うちのロボットは？　ツヨインダＺは？」

「倒したって言うか自じ爆ばくしたって言うか、まあとにかくあんなになっちゃったのよ」

　えるなは、指差した。もちろんその方向にはツヨインダＺ、正確に言えばボールヘッドの残ざん骸がいが転がってる。

「何てことだ。負けてしまったのか？」

　がっくりと膝ひざをつく男に、えるなが尋たずねた。

「あの、こんなこと言うと失礼かもしれませんけど、あのロボットって、おじさんが作ったものじゃないですよね」

「………確かにその通りだ。ま、しがない鉄工所があんなもの作れる訳がないからすぐ分かることか」

　自じ嘲ちよう気味に、トヨダさんは笑った。

「この不ふ景けい気きですっかり仕事が減ってしまってな。今月の支払いを乗り切れなければ工場を閉めなければならなくなったんだ。しかし、支払えるあてすらない。何とかこの大会で優勝してその賞金を支払いに充てようと思ってロボットを作っていたんだ。いや、正確に言えばロボットの外側をな」

「え？」

「ロボットなんか作れる訳がないからな。中に私が入って動かすつもりだった」

　トヨダさんが目を細める。

「しかし、鉄板を溶よう接せつして作ったものの、どうにも重く満足に歩くことすら出来やしないじゃないか。諦あきらめかけていたときだったよ。あの妙みようなロボットを見つけたのは」

　力なく、トヨダさんは説明する。

「うちの工場の裏で見つけたんだ。本当なら警察か何かに知らせるべきだったが、私はそれを使えないかと思ったんだ。そして………」

「作ったロボットの中に入れた」

「ああ、そうだ」

　ゆっくりと、トヨダさんは頷うなずいた。

「まさか、あんなにも恐ろしいロボットだったなんてな。怪け我が人にんが出なくて本当に良かった。本当に良かったよ」

　安あん堵どの息を、トヨダさんは吐き出した。

「さ、会場に戻ろう。勝敗はついた。君の勝ちだよ」

　とぼとぼと、トヨダさんが歩き出そうとしたときだ。

「待ってください！　社長！」

　そんな声とともに、作業服の男達が姿を見せる。若者から年配の人まで入り混じっている。

「お前達、どうしてここに？」

「社長が鉄てつ工こう所じよのためにロボットバトル大会に参加しようとしていることは知ってました。だから、おれ達も何か手伝おうと思ってたんです！」

　若者が声を張り上げた。

「ロボットを修理しましょう。そうすればまだ出来ます！」

「しかしな。ツヨインダＺはもう………」

　トヨダさんが首を横に振る。

「それに、あの中身は拾って来たロボットなんだ」

「大丈夫です。修理するあてはあります！　いい物を見つけたんです！」

「いい物？」

「はい、だから諦あきらめないでください！」
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　ロボットバトル会場に、えるなはいた。もちろん隣となりには鉄人日に本ほん橋ばし36号が立っている。

『なあ、えるなよ』

　ワルガキッドのくぐもった声が聞こえた。

『どうしてあんなの許したんだよ。拾ったロボットを中に入れてました！　反則です！　って言ってやりゃ良かったのによ』

「そりゃそうだけどね。うちだってあんたを突っ込んでるでしょ？　何も言えないわよ。おんなじことしてんだから」

　さらにえるなは付け加えた。

「それに、ちゃんと優勝して勝つには、会場で審判が見てるとこでやんなきゃダメでしょ」

『そりゃそうだな』

　それにはワルガキッドも納なつ得とくしたようだ。鉄人日本橋36号の頭が上下に動いた。

「さ、どうやら来たみたいよ」

　やってくるトヨダさんの姿があった。従業員の皆様方も一緒だ。

　そして、ツヨインダＺも一緒に歩いてくる。

　溶よう接せつされた跡がついてることをぬかせば、見た目はちっとも変わっていない。

　だけど、その性能ってとこには大きな変化があったようだ。歩いてくる途中で思い切り素すっ転ころんだのだ。

『何だよありゃ？』

　馬鹿にしたようにワルガキッドが言う。

『あんなの楽勝だぜ。見てろよ、軽くぶっ飛ばしてやっから。松まつ阪ざか牛ぎゆうを忘れんじゃねえぞ』

　司会の指示で、両者のロボットがフィールドに上がる。

「レディー、ゴー」

　ゴングが打ち鳴らされ、決勝バトルが開始された。

　ゆっくりと歩くツヨインダＺ。今にも転びそうなくらいおぼつかない足取りだ。しかもどうもまっすぐ歩けない様ようでななめに曲がってしまう。

　そんな様よう子すに、観客達からも疑問の声が上がる。

「どうなってんだ？　さっきはあんなにすごかったのに」

「作戦じゃねえのか？　相手を油ゆ断だんさせて一いち撃げきなんだよ」

「だけど、作戦にしたって、危なっかしいよな」

　ツヨインダＺの下か腹ふく部のハッチが開いた。何が出てくるかと思いきや、そこからバナナの皮がぽんぽんと飛び出してくる。

「どうしてバナナの皮なんだ？」

「相手に踏ませるつもりだとか？」

「バカじゃないのか？　決勝まで来てあんなの踏む訳がないだろ？」

　事実、鉄人日に本ほん橋ばし36号は、バナナの皮なんか簡単に避けて歩き出す。

「こりゃ、ワルオの勝ちよね。どう考えたって」

　えるなは、口の中で呟つぶやいた。

「パワーレベルだって５のままなんだし、21世紀のロボットがどんなにがんばったってワルオには勝てないわよ」

　笑うえるなの頭に、トヨダさんと従業員の顔が浮かび上がる。

（倒とう産さん寸すん前ぜんとか言ってたわよね。ここで優勝すればとりあえず支払いが出来るとか）

　だけど、強く首を振る。

（うちだって十分倒産寸前なのよ。情なさけをかけてる場合じゃないわ。それに………それにそうよ！　接着剤ざいが張り付いて制せい御ぎよ装置の蓋ふたが開かないんだからどうしようもないじゃない。そうそう、悪いのはあのおっさんで）

「あ、試合中ちょっと失礼」

　ひょっこりと顔を出したのは、件くだんのあの接着剤おじさんだ。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～]、散さん々ざん探してね。やっとトイレに落ちてるのを見つけたんだ」

　呆あつ気けにとられるえるなの腕の制御腕時計に、勝手にぺたぺたと液体を塗る。

「よし、これで大丈夫だ。いや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、悪かったね」

　へらへらと笑いながら、おっさんは何処いずこへと去って行った。

「接着剤、剝はがれちゃったわね」

　力なく、えるなは呟いた。

「これで、あいつのパワーレベルも操作出来るって訳か」

　だけど、強くクビを横に振った。

「ダメダメダメダメ。うちだって困ってるのよ。ここは心を鬼おににしなきゃ」

　だけど、先さき程ほどの光景が頭にちらついてしょうがない。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ど[image: ～][image: ～]すればいいのよ[image: ～][image: ～]」

　頭を抱えて、えるなは自じ問もん自じ答とうした。
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（くっくっくっく、楽勝だなこりゃ）

　鉄人日に本ほん橋ばし36号の中で、ワルガキッドがほくそ笑んだ。

　ツヨインダＺはまっすぐに歩くことさえままなっていないのだ。今にも転んでしまいそうだし、ほっといても自じ滅めつしそうな感じでもある。

（ま、さすがに自滅するのを待ってるってのも能がねえよな）

　両腕を持ち上げる。

（最後も格かつ好こうよく決めてやるぜ！）

　ワルガキッドはツヨインダＺへ全速力で走り出した。必殺のスーパー体当たりだ。

　だけど、無情にもその合成音が響ひびく。

『パワーレベル、１に設定されました』

「なんだって！！！」

　全身から一気に力が抜けた。途と端たんに足がもつれてしまう。

「うおっとっとっとっとっと！！！」

　よろけるワルガキッドの足が、何かを踏みつけた。

　ツヨインダＺが撒まき散らしたバナナの皮の一つをだ。

　ツルって滑ったワルガキッドは、そのまま後頭部を床に打ち付ける。

　ワルガキッドの意識は、あっさりとブラックアウトした。
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　ガタガタという振動で、ワルガキッドは目を覚ました。

　夕暮れの街並みが、ゆっくりと動いている。こんな風に景色が見えるときってのは一つしかない。ズバリ、リヤカーに乗せられてるときだ。

　事実、リヤカーに乗せられていた。隣となりには日本橋36号が転がっている。もちろんその中身は空からっぽだ。

「あ、やっと起きたのね」

　リヤカーを引っ張ってたえるなが、リカヤーを止める。

「ふう、けっこう暑いわね」

　額ひたいの汗をぬぐうえるなに、ワルガキッドは尋たずねた。

「おい、どうしてリヤカーなんかに？」

「あんたがちっとも起きないから一度自転車で家に戻ってリヤカー引っ張って来たのよ。それで乗っけて家に戻ろうとしてる訳。ほっといても良かったんだけど係の人に持ち帰ってもらわないと困るって言われちゃったからね。ちなみにお父とうさんはまだ医務室でグースカ眠ってるわ。ま、起きたら帰ってくるでしょ」

「松まつ坂ざか牛ぎゆうのすき焼きは？　今こん晩ばん作るんだろ？」

「あんた何言ってんのよ」

　えるなが冷たい目でワルガキッドのことを睨にらみつけた。

「あんたが負けて賞金もらえなかったんだから、すき焼きなんかに出来る訳ないでしょうが！」

　えるなが息を吐き出す。

「もうちょっとがんばってくれるとは思ってたんだけどね。本当、情なさけないったりゃありゃしないわ」

「ちょっと待てよ。一いつ体たい誰のせいで負けちまったと思ってんだよ。お前がパワーレベルを１になんかしたからだろ！　どういうつもりだよ」

　ワルガキッドがいぶかし気に目を細めた。

「まさか、妙みような仏ほとけ心ごころなんか出したんじゃないだろうな？」

「そ、そんなんじゃないわよ。ただ手が滑っただけよ。それ以上でもそれ以下でもないわよ」

　早口にえるなが言う。

「それにね、負けたのはあんたの責任なんだからね。パワーレベルが１って言ったって何とかなる相手だったでしょうが。それをあんたってダメロボットは、バナナの皮に滑ってやられちゃうなんて」

「しょ[image: ～][image: ～][image: ～]がね[image: ～][image: ～]だろ。突然でどうしようもなかったんだから」

　ぎゃーぎゃーと口こう論ろんをしてるときだった。一台のタクシーが脇で止まる。

　窓から顔を出したのは他ならぬ作さく造ぞう父さんだ。

「えるな。ロボット運んでもらってるのか。悪いなあ」

「お父さん！　どうしてタクシーなんか乗ってるの？」

「いや、公こう会かい堂どうの人が気をつかってくれてな。呼ばれてしまったんだ。使わないのも悪いからなあ」

　ひょうひょうとした様よう子すで、作造父さんが言う。

「それじゃあな。先に帰っているぞ」

　タクシーが走り出した。

「お父とうさんには家計のピンチって自覚がないのかしらね」

　ぶちぶちと文句を言うえるなの隣となりに、またタクシーがやって来る。何故なぜかバックして引きかえして来たのだ。

「そうそう、えるな。気き絶ぜつした父さんの代わりに大会に出場してくれたそうだな。しかも決勝戦まで行ったそうじゃないか」

　思い切り胸をはって、作さく造ぞう父さんはおっしゃった。

「どうだ？　私の作った鉄人日に本ほん橋ばし36号の力には驚いただろう？」

（お父さんのロボットなんてへなちょこだから、中身だけ抜いて代わりにワルオを突っ込んだのよ）

　って説明する元気も、残ってなかった。

　疲れた顔で息を吐き出すえるなの様よう子すなんてちっとも気にせず、作造父さんはのりのりで続ける。

「しかし、驚いたな。まさか決勝戦のロボットがうちと同じバナナの皮かわ攻撃機き能のうを持っていたとはな」

　作造父さんの言葉に、えるながすかさずちょっと待ったを入れた。

「ちょっと待ってよ。お父さん今何て言ったの？」

「え？」

「うちと同じバナナの皮攻撃とか言ってたけど、それってどういう？」

「ああ、鉄人日本橋36号にも秘ひ密みつ兵器としてつけてあるんだよ」

　得とく意い気げに語り出す。

「ボタン一つで、辺りにバナナの皮を撒まき散らすんだ。それを踏んだ相手ロボットを転ばせてしまうという実に画かつ期き的な技なのだ。まさか相手ロボットまでその機能を搭とう載さいしていたとはな。ううむ、さすがとしか言いようがない」

　うむうむと唸うなる。

「次のロボットバトル大会には負けられないぞ。早さつ速そく設計図を作らねば。実は新しい技をさっき思いついたんだ。おっと、これは秘密にしなければな。ロボットの頭がぐるぐる回って相手ロボットの操そう縦じゆう者の目を回してしまう技なんて画期的すぎるからな。秘密が漏れたら大変だ」

　思い切り秘密を漏らして、作造父さんはタクシーで去って行った。

「バナナの皮を撒き散らす技なんて、およそまともな神経してる人ならロボットにやらせようなんて思わないはずだわ」

　えるなが力なく呟つぶやいた。

「つまり、ツヨインダＺの中に入ってたのは、アタシがごみ捨て場に捨てて来た鉄人日本橋36号の中身だったってことで………」

　妙みようにドス黒いオーラを背負いながら、えるなが呟く。

「言い換えれば、お父とうさんの作ったヘッポコロボに負けたってことで………」

　さらに続いた。

「結論を言っちゃえば、お父さんの作ったヘッポコロボットが優勝しちゃったってことで………」

　さらにさらに続いた。

「お父さんの作ったヘッポコロボットが、優勝賞金１００万円をゲットしたってことなんだけど………」

　さらにさらにさらに続いた。

「うちには１円も入ってこない。むしろ参加費１万円とタクシー代がかかっただけ。それにせっかくの電気の日をフイにしちゃったなんて」

　両方の拳こぶしを握り締めて、えるなは叫んだ。

「ど[image: ～][image: ～][image: ～]してこうなるのよ[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　日に本ほん橋ばし電気店が裕ゆう福ふくになる日は、当分先さきのことになりそうだった。
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　大おお江え戸ど市の外れにある貸し倉庫の中には、怪しい目つきの人々が集まっていた。全体的に灰色のオーラを身につけた人達だ。まず普通の人が迷い込んだら悲鳴を上げて逃げ出すだろう。そんないかがわしい雰ふん囲い気きが満まん載さいだった。

　この倉庫で何が行われてるかって言えば、発明品の即そく売ばい会なのだ。自じ称しよう発明家の人達が思い思いのガラクタを持ち寄って、とんでもない値段をつけては売っているのだ。

　そしてもちろん、自称発明家のあの人もいた。

　日本橋電気店の店主、日本橋作さく造ぞうさんだ。

　平日の月曜日、もちろん店はバリバリの営業日なのに、ひょっこり店を抜け出してやって来ちゃってたのだ。

（えるなが帰ってくるまでに店に戻ればバレやしないだろう）

　そんなこと考えちゃってる、困った父親なのだ。

「ふうむ」

　並ぶ発明品の数々を物ぶつ色しよくしながら、作さく造ぞう父とうさんは口の中で呟つぶやいた。

「やはり私の発明品に比べたら大したことないな。次は私も出店してみるか。出店費５万を払っても十分元もとはとれそうだ」

　えるなが聞いたらゲキドするようなことを平然と口にしながら、てくてくと歩く。

　と、作造父さんの足がとある店で止まった。

　お掃除ロボットなんて名前がつけられて、様々なロボットが並べられていた。

　その一番奥にあった商品に、作造父さんの目が止まる。

「ふむふむ」

　作造父さんはあごをしゃくりながらそれを見つめた。

「これはこれは、なかなかよく出来ているじゃあないか」

　少し離れたとこにいた店の人を、作造父さんは呼び止めた。まだ若者だ。ほかの人達のように自じ称しよう発明家っていうダメオーラは背負っていない。

「あ、ちょっと。これなんだけど」

　その商品を指差し、作造父さんは尋たずねる。

「性能的にはどうなのかな？」

「はあ………」

　若者はよく分からないって顔をしながら頭の後ろを搔かいた。

　事実よく分かってなかった。

　この、ガラクタ、もとい発明品を作ったのは若者の叔父おじにあたる人物で、若者は無む理りやりに手伝いに借り出されたのだ。

　肝かん心じんの叔父は急用が出来たとかで、昼にならないとやって来ない。

「えっと、悪くないと思いますよ」

　若者が適当に答えると、作造父さんは感心したように頷うなずいた。

「なるほどなるほど。悪くないか」

　メガネのツルの部分を動かしながら、それをためつすがめつ眺ながめる。

「さぞかし高いんだろうね」

「えっと、ちょっと待ってくださいね」

　若者は脇に置いてあったノートを見た。叔父から預かった価格表だ。

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと………」

　ざっと調べたけど、それの値段は書かれてなかった。

「あれれ？」

　もう一度確かめたけれど、やっぱり載っていない。

（そう言えば、おじさん言ってたっけ。値段の載ってないのは処しよ分ぶん品ひんだから５千円でいいって）

　若者が告げると、作さく造ぞう父とうさんは驚いたように目を大きくした。

「何、これが５千円？　本当かい？」

「え、ええ。そのはずです」

「ううむ、５千円か………」

　作造父さんは考えた。

（今は炊すい事じ洗せん濯たくをワルオくんにやってもらっているとはいえ、不ふ慣なれだからなかなか大変そうだしな。その度に怒るえるなを見ていて、あの娘この血圧が心配だったんだ。これを買えば、きっとうちも穏おだやかになるだろう）

　勝手にそんなことを考えて、作造父さんは大きく頷うなずいた。

「よし、買おう」

　財さい布ふから５千円札を引っ張り出す。

「どうも、それじゃお車まで運びますよ」

「いやいや、自分で運ぶよ」

　共用の箱はこ車ぐるまを持って来ると、その上に、それを乗っけてもらう。

「それじゃあね」

　ほくほく顔で、作造父さんは箱車を押して行った。

「こんなガラクタ誰も買わないと思ってたけど、物もの好ずきもいるもんなんだな」

　若者がそう呟つぶやいた後だった。

「お、待たせたな」

　若者の叔父おじが現れた。白はく衣いなんか着てる。自じ称しよう発明家のダメオーラがぷんぷん漂ってる。発明おじさんだ。

「どうだ売れ行きは？」

「今さっき一つだけ売れたよ」

　若者が説明する。

「一番奥おくにあったフリフリの奴やつが」

「フリフリの奴？」

　発明おじさんが眉まゆをひそめる。

「何だそれは？」

「だから、フリフリの奴だって。マニアが喜びそうなさ」

「はて？　そんなのあったかな？」

「あったよ。ちゃんと叔父さんの家のガラクタ置き場………じゃなくって、発明倉庫に転がってたんだから間違いないよ」

　若者は唇を尖とがらした。

「はい、売り上げの５千円。それじゃボクは家に帰るからね。こんなとこにいたら息が詰まっちゃうから」

　さっさと若者が倉庫を飛び出して行く。

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]む」

　発明おじさんは腕を組んで考え込んだ。

「フリフリ。う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]む」

　いくら考えても謎なぞは解けなかった。

「ま、いっか。売れたってことはいいことだからな」

　発明おじさんは気にしないことにした。

「さ、家をキレイにしてくれるお掃除ロボットだよ。これさえあれば掃除機きなんかいらないよ」

　発明おじさんの眉まゆ唾つばな呼び込みの声が、いかがわしい倉庫に木霊こだました。
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　大おお江え戸ど中学からの帰り道を、えるなは歩いていた。

　隣となりには、おっとりとした感じの女の子が一緒だ。友達の真ま夕ゆだ。家の方向が一緒だからよく一緒にこうやって帰っているのだ。

「そうだ。えるなちゃん」

　思い出したように、真夕が言う。

「噂うわさで聞いたんだけど、えるなちゃんの家にすっごいロボットがいるんだって？」

「すごいロボット？　ああ、ワルオのことね」

　えるなはへって顔をした。

「まあ、ある意味ではすごいって言えなくもないわね。だけどそれ以外ではちっともすごくないわ。むしろ役立たずが動き回ってるようなもんよ」

　きっぱりと、えるなが言う。

「今朝けさだって水みず加か減げん失敗してがちがちのご飯炊たくし、みそ汁しるは相変わらずしょっぱいか薄いかだし、漬つけ物ものだってちゃんと切れてなくて全部つながってるし。ああ、いつになったらまともな家か事じ出来るようになるのかしらね。あいつ」

　ぶちぶちと文句を言うえるなだけど、真夕は目を丸くする。

「え、えるなちゃん家ちのロボットってご飯炊いたりおみそ汁作ったり漬物切きったり出来るの！」

「まあ出来るとは言いがたいかもしんないけど、一応はね」

「すっごいすっごいすっごいすっごい」

　大おお袈げ裟さに、真夕はその言葉を繰り返した。

「そんなロボット作っちゃうなんて、えるなちゃん家のお父とうさんって天才なんだね」

「え？」

「やっぱり能あるタカはツメを隠かくすってことなんだね。尊そん敬けいしちゃうな」

「あのね、真ま夕ゆ。別にお父とうさんが作ったって訳じゃ………」

「あ、いけない。ピアノのお稽けい古こに遅れちゃう。それじゃあね、えるなちゃん。また明日あした」

　軽く手を振って、真夕はわき道に入っていく。

「お父さんがワルオを作った………か」

　えるなは思わず吹き出した。

「そんなことある訳ないのにね。うちのお父さんがあんなロボット作れる訳ないじゃない。お父さんの発明品見みせてあげようかしら。そしたら誤ご解かいも解けるだろうし」

　だけど、そこで言葉を止める。

「ちょっと待って………これってもしかしたらチャンスなのかも」

　えるなは考えた。

「お父さんがワルオのこと作ったんだって噂うわさが広まったら、それほどの技術力があるんなら安心だってことで修理の依頼がたくさん来るかもしんないわ。そしたら毎月赤字ってこの状況も少しは改善されるかも………」

　だけど、ゆっくり首を振る。

「ダメね。あんな性しよう悪わるで役立たずなロボットを作ったって広まったら余よ計けいにお客が離れてっちゃうに決まってるわ」

　えるなは、少し反省した。

「やっぱり地じ道みちにやるのが一番よね」

　とぼとぼとえるなが歩き出す。

「せめてワルオの奴やつがもう少し物もの覚おぼえがよければね。アタシも楽が出来るんだけど………」

　そんなことを呟つぶやきながら、日に本ほん橋ばし電気店の前へとやってくる。裏口もあるにはあるのだけど、そこに行くには細いわき道を体を細くして通っていかなくちゃならない。だから基本的に出入り口は店の方のを利用してるのだ。

「ただいま」

　自動ドアを通って店の中へと足を踏み入れる。

「お、今日はまたえらく早いじゃねえか」

　レジ台に足を乗っけてふんぞり返ってるワルガキッドが出迎える。

「職員会議があるとかでね。早く終わったのよ」

　レジ台に乗っかるワルガキッドの足をぴしゃりと叩たたいて、えるなが言う。

「それより、何であんたが店番なんかしてんの？　お父さんは？」

「親父おやじなら出かけてったぞ」

「どこに」

「さあ、よくは知らんがトラックで出ていった。帰ってくるまで店番を頼まれたんだよ。まあ、家事やってるよりも楽でいいがな」

　ワルガキッドがせせら笑う。

「なんせこんな店に客なんてちっとも来ないんだから」

　えるなは容よう赦しやなくジャミング音波を発生させた。日に本ほん橋ばし電気店の悪口には敏びん感かんなのだ。

「ぎええええええええ！」

　ワルガキッドの悲鳴が響ひびく。

「あんたってのはいつまでたってもその悪い口が直んないわね。口は災わざわいの元って覚えときなさい」

　刻みつけるようにそう言ってから、えるなは考え込んだ。

「だけど、トラックで出て行ったってのが少し気になるわね。配達かしら？」

「いや、別に荷物も何も載っかってなかったぞ」

　ジャミング音波のダメージから何とか復活したワルガキッドの証言だ。

「荷物も何も載ってなかったですって！」

　えるなは難しい顔をする。

「それはますます危ないわ。何かまた大きなガラクタを買って載っけてくるつもりなんじゃないの？」

　とがった目がワルガキッドに向けられる。

「あんたがちゃんと止めてれば………」

　真剣に怒られそうな雰ふん囲い気きだったもんだから、ワルガキッドはさっさと逃げ出した。

「それじゃ、オレ様フロ掃除してくっからよ」

　あっと言う間に姿を消してしまう。

「いや、だけど決め付けるのはまだ早いわね。たまにはお父とうさんのこと信じてあげなくちゃ」

　うんうんと頷うなずくえるなの目に、店の前で止まる一台の軽トラックがうつる。日本橋電気の軽トラックだ。

　そんでもって、その荷台にはしっかりと荷物が載っかってた。大きな段ボール箱だ。

「お父さん！」

　えるなは店の前に飛び出した。

「お、えるなじゃないか。今日はえらく早いじゃないか」

　軽トラックから降りて来た作さく造ぞう父さんがメガネの奥の目を細める。

「具合でも悪くなって早帰りして来たのか？」

「そうじゃなくって、今日は職員会議があって………そんなことはどうだっていいの。一つだけ教えて欲しいんだけど」

　すーはーすーはー深しん呼吸してから、えるなは努めてにこやかに尋たずねた。

「この荷物って、頼まれた修理品とかだよね。何か買って来たって訳じゃないよね」

「おっと、気がついたか。さすがえるな。めざといじゃないか」

　こんだけどかんと自己主張してりゃ気がついて当然でしょ！

　って叫びたいとこだったけど、えるなは自じ重ちようした。話が長くなってしまう。

「それで、これは何なの？」

「うむ、これは今日、発明品即そく売ばい会かいへ行って買って来た全自動お掃そう除じロボットなんだ」

「………ちょっとでも、ちょっとでも信じたアタシがバカだったわ」

　えるなはがっくりと頭を垂れた。ふつふつと怒りが込み上げてくるのを感じる。

　そんなえるなの様よう子すに気づいたのか、作さく造ぞう父とうさんが慌あわてて付け加える。

「大丈夫だ。何とたったの５千円だったんだからな。それに、このロボットに掃除してもらえれば、お前やワルオくんだって楽が出来るだろ。実にいい買い物だと思うんだが」

「あのね、お父さん。分かってる？　あの超ちよう高性能だって言い張ってるワルオですら、満足に掃そう除じ出来ないのよ。それを５千円で買って来たロボットが出来る訳がないでしょ」

「心配はいらん。お前も一ひと目め見れば分るはずだ」

「え？」

「よし、見せてやろう」

　作造父さんは、軽トラックの荷台によじのぼると、早さつ速そく段ボール箱を開け始める。もともと、すっぽり上から被かぶせてあっただけのものだから、さほど苦労もしない。

「どうだ！」

　段ボール箱が取り払われたそれを前に、作造父さんは自信たっぷりに言った。

「………」

　えるなはポカンとしてそれを見上げてた。

　てっきり掃除機の出来そこないのようなものが出てくると思ってたのに、そんなんじゃなかった。

　箱の中から現れたのは、フリフリのメイド服を着た女の子だ。よく見ると、頭からアンテナが突き出してたりメイド服から露ろ出しゆつしている部分が金属なのが分かる。だけどロボットって言うよりは等とう身しん大だいフィギュアと言った方が適切のようだ。

「あのさ、お父さん」

　慎しん重ちように言葉を選びながら、えるなは尋たずねた。

「これが、お掃除ロボットなの？」

「ああ、そうだ。よく出来ているだろう。これが５千円というのは安いと思わないか？」

「それで、これが動いて掃除してるとこは見たの？」

「いや、それは見てないが………」

「じゃあ、どうしてこれがワルオよりちゃんと掃除出来るって思ったの？」

「そりゃあお前………」

　作さく造ぞう父とうさんは当然とばかしにおっしゃった。

「メイドさんの格かつ好こうをしてるじゃないか。だったら掃除は得意だろう」

「それから？」

　えるなは辛しん抱ぼう強くほかの理由を待った。だけど答えはなかった。それだけだった。

「………何だかアタシ、頭が痛くなって来たわ」

　えるながこめかみを押さえたときだ。

「おい、えるな。フロ掃除の洗せん剤ざいがまたなくなっちまったぞ。新しいのどこにあんだ………」

　ひょっこりと顔を出したワルガキッドの表情が強こわ張ばる。

「こ、こいつは！！！」

　その視線の先には、メイドロボットがあった。

　しばし口をぱくぱくさせてから、ワルガキッドはえるなに嚙かみついた。

「えるな！　お前どうしたんだよこれ！」

「どうしたって？　お父さんが買って来ちゃったのよ」

「よりによってこんなもんを！！！」

　のけぞり叫ぶワルガキッドに、えるなが目をぱちくりさせる。

「何よ。あんたこのロボット知ってるの？」

　そこでハッとする。

「え、もしかしてこれって24世紀の国こく連れん警察軍とかの………」

「いや、国連警察軍のロボットじゃねえよ。だけどある意味それ以上に厄やつ介かいなロボットだ」

　深しん刻こく度ど３００パーセントで、ワルガキッドが言う。

「おい、えるな！　今すぐこいつを捨てて来るんだ。出来るだけ遠くにな。悪いことは言わん。早くしろ！　何かの間違いで起動しちまう前に早く………」

「おや？」

　作造父さんがメガネをちょいと押し上げた。

「こんなところにスイッチが」

「や、止めろおおおお！」

　ワルガキッドが叫ぶのも聞かず、作造父さんの指がメイドロボットの首の後ろをポチっと押す。

　ブインという起き動どう音とともに、メイドロボットがパッチリと目を開く。

　ゆっくりと左右に首が動かされる。

　その瞳ひとみが、一点で止まる。

「あ！　ワルガキッド様だ！」

　ワルガキッドめがけて深くお辞じ儀ぎする。

「おはようございます。ワルガキッド様。今日は何をすればよろしいでしょうか？」

「何よ。あんたの知り合いなの？」

「ちょっとしたな」

　ぶすっとした顔で、ワルガキッドは答えた。
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「はじめまして。エムロン社製、万能お手伝いロボット、メイア０Ｃ５型です。メイアちゃんとお呼びください」

　日に本ほん橋ばし電気店の居間にて、メイアは深ぶかとお辞儀した。

「どうも、ご丁てい寧ねいに。日本橋電気店店てん主しゆ、日本橋作さく造ぞうと申します。叔父おじ様と呼んでくださればけっこうです」

　格かつ好こうつけて作造父とうさんが言う。

「えるな。ま、呼び方はどうだっていいわ」

　えるなも、一いち応おう自己紹介した。

　それから、隣となりのワルガキッドに小声で囁ささやく。

「聞くまでもないけど、24世紀のロボットなのよね」

「ああ、その通りだよ」

　相変わらずぶすっとした顔でワルガキッドが呟つぶやく。

「言うまでもなく、その通りさ」

「ふうん」

　えるなは目の前のメイドロボット、メイアを改めて眺ながめた。確かに、こんな風に喋しやべったり動いたりしてるのだ。21世紀じゃ無む理りだろう。

「それで、えっと、メイアちゃんはワルオとはどういう関係なの？」

「はい、ワルガキッド様はメイアの命の恩おん人じんなのです」

「命の恩人？」

「はい」

　ハキハキとメイアが答える。

「廃はい棄き処分にされそうになっていたところを、ワルガキッド様に助けていただいたんです」

　うっとりとした口く調ちようで、メイアが言う。

「あれは、もうずっと前のことです。通販で買われたメイアは、とあるお屋や敷しきで働いていました。一生懸けん命めいにお仕事してたのですが、そこのお屋敷のご主人様がひどい人で、メイアのことスクラップにしてしまおうとしたんです。そんなときに、ワルガキッド様が現れて、メイアのことを助け出してくださったのです」

「ワルオが？」

　胡う散さん臭くさそうに、えるなはワルガキッドを横よこ目めで見た。

「信じられないわね。あんたがそんなヒーローみたいなことするなんてね」

「それで、メイアはワルガキッド様のお屋や敷しきで働くことになったのです」

　純粋な顔したまま、メイアはワルガキッドに尋たずねた。

「ところでワルガキッド様、ここは一体どちらなのですか？　ゴックアック様の姿も見当たらないようですけど？」

「メイアちゃんは、知らないのね。タイムスリップして来ちゃったってこと」

「え、タイムスリップ？」

　きょとんとした顔を見せる。

「ちょっとワルオ。あんたちゃんと説明しなさいよ」

「………しょ[image: ～][image: ～]がね～な」

　面めん倒どう臭くさそうに、ワルガキッドは早口でまくしたてた。

「ここは24世紀じゃねえんだ。21世紀のオーエドシティーなんだよ。ゴックアックのじいさんがちょっとした実験で失敗しやがってよ。それでオレ様はタイムスリップして来ちまったんだ。で、この電気屋に厄やつ介かいになってるんだ」

「え！　そうだったんですか？」

　驚いたように、メイアは口に手を当てる。

「そういう訳だから、昔みたいに働いてもらうって訳にはいかねえんだ。何ってたってこっちも居い候そうろうみたいな身だからな。だからお前もどっか雇ってくれそうなとこ探せよ。それじゃな」

　さっさと立ち上がり部屋を出て行こうとするワルガキッドを、えるなが引っ張り戻す。

「あんたは、薄はく情じようにも程ほどがあるわよ。自分家ちで働いてもらってたメイドロボットなんでしょ？」

「あのなあ、えるな。お前は何も知らないから………」

「お願いします。おじ様。メイアをこのお家うちに置いてください。一生懸けん命めい働きます」

　メイアがぴしっと土ど下げ座ざする。

「炊すい事じ洗せん濯たくお掃除何なんだってします。ですから………」

「なあ、えるな」

　おじ様と呼ばれてすっかり気分をよくした作さく造ぞう父とうさんが、眦まなじりを下げる。

「どうだろう？　そりゃ家は狭くなるだろうが、メイアちゃんの一人ぐらい置いてあげたっていいんじゃないか？　炊事洗濯に掃除とやってくれるっていうならいろいろと助かるし」

「そうね。いつまでたっても上達しないワルオよりは、メイアちゃんにやってもらえれば確実だろうし」

「おい、えるなって」

「あんたは黙ってなさいって」

　何かを必死に訴えようとしてるワルガキッドをぴしゃりと叱しかりつけてから、えるなはメイアに顔を向けた。

「いいわ。メイアちゃん。大だい歓迎よ」

「ありがとうございます！」

　メイアが深ぶかと頭を下げる。

「それでしたら早さつ速そく何か御用はありませんか？」

「そうだな。そう言えば昼飯がまだだったな」

　作さく造ぞう父とうさんがお腹なかをさする。

「もしよかったら何か………」

「分かりました。すぐに作らさせていただきます。お台所はどちらですか？」

「ああ、そこを出て右に曲がった所だよ」

「はい」

　スキップのような足取りで茶の間を飛び出して行く。

「どうだい、５千円にしてはいい買い物だろ？」

　作造父さんがえっへんとばかしに胸を張った。

「そうね。確かにお父さんにしては上じよう出で来きよね」

　珍しく、えるなも同意する。

「これで、あんたの作るまずい料理に文もん句く言わなくてもよくなったのね」

　えるなが伸びをしながらワルガキッドに顔を向ける。

「あんたも喜んでるんでしょ。楽になるからって。まあ、その分、お店の方の仕事をやってもらうことになるけどね」

「お前、なんも分かってねえな」

　力なく、ワルガキッドが言った。

「何であいつがスクラップにされそうになってたのか、気にならないのか？」

「え？　だから、悪い人に買われて………」

「ま、お前もすぐに分かるよ。スクラップにしたくなる気持ちがな」

　ふてくされたようにそっぽを向く。

「何なのよも～」

　と、メイアが茶の前に入ってくる。

「さ、お召し上がりくださいな」

　どでんと置かれたお盆ぼんの上には、大きな皿が載っかっていた。

　お皿の中身は、何だかぐちゃっとしていた。ぐちゃっとしてもちゃっとしてむちょっとしていた。

「う………」

「どうぞ、おいしいですよ」

　満面の笑みでメイアが言う。

「まあ、メイアちゃんがおいしいって言うなら間違いないだろう」

　基本的に人が良すぎる作さく造ぞう父とうさんが箸はしを持つ。

「きっと24世紀の特別料理なんだろうな」

　微笑ほほえみながらそのぬちょっとしてぐちゃっとしてるものを箸で摘つまみ上げ、口に入れる。

　ピシリ！

　作造父さんの顔面がそのままの表情で強こわ張ばった。

「どうですか？　一生懸けん命めい作ったんですけど？」

　どんどん青ざめていく作造父さんに、小こ首くびを傾かしげてたメイアだけど、何かをひらめいた様よう子すで頷うなずく。

「なるほどなるほど、分かりました。お手伝いしますね」

　メイアは問もん答どう無む用ように作造父さんの口を開くと、スプーンで料理を食べさせてあげた。だけど傍はた目めから見たら押し込んでるようにしか見えない。

「どうぞ、たくさん食べてくださいね」

　作造父さんは返事をしなかった。もとい返事が出来なかった。意識がもうあっちの世界に旅立ってたからだ。

[image: ]

「ワルオ、あんたの言ってたスクラップにしたくなる気持ちって、こういうのが原因な訳？」

　小声で尋たずねるえるなに、ワルガキッドが首を横に振る。

「こんなのは序じよの口くちさ。まだまだこんなもんじゃない」
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　そして、翌よく日じつ。

「お掃除お掃除らんらんらん」

　がしゃんがしゃんがしゃんがしゃんがしゃん！

　メイアが掃除機きをかけていく先々で、いろんな物が壊れる音が響ひびく。掃除機の先っぽをいろんな物にぶつけちゃってるのだ。

　そんなすごい音にもかかわらず、メイアはこれっぽっちも気づいちゃいない。

「よし、これでお掃除終わりっと」

　もちろん残されたのは、地球外がい生命体が攻めて来た後のような惨さん状じようだ。

「次はお洗せん濯たくですね」

　洗濯機にはたっぷりと洗濯石せつ鹼けんを入れる。一箱丸まる々まるだ。

「お洗濯っと」

　ポチっとスイッチを押すと、洗濯機からはブクブクと泡が噴ふき出す。カニのお化けみたいにだ。

　だけどメイアはちっとも気がつかない。

「そうだ、お食事作らないとお食事」

　メイアが台所に入っていってから数分後、ドカンという爆発音が響いた。

「どうぞ、今日のお昼です」

　ちゃぶ台の上にドカンと置かれたのは、得え体たいのしれない真っ黒い塊かたまりだ。

「あの、メイアちゃん。何か黒い煙が漂って来てるんだけど………」

「大丈夫です。ちょっと散らかってしまっただけですから。すぐに片づけますからお食事しててくださいね」

　ぺっこりとお辞じ儀ぎすると、メイアは台所に引っ込んで行く。と、シューシューという音が聞こえて来た。白くて粉っぽい煙が漂って来る。消火器が使われてるようだ。

「正直、ここまでとは想像してなかったわね」

　えるなが息を吐き出す。

「炊すい事じに洗濯に掃除。完かん膚ぷなきまでにダメダメね。しかも辺りを巻き込むダメダメだわ」

　ぶくぶくという泡が廊下に見えたもんだから、えるなはやれやれと首を振る。

「あんたの家事がまともに見えて来るほどよ」

「まあな。味はともかくとして、少なくとも食べられそうなものは作るぞ」

　うへえって顔しながらワルガキッドが真っ黒い塊かたまりをつっつく。

「24世紀でもあんな風だったの？」

「ああ。秘ひ密みつ基地でもな。掃除しながらたくさんの新型爆ばく弾だんを棚たなからごとごと落としやがったんだ。秘密基地の半分が吹っ飛んだんだぞ」

「とんでもないわね」

「で、結局、このまんまじゃあまりにも危なすぎるってことで、ゴックアックのじいさんと協力してスイッチを切ったんだ。それで、倉庫の奥に突っ込んどいたんだ」

　ワルガキッドが舌した打うちする。

「まさかそれがタイムスリップして来るなんてな。しかもそれをお前の親父おやじが買って来るなんて。しかもあんだけ苦労して切ったスイッチをまた入れやがって」

「まあ、お父とうさんにとっても災さい難なんだったわね。まだ寝込んでるんだもの」

　昨日、メイアによって食べさせられたぬちょっとしてぐちょっとしてぬちゃっとした物のせいだ。

「どうしたもんかしらね。笑顔でやってくれてる分、言いづらいけど、もう家事はしなくていいって伝えた方がいいかも」

「じょ、冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　血けつ相そうを変えてワルガキッドが叫ぶ。

「絶対にそんなこと言うな！　絶対の絶対だ！」

　と、メイアが居間にやって来る。

「あら？」

　ちっとも減っていない皿の上の料理に、メイアの顔が曇る。

「もしかして、お口に合わないとか？」

「え、そんなことないわよ。ねえ、ワルオ」

「お、おう。そんなことないぞ」

　ワルガキッドもコクコクと頷うなずく。

「これから食べようとしてたとこなんだよ」

「あ、じゃあ全部食べていいわよ」

　さらっとえるなが言う。

「アタシ、ちょっとダイエットしてるのよ」

「えるな、お前な………」

「ほらほら」

「ぐううううう」

　ものすごい勢いでえるなのこと睨にらみつけてから、ワルガキッドは皿を持ち上げると一気に口に流し込んだ。

　バリバリゴリバリゴリバリゴリバリ。

　およそ食物を食べているとは思えない凄せい絶ぜつな音が響ひびく。

「わあ、ワルガキッド様。すごい食欲です」

　メイアが手を叩たたいて喜んだ。

　ゴックン！！！

　飲み込んだワルガキッドは、息もたえだえといった様よう子すながら表情を作る。

　ぎこちなさの極きよく致ちといった感じの笑顔で、言った。

「な、なかなかうまかったぞ」

「ありがとうございます。ワルガキッド様に喜んでいただいてメイア嬉うれしいです」

　満面の笑みでお辞じ儀ぎするメイア。

　そして、非ひ情じようにも言い放った。

「おかわりたくさんありますから、持って来ますね」

「おい、ちょっと待て！」

「えるな様にも、ダイエットに最適な低カロリーな食事を作ってまいります」

「え、ちょっと待って！」

　ワルガキッドとえるなの制止も聞かず、メイアは行ってしまった。

「冗じよう談だんじゃねえ。あんなもんもう一皿も食ったらオレ様の腹が壊れるぞ」

「あんたでもお腹なか壊こわすことあるの？」

「オレ様の壊れるってのは本当にぶち壊れるってことだ。食物分ぶん解かい炉ろが機能しなくなっちまう」

　勢いよく立ち上がる。

「えるな。ちょっと出かけてくる」

「逃げ出すつもり？」

「違うよ。クワガタのおっさんとこに相談しに行くんだよ」

　居間を飛び出そうとするワルガキッドに、えるなが声を飛ばす。

「クワガタ警けい部ぶさんなら、アパートにはいないわよ。今日から新しい仕事だって言ってたから」

「え？　どこだよ！」

「しょうがないわね。アタシが案内してあげるわ」

　えるなも立ち上がる。

「さ、行くわよ」

「何だよ。お前だって逃げ出したいんじゃないか」

「違うわよ。アタシはあんたの案内で」

「まあ、別にいいよ。行こうぜ」

　ワルガキッドとえるなは揃そろって居間を後にした。

「だけど、正直驚おどろいたわ」

　小声で、えるなが囁ささやいた。

「あんたが無む理りしてあれを食べるなんてね。てっきり、こんなもん食えるかってちゃぶ台ひっくり返すんじゃないかと思ってたけど」

　複雑な表情で、ワルガキッドは呟つぶやいた。

「それが出来りゃ苦労しねえよ」

　もう一度繰り返した。

「それが出来りゃあな」
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　日に本ほん橋ばし駅の前に、一台の車が止まっていた。ピンク色の小こ奇ぎ麗れいなバンだ。側面にはポップな丸文字で、『クレープ』と書かれている。

「あ、クレープよ」

「食べてかない？」

　駅から出て来た女の子二人が、足あし早ばやにバンに駆け寄る。

「すみません」

「なんだ」

　ぬうっと顔を出したのは、泣いてる子もついついひきつけを起こしてしまうようないかつい顔だ。

　がちょんと装着されたサイバーチックなサングラスが、女の子達を見つめてる。

　さらに体つきだっておかしなくらいの筋きん肉にく質しつだ。とてもクレープなんか焼くための肉体じゃない。

「何か用事か？」

　ものすごく威い圧あつ的な口く調ちようで、男は言った。

「あの、そのあの………」

　しどろもどろのあたふたする女の子に、男が思いついたように片方の眉まゆを持ち上げる。

「お、もしかしてクレープを買いに来たのか？」

「は、はいそうです」

「そうかそうか。よし、すぐに作るからな。それで、何がいい？」

「えっと………」

　頭が真っ白になっていて言葉が出てこない二人に、男がぐいっと顔を近づけた。

「何がいいんだ？」

「は、はい。えっと、それじゃこれとこれを」

　メニュー表を見もせず指差す。

「チョコアーモンドとスペシャルフルーツミックスだな。少し待っていてくれたまえ」

　男がクレープを作り始める。その巨大な手は見かけ通りの不ぶ器き用ようだった。

「えい、この！　これでどうだ！　うりゃ！　くそ、うまくいかん」

　すごい形ぎよう相そうでクレープと格かく闘とうしている男の姿に、女の子達は手を取り合って震えた。それぐらい怖かったのだ。

「ええい、こしゃくな奴やつめ！　こうしてやる。これでどうだ！」

　生クリームやチョコレートの雫しずくを辺りに撒まき散らしながらも、何とかクレープを完成させる。

「やった！　出来たぞ！」

　大きく肩で息をしながら、男はそのクレープ（のようなもの）を突き出した。

「待たせたな。チョコアーモンドにスペシャ………」

　女の子達は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「あれ？　どこ行ったんだ？」

「おじさんがすごい顔でクレープを作ってたから逃げて行っちゃいましたよ」

　車の奥でフルーツを切ってたガネッコが、大きく息を吐き出した。

「明日あしたからはおじさん一人でやんなくちゃいけないのに。こんなんじゃ先が思いやられます。もう少し愛あい想そうよくしてくださいよ」

「そんなに愛想が悪いか？」

「悪いですよ。まるで鬼おに瓦がわらみたいです。せめてそのサングラス取っちゃったらどうですか？」

「バカを言うな。このサングラスは特殊端たん末まつにつながっているのだ。指し名めい手配の犯罪ロボットを見かけたら即そく座ざに反応するように」

「大丈夫ですよ。21世紀にそんなロボットいませんですから。ワルガキッドさんだけですよ」

　ガネッコがひょいと手を伸ばして、クワガタからサイバーちっくなサングラスを奪い取った。

「こらあ！」

「ほら、すぐにそうやって怖い顔になるからいけないんですよ。ほら、笑ってくださいって。家計のためですよ」

「ううむ、家計のためというなら仕方ない」

　ぐちぐち言いながらも、クワガタ警けい部ぶが笑顔を浮かべる。

「これでどうだ？」

「ダメです。まだ固いです」

「それならこれでどうだ？」

「もう少し目を細くしてくださいよ。あと口元が固いですよ」

「ならばこれで」

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、ダメですね。どんどん訳が分かんなくなって来ちゃいました」

　大きく息を吐き出してから、ガネッコはポンと手を叩たたいた。

「そうだ」

　ポケットから取り出したのは、妙みようなチューブだ。

「何だそれは？」

「接着のりですよ。ただし、24世紀のです。これでおじさんの顔を素す敵てきな笑顔にしてあげますよ」

「それを本ほん官かんの顔につけるというのか、勘かん弁べんして………」

「いいんですか？　ご飯が食べられなくなっても」

「う、それは困る」

「ならじっとしててくださいな」

　ガネッコがチューブの蓋ふたを開ける。

「大丈夫です。アタシ、カレッジにいたころに特殊メイクの講義も受けてたんです。これぐらいお茶の子さいさいですよ」

　クワガタ警けい部ぶの顔に、ガネッコはぺたぺたと24世紀の未来のりをくっつけた。そしてほっぺとかを引っ張って表情を作っていく。

「出来ました。どうですか？」

　コンパクトを開けて見せる。

「ぬう、これが本官か？」

　カガミに映っていた顔に、クワガタ警部は思わず息を漏らした。

「まるで別べつ人じんのようではないか」

　事実別人のようだった。固さのかけらもない素晴らしい笑顔だ。さわやかさすら感じられてしまう。

「その笑顔のままでお願いしますね。まあ強力な接着のりですから、表情を変えようったって無む理りでしょうけどね」

「ふっふっふ、任せておきなさい。次こそバッチリ応対してやるからな」

　タイミングよく、人ひと影かげが現れる。

「いらっしゃい。何にしますか？」

　そんなさわやかな笑顔を向けるけど、返ってきた言葉はこんなだった。

「何だよその顔。気持ち悪いぞ」

「ん？　お前はワルガキッド！！！」

　クワガタ警部の顔面がもぞもぞと動いた。次の瞬しゆん間かん、またいつものいかつい鬼おに瓦がわらのような顔に戻る。強力な接着のりですら跳ね飛ばすいかつい顔パワーだ。

「何しに来た！　そうか！　本官の初仕事の邪じや魔まをしに来たんだな！」

　クワガタ警部は隠かくし持ってた電でん磁じリボルバーを引っこ抜いた。

「そうはいかんぞ！」

　電でん磁じリボルバーの銃口がきっちりとワルガキッドの頭に向けられる。

「覚かく悟ごしろ！」

「おじさん！」

　アルミ製の大きなボールが飛んで来た。ガネッコが投げつけたのだ。

「そんなだからお客さんが逃げてっちゃうんですよ！　大体おじさんってばいっつもそうです。ここは24世紀じゃないんですよ。いい加か減げん分かってください！！！！」

　ガネッコのお説教は、それからしばらくの間続つづいたのだった。
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「それで………」

　駅近くの公園にて、ぶすっとした顔でクワガタ警けい部ぶが言う。

「本ほん官かんに何か用事なのか？」

　サイバーチックなサングラスもがちょんと装着してるし、顔はいかついままだ。クワガタ警部らしい姿だ。

「ああ、実はな」

　チョコバナナクレープを頰ほお張ばりながらワルガキッドが言う。ちなみにこのクレープはガネッコが作ってくれたものだ。

「ちょっとばかし厄やつ介かいな問題が生まれちまってな。で、クワガタのおっさんに力を借りたくてよ」

「ふん、誰が貴き様さまなんかに」

「まあまあ、おじさん。話だけでも聞きましょうよ」

　ガネッコがなだめる。

「それで、どんな問題なんですか？」

「ああ、実はえるなの親父おやじがな、とんでもないロボットを買って来やがったんだ」

　ワルガキッドが話し出した。

「オレ様達と同じでタイムスリップしてきちまったんだがな」

「一体どんなロボットだ？」

　深刻に尋たずねるクワガタ警部に、えるなが答える。

「メイドさんのロボットよ」

「何だ、メイドロボットか」

　クワガタ警部が緊きん張ちようを緩める。

「驚かすな。どんな危ないもんかと思ったぞ」

「24世紀のメイドロボットは便利でしょう」

　笑顔でガネッコが言った。

「うちも欲しかったんですけどね。高価なものだから買えなかったんです。えるなさんのお父さんはいくらで買って来られたんですか？」

「えっと、５千円とか言ってたわね」

「５千円！　それなら本ほん官かんだって買いたいくらいだぞ」

「本当ですよね。24世紀でだって安いのでも１００万ツーカぐらいしますもん」

　わいわいと羨うらやましいトークを繰り広げるクワガタ警けい部ぶとガネッコに、ワルガキッドが呟つぶやいた。

「問題は、そのロボットが、メイア０Ｃ５型だってことだ」

　二人の表情が強こわ張ばった。

「メイア０Ｃ５型だって………」

　ゆっくりとワルガキッドに顔を向ける。

「い、一体どうしてそんなもんがタイムスリップして来たんだ！　あれはメーカーが全部回かい収しゆうしたんじゃ」

「一台だけ残ってたんだよ。って言うか、オレ様がうっかり盗んで来ちまったんだがな」

　ワルガキッドが苦く笑しようする。

「それで？　メイア０Ｃ５型の状況は？」

「まだ大丈夫だ。大だい事じには至っていない」

　ワルガキッドが説明する。

「今のうちに何とかしとかなくちゃなと思ってな。だけど下手へたなちょっかいは出せないだろ？　だからクワガタのおっさん達の力を借りたくてな」

「そういうことなら仕方ないな」

　クワガタ警部が頷つぶやいた。

「本当は初仕事の日で手が離せないんだが、特別に協力してやろう」

「そう言って。本当はもうクレープ屋さんが嫌になったんじゃ」

「ガネッコ！　お前は24世紀のオーエドポリスとしての自覚が！」

「はいはい、分かりましたよ。協力しますよ。メイア０Ｃ５型ですもんね。重大さは分かってます」

　はあって息を吐き出す。

「初日からさぼってちゃ、もうこの仕事は終わりですね。新しい仕事探さがしてもらわないと」

「それで、どうする？」

「ああ、作戦は考えてきたんだ」

　ごにょごにょとワルガキッドとクワガタ警部が話し始める。

「しかし驚きましたね。あのメイア０Ｃ５型だなんて」

　ガネッコが恐ろしいと首を横に振る。

「メイアちゃんって、そんなに恐れられてんだ」

　えるなの頭に、いろんな光景が浮かび上がる。

　破壊された数々のもの達、泡を吹き出し続ける洗せん濯たく機き、消火器で真っ白くなった台所、真っ黒い料理、寝込んでる作さく造ぞう父とうさん……。

「確かに、恐るべき存在であることは確かね」

　しみじみと、えるなは頷うなずいた。
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　日に本ほん橋ばし電気店から少しばかし離れた公園に、ワルガキッド、クワガタ警けい部ぶ、ガネッコが待機していた。茂みの後ろに身をひそめて体を小さくしている。もっともクワガタ警部の体はしっかりとはみ出しちゃってたけど。

「ただいま」

　やって来たえるなが、クワガタ警部の大きな背中の後ろにしゃがみ込んだ。

「一応、メイアちゃんに買い物を頼んできたけど」

「でかした。それじゃメイアはここを通るんだな？」

「ええ。お風ふ呂ろ掃除してから家を出るって言ってたから、もうすぐ通るんじゃないの？」

「よし、準備は万ばん端たんだな。おっさんの方は？」

「安心しろ。ヘマはしないさ」

　クワガタ警部が重々しく頷く。

「ロボ犯課にかけてな」

「あの、おじさん。意気込みは分かるんですけど、何もこんな格かつ好こうしなくてもいいと思うんですけど………」

　ガネッコがおずおずと言った。もちろんこんな格好ってのが、クワガタ警部とガネッコが装着してる24世紀のオーエドポリスの制服だってことは言うまでもない。

「何を言うか。オーエドポリスの職員としての自覚が………」

「はいはい、足りませんでした。すみませんでした」

　さっさとガネッコが謝った。どうせ何を言っても熱ねつ血けつ思し考こうな説教が返ってくるだけだからだ。

「ところでさ、アタシだけ詳しいこと聞いてないんだけどさ。一いつ体たい何するつもりなの？　24世紀組だけで納なつ得とくしてないで教えて頂ちよう戴だい」

「ったく、しょうがねえな。いいか、計画はこうだ。メイアが歩いてきたら………」

「あ、ワルガキッドさん。来たんじゃないですか」

　ガネッコの声に、ワルガキッドの説明が止まる。

「本当か？」

　クワガタ警部が手に持ってた電子双そう眼がん鏡きようをひったくる。

「おい、ワルガキッド。お前もロボットならズーム機能くらい」

「悪いな。パワーレベル１じゃ両目とも視力は１・０だ」

　電子双そう眼がん鏡きようを目に押し当てる。

「よし、間違いないぞ。メイアの奴やつが歩いてくる」

「ちょっと貸しなさい」

　ワルガキッドから電子双眼鏡をひったくって、えるなが覗のぞき込む。

　買い物カゴを片手にスキップを踏みながらやってくるメイアの姿が見えた。口もとが動いているのは歌なんか歌っちゃってるのかもしれない。

「楽しそうね。メイアちゃん。これから何が起こるかも分からないのに」

　そこで、ぶすっとして呟つぶやく。

「って言うか、アタシだって何するか分かってないのよね。ねえ、一いつ体たい何を」

「えるな君。返してもらっていいかな？」

　クワガタ警けい部ぶに言われて、電子双眼鏡を渡す。

「おっさんどうだ？」

「大丈夫だ。ターゲットはこちらに気がついていないようだ。順調にポイントへの距離を縮めているぞ」

　緊きん迫ぱくした空気に、えるなも口を挟めなくなる。

「ポイント到達まで20メートル、15メートル、10メートル」

　カウントダウンが開始される。

「５メートル、０メートル。ポイント到達、電でん磁じトラップを発動する」

　クワガタ警部が、手の中の装置のスイッチを押す。次の瞬しゆん間かん、歩いていたメイアを取り囲むように青白い稲いな妻ずまが走る。

　メイアがぱったりと倒れる。

「よし、うまくいったぞ！」

　ワルガキッドが立ち上がった。

「ちょっとちょっと、何したのよ。メイアちゃん壊れちゃったんじゃ」

「心配すんな。電磁波で一時的に機能をマヒさせただけだ。ここからが勝負なんだ」

　ワルガキッド、クワガタ警部、そしてガネッコが倒れるメイアに駆け寄る。

「婦ふ警けいの姉ねえちゃん。頼んだぞ」

「分かりました。だけどワルガキッドさん。わたしはガネッコって名前があるんです。婦警の姉ちゃんなんて呼ばないでください」

　文句を言いながらも、手にしたパソコンのような機械から伸びるコードをメイアの首くび筋すじのプラグに差し込む。

「マヒした機能が回復するまで約５分ですね。その間にセキュリティーを突破して到達します」

　ガネッコがぽちぽちと操作していく。

「よかった。カレッジでハッキングの講座も取っといて」

　そんなこと呟つぶやきながら、意い外がいと手て馴なれた手つきで操作していく。

「急ぐんだぞ。機能が回復したらえらいことだからな」

　クワガタ警けい部ぶがはっぱをかけた。

「ちょっとワルオってば。一体何してんの？」

　いい加か減げん蚊か帳やの外って状況に耐えられなくなったえるなが、ワルガキッドを引っ張った。

「今度こそちゃんと教えて頂ちよう戴だい。教えてくれないとひどいからね」

「わ[image: ～][image: ～][image: ～]ったよ。つまり、今やってるのは、メイアの制御コンピューターへアクセスしてんだよ」

　早口にワルガキッドが言った。

「本当なら製作メーカーしか触れられない所だからな。だから苦労してんだ」

「それで、メイアちゃんの制御コンピューターへアクセスしてどうするの？」

「修理モードにしてコアボールを出させるんだ」

「コアボールって何よ」

「動力炉ろみたいなもんだよ」

「それでどうすんの？」

「ぶっ壊すのさ」

　こともなげにワルガキッドが言う。

「そうすりゃもうメイアは動かねえからな」

「………………………」

　えるなは思わず言葉を失った。

「制御コンピューターへ到達しました！」

「よし、いいぞ。修理モードに設定してくれ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！！！！」

　えるなは叫んだ。

「動力炉がなくなっちゃったら、メイアちゃんもう動けなくなっちゃうじゃない。21世紀じゃ代わりはないんでしょ？」

「動けなくするためにやってんじゃねえか。お前だって困るだろ？　あのままだと」

「それは、それは確かに困るけど。だけど破壊するだなんて聞いてないわ。そんなの絶対に認めない！　認めないったら認めないんだからね！」

　メイアを守るように立ちはだかると、えるなが啖たん呵かを切った。

「警部さんもガネッコさんもひどいですよ！」

「しかしなえるな君。安全のためには………」

「そりゃ、家事がダメダメで危なっかしいことは認めますけど、だけど壊すほどじゃないはずです！」

「え？　家事がダメダメ？」

　クワガタ警けい部ぶが目をぱちくりさせる。

「一いつ体たい何のことだ？」

「え？」

　今度はえるながポカンとする番だ。

「だって、家事がダメダメだから危険ってことじゃ」

「違うんだよ」

　ワルガキッドは首を振った。

「掃除すると物が壊れるとか、洗せん濯たくすると泡だらけになるとか、料理すると台所が燃えるとか、出来た料理は食い物ですらないとか、そういったことが問題なんじゃねえ。メイア０Ｃ５型の本当の恐ろしさはな………」

「………掃除すると、物が壊れる………」

　その声は、えるなの後ろから聞こえてきた。

「マジ………かよ」

　ワルガキッドの顔が青ざめる。

「洗濯すると、泡だらけ………」

　メイアが起き上がっていた。

「時間切れだったみたいです」

　ガネッコが囁ささやく。

「料理すると、台所が燃える。出来た料理は食い物ですらない。そうだったんですね。メイアは、メイアはどうしようもない役立たずのロボットだったんですね」

「ち、違うぞメイア。今のはお前のことじゃなくって！　そうだ、えるなのことなんだよ。こいつの家事はそりゃあもうとんでもなく」

「何よ。いつアタシの家事がとんでもないことになったのよ！」

「バカ！　こんな状況なんだから話を合わせろって！！！」

　ワルガキッドとえるなが無意味に言い争ってる中、うつむいたままメイアが呟つぶやく。

「メイアは、役立たず。メイアは、役立たず。役立たず」

「やばい！　逃げるぞ！」

「え？」

「いいから来い！」

　えるなの手を引っ張ってワルガキッドが走り出す。次の瞬しゆん間かん、強烈な衝しよう撃げき波はがメイアからほとばしった。

　一同、軽く吹っ飛ばされた。

「あたたたたたた」

　何とか起き上がったえるなが見たものは、様よう子すの変わったメイアだった。バチバチと体がスパークしている。
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　ビブラートのかかった機械音声が響ひびいた。大地を揺るがすような音波だ。

　近くにあったブロック塀べい、路ろ上じよう駐車してあった車、立っていた電信柱、それらの物が音をたてて砕け散る。
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　メイアは走り出した。その先々で様々なものが破壊されていく。

「い、いったいどうなっちゃってるの」

　呆あつ気けに取られてるえるなに、クワガタ警けい部ぶが説明した。

「メイア０Ｃ５型は、新型のメイドロボットとして害虫駆く除じよ用ようの超ちよう音波発はつ生せい装置を組み込まれたんだ。もちろんその出力は可能な限り抑えられたものなんだが、大量生産の際に不ふ具ぐ合あいが生じてな。あんな破壊兵へい器き並みの物になってしまったんだ」

「しかも、その音波のせいで感情プログラムにまで影えい響きようが及ぼされてしまったんです。情じよう緒ちよ不安定になるとコントロールがきかなくなってしまうんです」

「つまりだ、ショックなことが起こると暴走するようになっちまったんだよ。でもってあの音波兵器だろ？　危険極きわまりないぜ」

　ワルガキッドが吐き捨てるように言った。

「ああなっちまったらもうしょうがない。正面からぶつかって破壊するしかないぞ。えるな。オレ様のパワーレベルを上げろ！　面めん倒どう臭くさいがやってやるよ」

「だけど………」

「ほっといたら街中が瓦が礫れきだらけになるぞ。それでもいいのか？」

「………分かったわよ」

　えるなが制せい御ぎよ腕時計に手を伸ばす。だけどその手が止まる。

「ワルオ。条件があるわ。アタシをメイアちゃんのとこに連れてって」

「は？　お前何なに言ってんだよ」

「いいから、連れてくの！　そうじゃなきゃパワーレベル上げてやんないからね！」

「………分かったよ」

　ワルガキッドのパワーレベルが、フルパワーモードに移行する。

「ガネッコさん。こういうのない？　声を大きくする」

「拡声器ですか？　ありますけど」

　ガネッコがポケットから取り出した金属の塊かたまりのスイッチを押す。するとそれはりっぱな拡声器へと変へん貌ぼうした。

「ありがとね」

　それを受け取ると、えるなはワルガキッドの背中に飛び乗った。

「さ、行って頂ちよう戴だい！」

「振り落とされないようにすんだぜ！」

　かかとのブースターから炎ほのおを吐き出させ、ワルガキッドは走り出した。

「えるな君は一いつ体たい何をするつもりなんだ？」

　困こん惑わく気味のクワガタ警けい部ぶに、ガネッコが少し考える。

「ハッキリとは分からないんですけど、多た分ぶん説得するつもりなんじゃないですかね」

「暴ぼう走そう状態のロボットを説得だと？　バカげてる」

「確かに、ばかげてますよね。だけど、何か好きですよ。わたしそういうの」

　ガネッコがメガネの奥の目を細めた。

「さ、おじさん。追いかけましょ」
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　金属合ごう成せい音おんを響ひびかせながら突っ走っていくメイア。その周りでは相変わらずいろんなものが破壊されていく。

「なかなか景気よくぶっ壊してんじゃねえか」

　離れた屋根の上を突っ走りながら、ワルガキッドが吐き出した。

「あんだけぶっ壊したら、さぞかし気持ちがスカってすんだろうな」

　そんなことを呟つぶやいて、ニヤリとするワルガキッドの頭を、えるなが思い切りはたく。

「バカなこと言ってんじゃないわよ。それよりもう少し近づいてよ」

「わ[image: ～][image: ～]ったよ」

　ワルガキッドが少しだけ距離を縮める。

　それにつれ、頭の芯しんがじんじんと痛むのを覚える。超ちよう音波攻こう撃げきのせいだ。

「ちょっとだけあんたの気持ちが分かったわ」

　苦にがい顔してそう呟いてから、えるなはハイパー拡声器を持ち上げた。

『メイアちゃん。落ち着いて！！！』

　暴走するメイアに向かって増ぞう幅ふくした声を飛ばす。

『大丈夫よ！　家事なんて練習すれば上じよう手ずになるんだから！　だから落ち着いてって』

　献けん身しん的に説得するえるなを、ワルガキッドが鼻で笑う。

「な[image: ～][image: ～]にやってんだよ。そんなもんが通用する訳ないだろ？　相手は人間じゃねえ。ロボットなんだぜ」

「そうよ。ロボットよ。だけど材質はともかく、中身は人間と同じでしょ？」

「中身？」

「心のことよ」

　きっぱりとえるなは言った。

「だったら説得だって通じるはずよ！」

　確かつ固こたる信しん念ねんを胸に、えるなは叫んだ。

「ワルオ！　もっと近づきなさい！」

「お前バカじゃねえのか？」

　ワルガキッドが叫ぶ。

「この距離でだってじんじん来てんだぞ。それをもっと近づくなんて」

「ワルオ！」

　制せい御ぎよ腕時計を持ち上げると、世にも物ぶつ騒そうな顔でえるなは言った。

「メイアちゃんの超ちよう音波と、制御装置のジャミング音波、どっちが耐えられるかしらね。試してみたい？」

「ど[image: ～][image: ～]なっても知らねえからな！！！！」

　力一いつ杯ぱい叫ぶと、ワルガキッドはメイア目掛けてスピードアップした。

　頭が割れそうになるくらいじんじんと痛んだ。

「あだだだだだだだだ」

　ワルガキッドも、苦く悶もんの表情を浮かべている。

「メ、メイアちゃん」

　持ち上げた拡声器も、粉こな々ごなに砕け散った。

　えるなは大きく息を吸い込むと、声を張り上げる。

「メイアちゃんが、家事がダメダメだって言ったって、誰もメイアちゃんのこと嫌いになんかならないから。笑顔で一生懸けん命めいがんばってるメイアちゃんのこと、嫌いになったりしないから！　だから！」

　最後の力を振り絞しぼって、えるなは力一杯叫んだ。

「目を覚まして！！！！」

　次の瞬しゆん間かん、道路にヒビ割れが走る。

「いかん。離れるぞ」

　ワルガキッドがバックステップで距離を開ける。次の瞬間、道路が陥かん没ぼつした。

「下ろして！」

　ワルガキッドの背中から飛び降りたえるなが、陥没した道路を覗のぞき込む。そこには、しくしくと泣くメイアの姿があった。

「メイアはやっぱり駄だ目めなロボットです。家事も満足に出来ないばかりか、自分の機能もコントロール出来ないなんて」

「大丈夫よ。こうやってちゃんと元に戻ったんだもの」

　えるながなだめても、いっこうにしくしくを止めないメイア。

　と、ワルガキッドが口を開く。

「おい、情なさけないこと言ってんじゃねえよ。同じ24世紀のロボットとして恥ずかしくなるぜ」

　吐き捨てるように、ワルガキッドは言った。

「メイア。オレ様達のここに入ってるのは、24世紀の最さい先せん端たんの技術で作られた電子頭ず脳のうなんだぜ」

　こめかみを人差し指でコンコンと叩たたく。

「人間以上に優れた代しろ物ものなんだ。家事なんぞちょっと練習すればすぐに完かん璧ぺきに出来るようになるぜ」

「だけど、また暴走しちゃったら」

「感情をコントロールすんだよ。オレ様達の電子頭脳ならそれぐらいのこと可能だぜ。まあ、ちょっとした慣れも必要になるがな」

　フンとワルガキッドが鼻を鳴らす。

「電子頭脳は成長すんだよ。24世紀の技術を信用しろってんだ」

「そう………ですね」

　メイアがゆっくりと微笑ほほえんだ。

「そうですよね。ゆっくりと出来るようになっていけばいいんですね」

「助かったわ。あんたたまにはまともなこと言うじゃない」

　えるなが囁ささやく。

「別にあいつのために言ったんじゃねえぞ」

　ぶっきらぼうに、ワルガキッドが呟つぶやく。

「こいつがまともに家事が出来るようになったら、オレ様も楽になるからな」

「さ、メイアちゃん。家に帰ろ」

「はい」

　ワルガキッドに引っ張り上げられて、メイアが穴から出てくる。

　と、そのときだった。

　ちょろちょろって、メイアの足元を何かが通り過ぎていった。

　それは一匹のネズミだった。

「ネ、ネズミ………」

　メイアの表情が固まった。

「おい、しっかりしろ！」

　ワルガキッドの声もむなしく、メイアは絶ぜつ叫きようした。

「いや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！」

　えるなとワルガキッドが吹っ飛ばされた。

[image: ]

　だけど、先さき程ほどのような破壊的な音おん波ぱ攻撃は追つい撃げきして来ない。

　目を向けると、地面にうずくまるメイアの姿があった。必死に体を抱えて何かに耐えている。

「え、えるなさん。ワルガキッド様」

　苦しそうに、メイアが言う。

「お願いします。メイアを壊してください」

「な、何言ってるのよ！」

「ダメです。今にもおかしくなっちゃいそうです。だから、お願いします！」

「そんなこと出来る訳ないじゃない！」

「メイア！　しっかりするんだ。気をしっかり持て！　感情をコントロールすんだ！」

　ワルガキッドが叫ぶ。

「オレ様を見ろ。タイムスリップして来たばっかの頃はむしゃくしゃしてよく家の障しよう子じを破りまくったが、最近じゃそんなことしてないぞ」

「あ、野の良ら猫ねこだと思ってたけど、あれアンタの仕し業わざだったのね！！！」

　えるなが目を吊つり上げる。

「あの障子の張り替えにいくらかかったと思ってんのよ！」

「こら、今そんなことしてる場合か！」

　なんてことやってるときだった。一台の軽トラがぶいんとやって来る。

「おや、皆して何してるんだ？」

　作さく造ぞう父とうさんだ。

　うずくまるメイアを見て、作造父さんは眼鏡めがねを押し上げた。

「おやおや、メイアちゃん調子が悪いのかな？　よし、少し見てやろう」

　工こう具ぐ箱ばこ片手にとことこと歩み寄っていく。

「修理モードに設定しますから、早く………」

　メイアが息もたえだえに言う。次の瞬しゆん間かん、メイアの背中部分がぱっかりと開いた。

「止めてよ！　お父さんなんかの手におえる機械じゃ………」

　えるなの言葉なんてちっとも聞かず、作造父さんは鼻はな歌うた歌いながらメイアの内部構造を覗のぞき込む。

「お、ネジが緩んでるぞ」

　ドライバーが取り出された。

「よっと」

　作造父さんによって、緩んでたネジが締められた。




　　　　　８




「るんるんるんるんるんるんるんるんるん」

　歌を口ずさみながら、メイアが日に本ほん橋ばし電気店を掃除している。通り過ぎた部分が輝いて見えるほどの完かん璧ぺきな掃除だ。

「すみません。お食事の最さ中なかにお掃除なんかしちゃって」

　居間を覗のぞき込んでにこやかに言う。

「ホコリたったりしませんか？」

「大丈夫よ。心配しなくても」

「そうですか。それでは」

　また歌を口ずさみながら、廊下を通り過ぎていく。

「本当、奇き跡せきってあるのよね」

　しみじみと、えるなが呟つぶやいた。

「まさか、あんなことでメイアちゃんが直っちゃうなんてね」

　作造父さんがネジを締めたことによって、メイアの不ふ具ぐ合あいは全て解消された。暴走することがなくなったばかりか、ダメダメだった家事までがキチンと出来るようになってしまったのだ。

『24世紀のロボット技師達ですら直せなかったものを、ドライバー一本で直してしまうとは…………まさに究極の巧たくみの技』

　クワガタ警けい部ぶがそんなこと言って感激していたのを思い浮かべる。

　だけどえるなにしてみれば、24世紀のロボット技師はバカなんじゃないかということだ。

「ま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、24世紀の連れん中ちゆうは頭でっかちになってるからな。ネジが緩んでたっていう単純なことに気がつかなかったんだろ[image: ～][image: ～]な」

　豪ごう華かな朝食をもしゃもしゃ頰ほお張ばりながら、ワルガキッドが言った。

「しかしまあ、これはいいことだぞ」

　ワルガキッドがほくそ笑んだ。

「これで、オレ様が家事をしなくてもいいってことだからな」

　家事からの解放に、喜ぶワルガキッド。

　だけど、ワルガキッドの安あん息そくの日々は長くは続かなかった。




[image: ]




「いつまで眠ってんのよ！！！　起きなさい！！！」

　せんべい布ふ団とんをひっぺがされて、ワルガキッドは目を覚ました。

　ワルガキッドが寝ね床どことして使ってる物置に、制服を着たえるなの姿があった。

「今いま何時だと思ってんのよ。早く朝ご飯作りなさいよ！　洗せん濯たくと掃除だってあんだからね」

「おい、ちょっと待てよ」

　寝起きでうまく動いてくれない電子頭ず脳のうを回転させて、ワルガキッドが口を尖とがらせる。

「何でオレ様がやんなきゃなんねえんだよ。メイアがいるだろ！」

「確かに、メイアちゃんの方があんたの何百倍も上じよう手ずにやってくれるわよ。アタシだってメイアちゃんにやってもらいたいわよ。だけどアンタしかいないんだからしょうがないじゃない！」

　えるなの言葉に、ワルガキッドが目をパチクリさせる。

「いない？　どういうことだよ」

「だって、メイアちゃん今日から初はつ出勤だもの」

「あ？」

　ポカンとしてるワルガキッドに、えるなが紙を突きつける。

「これよこれ」

　紙には、こう書かれていた。

『ロボットメイドレンタルサービス』

「何だよこれ？」

「家計が厳きびしいってことを知ったメイアちゃんが、自分からやるって言い出してくれたのよ。で、今日からひばりケ丘のお屋や敷しきで住み込みで働くことになったの」

　早口にえるなが説明する。

「そういうことだから、現在日に本ほん橋ばし家けで家事するのはあんたしかいないってこと。分かった？　分かったらさっさと朝食の支し度たくしなさい」

「そ、そんなのってありかよ！」

「ほら、さっさとやる。言っとくけど、ここ数日、メイアちゃんのおいしい料理で舌が肥こえちゃってるからね。あんまりにもひどいもん作ったら容よう赦しやしないからね」

　そう言い残して、えるなは出て行った。

「ひどいもん作ったら容赦しねえか」

　苦にが々にがしい表情で吐き出す。えるなの性格から考えてその言葉に噓うそはないのだろう。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、ワルガキッドは呟つぶやいた。

「オレ様も、えるなの親父おやじに頼んで、ネジの一本でも締めてもらおうかな」





第三話　おわり















　　　あとがき







　個人的に、日に本ほん橋ばしえるなというキャラクターは気にいってます。

　目つきが悪くて性格もキツくて、家計のやりくりに必死になってて、ワルガキッドをこき使う。

　そしてことあるごとにおしおきボタンを連打する。

　そんなキャラです。

　貧乏な電気屋の一人娘という境きよう遇ぐうもけっこう気に入ってます。ちょっと困った父親のために苦労させられているってのも何だか僕の同情を誘ってます。

　そんな日本橋えるなですが、ヒロインとしてはど[image: ～][image: ～]かと聞かれればかなり疑問に思います。

　まず主人公のことをちっとも大切にしてません。

　そして、主人公のことをとことんバカにしています。

　さらに、主人公のことを売っぱらおうかなんて考えるほどです。

　ヒロインとしてはかなり問題です。問題ありすぎです。

　だけど、最初から悪いロボットをビシバシこき使う女の子ってキャラにしたかったので、これはこれでい[image: ～][image: ～][image: ～]かと思います。

　それじゃそういうことで。





阿あ智ち太た郎ろう
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年、長野県で生まれた。いろいろあってサラリーマンもしてる。雨が降ると会社を休みたくなるクセがあり。本当に困ったもんだ。
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イラスト／ともぞ

広島県出身、埼玉県在住のネコ好きイラストレーター。『Astral』（著／今田隆文）で電撃デビュー。現在電撃コミック「ガオ！」で『SPEED GRAPHER』を連載中。
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